
88号住居址

88号住居址カマド

92号住居址 （図16 1)

確認面からの 掘り込みは平均40cm前後と深いが 、 床面

は軟弱である。 平面プランは5.80X5.50mの隅丸方形住

居址である。主柱穴はPl -P4で、 3.40X 3.00mの 4本

方形配列である。 P6 · P7は下層の住居址の 柱穴であ

る。 カマドは奥壁中央に位置し規模は両袖 間外側で0.90

m、 内側で0.50m 、 長さ0.90mである。 長さ0. 90mはど

の 煙道も 検出している。 間仕切り溝はPl·2·4から 壁

へ向けて各1本の 計 3本を検出している。 ま た西 壁から

南壁にかけて、 幅20cm ・ 深さ10cm前後の 壁周溝を 検出し

ている。 住居址 中央付近を中心とする覆 土下層より、 多

量の 円礫が投棄された状況で検出されている。
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図161 92号住居址実測図 (1 : 80) 

92号住居址
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図162 96号住居址実測図

96号住居址 （図 16 2 ·163)

古墳時代の99号住居址をきって構築される が、 88号住居

址に 南東隅を切ら れる。 確認面からの 掘り込みは平均2 0cm

前後と浅＜、 床面は全体に軟弱である。

平面プランは6.30X6. 2 0mの隅丸方形住居址である。 柱

(1 : 80) 

ここロ10cm 

図163 96号住居址実測図 (1 : 4) 

穴はPl -P8 まで検出している。 主柱穴はPl -P4で3.30X4.40mの4本方形配列である。pgは両脇に間仕切

り溝を伴う入り口部ピットで 、 0.50X0.60mの不整な方形を呈し、 深さ3 1cmを測る。

カマドは奥壁 中央に位置する が、 両袖部

は破壊されており、 燃焼部の焼土の 堆積を

確認したの みである。

間仕切り溝は西壁と東壁の中央に 、 壁に

直交する形で 各1本、 pgの両脇に 2 本の

計4本 が 検出されている。

壁周溝はカマド部分と住居址 南 西隅の一

部を除いて 全周するようであり、 幅 2 0cm ·

深さ10cm前後である。

カマド燃焼部より土師器杯 が 2 点出土し ，、

ている。 96号住居址
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1 0 3号住居址 （図 164·165)
瓢In

弥生後期の105号・ 1 10号住居址

を切って構築される。 確認面から

の掘り込みは平均40cm前後と深 い 鰐が、 床面は全体に 軟弱で不明瞭で

ある。 平面プランは5.40X5.50m

のやや不整な 隅丸方形住居址であ

る。 主柱穴はPl -P3で、 3.00X

3.20mの 4本方形配列と予想され

る。 カマドは奥壁 中央やや西寄り

に 位置し、 規模は 両袖間外側で

1.00m、 内側で0. 30m、 長さ1.10

mである。 両袖先端に石を配して -,<: 
いる。 また住居址 中央部に 焼土の

堆積を確認している。 西壁際には

幅14cm· 深さ5 cmの壁周溝を 検出

している。 住居址北西隅から壁に ...JL 
弩鶉

寄りかかった状況で炭化した板材
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が出土している。 実測図中の破線 冒 冒璽言瓢
は掘り方を示している。 図164 103号住居址実測図 (1 : 80) 
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図165 103号住居址出土土器実測図 (1 : 4) 
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103号住居址

103号住居址カマド

板状炭化材出土状況
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7 号土壊 （図166· 167)

弥生後期の42号住居址の上層を切る。 確認面からの掘り込みは平均10cm (J) 
と浅い。平面プランは2.20X 2.30mの隅丸方形を呈する。 床面より若干浮 A △: 

いた 位置で、 円礫とともに多量の土器群が 一括して投棄された状況で出土

している。

42号住居址上層出土土器 （図16 8)

弥生時代後期の42号住居址上層からは前述の7号土堀の他に、 多量の古

_A_ 399, 80m _Aこ

冒／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／／“

図166 7号土横実測図

墳時代の土師器が出土している。7号土城のように明 確な掘り込みは 認めら れなかったものの、 別に住居址等の

遺構が存在した可能性が高く、 ここでは こ れらの土器を42号住居址上層出土土器として 一括して把握しておく。

7号土拡• 土器出土状況
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番 法量 ( cm) 嘉瑣
色調号 器種 ロ径 底径 器高

43 号住居址·

1 壺 2 0. 0  9. 8 3 9 .0 2 /3 B 

2 空- 19.2 4/5 C 

3 壺 15. 0 1 1.3 3 6.1 2 /3 C 

4 壺 1 5. 4  4/5 C 

5 甕 1 4. 9  1 /3 D 

6 台甕 11. 5 3 / 4 D 

7 寝 12. 4  1 /2 C 

8 片口21. 0 8.2 10. 9 2 /3 B ， 蓋 1 6. 8  7 .9 1 /3 D 

1 02号住居址

1 空• 6.0 1 /3 B 

2 高杯 1 6. 0  3 /4 C 

10 4号住居址

1 空． 8. 8 2 /3 B 

2 甕 1 6.2 完 D 

11 号住居址

1 ,:]! = 2 0. 0  4. 8 19.1 3 /4 C 

2 空． 1 /3 B 

3 空． 4. 4 1 /3 

4 甕 6.8 2 /3 D 

5 甕 9. 6 3. 4 1 0. 5  3 /4 C 

6 甕 1 / 10 A 

7 高坪 2 0. 4  1 /8 A 

8 鉢 1 0. 8  3. 6 5. 5 完 B 

18号住居址

1 壺 1 /3 B 

2 甕 1 7.1 7.2 21. 9 1 /3 D 

3 甕 2 4. 6  7. 6 2 7. 9  1 /3 D 

4 鉢 5. 4 2 /3 B 

1 9 号住居址

1 名- 23.3 2 /3 C 

2 空． 1 0. 0  1 /3 C 

3 空． 7.1 2 /3 B 

4 甕 5.7 1 /3 D 

5 高坪2 5. 5  1 /3 B 

6 高坪 12.4 3 /4 B 

7 高坪 2 /3 B 

8 高坪 2 /3 C 

表4 出土土器観察表①

成 形 調 整 文 様
外 面

口唇
縄

．

：

ハ文
L

ケ
充

R

→
鎮
縄

磨

文

き

口縁： ハケ→ナデ 頚部： 沈線区画 →
L R 

胴部 底部 ケズリ→ナデ 胴部 貼付け文l

口唇：LR 縄
縄
文 口縁：LR 縄文→ 箆山形文 斜ハケ

頚部：LR 文→沈線区画

口唇：LR 縄文 口縁： ハケ → 磨き 頚部．沈線区画→
LR縄文充鎮

胴部： ハケ→ 磨き

口唇-: LR 縄文 口縁： ハケ→ナデ 頚部： 沈線区画→
LR縄文充鎮

胴部：ハケ→磨き

口唇：LR 縄文 口縁：横ナデ 胴部： ハケ→櫛 縦羽状
文

口唇·箆刻み胴部： コの字重ね文 磨耗調整不明

頚
不
部
明
：等間隔止め簾状文 胴部：櫛 縦羽状文 磨耗調整

ロ縁：LR 縄文→2本一対の箆重連弧文 外面全面赤彩

ハケ→磨き

ロ縁： ハケ 頚 部： 沈線区画→波状文・簾状文充鎮 LR縄文
→箆鋸歯文

ハケ→ 磨き

磨き•赤彩

口唇：LR 縄文 口縁：横ナデ 胴部 縄文→櫛 縦羽状
文

磨き・赤彩2孔一対の緊縛孔 底部 ：ケズリ→磨き

磨き・赤彩 直線文→波状文→直線文

磨き・赤彩 底部： 磨き• 赤彩

口緑：櫛波状文
（上

（ 下→上
）
） 頚 部：4連止め簾状文 胴

部：櫛波状文 →下 →縦磨き

ロ縁・胴部．波状文 磨耗詳細不明 頚部： 等間隔止め
簾状文

ナデ

ナデ → 赤彩 円形透孔l 脚端部： 箆羽状連続刻み

磨き•赤彩 底部：ケズリ

櫛 直線文3 磨き•赤彩

ロ縁：櫛波状文3 (
（

下→上）
）

頚部：3 連止め簾状文
胴部：櫛波状文3 上→ 下 → 磨き 底部：ケズリ→磨

き

ロ縁 ：櫛
櫛
波状文3 (

（
下→上）

）
頚部： 4連止め簾状文

胴部： 波状文3 上→ 下 ハケ→ 磨き 底部 ：ケズリ

磨き・赤彩

ロ縁： 磨き・赤彩 底部：T字文 胴部：磨き

胴部：横磨き 底部：ケズリ → 磨き

胴部：磨き・赤彩 底部：磨き

磨
頚部
ぎ
：等間隔止め簾状文 胴部：磨き 底部 ケズリ→

磨き・赤彩

磨 ぎ•赤彩

磨き・赤彩

磨き•赤彩
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内 面
備考

ロ縁： ハケ→磨き
胴部 ’

ハケ→ナデ 床

磨耗調整不明 床

D縁： ハケ→磨き
胴部：ハケ→ナデ 床

ロ縁 ：磨き 床胴部：ハケ→ナデ

磨き 床

磨耗調整不明 床

磨耗調整不明 床

磨き•赤彩 床

ナデ 床

磨耗調整不明 床

ハケ→ 磨き 床

磨き•赤彩 床

ハケ→磨き 床

ロ縁．磨き ・

磨
赤彩

胴部
・

ハケ→ き 覆土

磨き・赤彩 ハケ 覆土

ナテ
4

覆土

磨き 覆土

磨き 覆土

ナデ 覆土

ナデ 覆土

磨き· 赤彩 覆土

ハケ→ナデ 覆土

磨き 穫土

ハケ→磨き 覆土

磨き•赤彩 覆土

磨き•赤彩 床
ノ ケヽ 床

ハケ→磨き 柱穴内

磨き 床

磨き•赤彩 柱穴内

磨き•赤彩 床

坪部：磨き→赤彩 覆土脚部：ハケ→ナデ

磨き•赤彩 集石内



悶
法蘭 (cm) 遺腐

器種 ロ径 底径 器高
色調

19 号住居址

， 寝 21. 4 1/4 C 

10 寝 17 .7 1/4 B 

11 甕 14 .1 5 .4 16. 1  3/4 D 

32号住居址

1 甕 16 .4 6 .8 19 .9 1/ 3 D 

2 痰 18 .8 3/4 D 

34号住居址

1 高杯 32.5 20 .0 29 .0 2/ 3 B 

2 高坪 17.4 4/5 C 

38号住居址

1 空� 27 .8 1/4 B 

2 壺 23.8 完 B 

3 空． 6 .0 2/ 3 B 

4 高杯 33.3 22.1 33.5 2/ 3 B 

5 片 ロ 9 .8 4 .8 11.5 完 C 

6 高坪 14 . 7 1/5 C 

40 号住居址

1 � 空 20 .1 1/ 3 B 

2 高坪 24 .3 1/6 B 

4 1号住居址

1 -空 30 .2 1/4 C 

2 空- 1/6 B 

3 空． 1/ 3 C 

4 褒 15 .7 6.6 24.7 完 C 

5 甕 5 0 3/4 A 

6 寝 11.6 1/6 D 

7 蓋 1 3.0 6. 1 1/ 3 C 

4 2号住居址

1 空ギ 11 . 8 5 .2 24 .5 4/5 B 

2 壺 7 .4 1/ 3 B 

3 寝 11 .4 1/6 D 

4 甕 10 .6 3/4 D 

5 甕 24.0 1/4 D 

6 甕 19 .3 2/ 3 D 

7 甕 14 .6 1/ 3 C 

8 蓋 1 2.2 2/ 3 D 

表 5 出土土器観察表②

成 形 調 整 文 様
外 面

ロ縁：櫛波状文 3 (下→上
）

） 頚部： 2連止め簾状文
胴部：櫛波状文 （上→下

ロ縁：櫛波状文 3 (下→上 ） 頚部：3連止め簾状文

ロ縁：櫛波状文 2 (
（
下→上 ）

）
頚部：3連止め簾状文

胴部：櫛波状文 3 上→下 → 磨き 底部： ナデ

口縁· 櫛波状文 3 ( 上→下
磨

） 頚部：2連止め簾状文
胴部：櫛波状文 1 ハケ→ き 底部： ケズリ→ナデ

ロ縁：櫛
櫛
波状文4 (

(
下→上 ）

) 磨
頚部：2連止め簾状文

胴部：波状文4 上→下 → き

磨き•赤彩 三角形透孔4

磨き・赤彩

磨き•赤彩

磨き•赤彩

磨き•赤彩

磨き•赤彩 三角形透孔4

ハ ケ → 磨き 底部： 磨き

磨き•赤彩

磨き・赤彩

磨き•赤彩

磨き•赤彩

ロ縁：ハ ケ → 磨き・赤彩 頚部：2本一対のT字文

磨き•赤彩

ロ縁：横ナデ 胴部：右下がりハ ケ→左下 がり ハケ
底部： ケズリ → ナデ

胴部： ハケ→ナデ 底部：輪 台技法

ロ唇：面取り→櫛波状文 口縁．櫛波状文 頚部：2連
止め簾状文

胴部：櫛波状文

つまみ 部：指頭押捺→ナデ 体部· 磨き

磨き • 赤彩 底部： ケズリ

磨き•赤彩 底部：ケズリ → 磨き・赤彩

ロ縁：櫛
櫛
波状文 2 (

（
下→上

）
） 頚部：2連止め簾状文

胴部：波状文 3 上→下 ／ヽ ケ

ロ縁：櫛
櫛
波状文 （下

（
→上 ） 頚 部

磨
： 2連止め簾状文

胴部：波状文 3 上 →下 ） き

ロ縁：櫛波状文 （下→上 ）

ロ縁：櫛波状文 3
状

( 上 →下 ）
部

端部：施 文
（
後 横ナデ

頚部：2連止め簾 文 胴． 櫛波状文 上→下 ）

口縁• 櫛波状文4 (
（

下→上 ）
） 

頚部： 等間隔止め簾状文
胴部：櫛波状文4 上→下

ハ ケ → 磨き•赤彩
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内 面
備考

磨き 集石内

磨き 集石内

磨き 集石内

ロ縁 ’
ハ ケ → 磨き 床銀 部 ・ ハケ

磨き 床

磨き・赤彩 床

磨き•赤彩 床

磨き ・ 赤彩 貯蔵穴

磨き•赤彩 貯蔵穴

剥落詳細不明 貯蔵穴

坪部： 磨き•赤彩 貯蔵穴脚部．ハ ケ→ナデ

ハケ→ 磨きo r ナデ 穫土

杯部： 磨き•赤彩 貯蔵穴脚部： ハケ→ナデ

磨き•赤彩 床

磨き 床

磨き•赤彩 床

ハケ→ 磨き•赤彩 床

ナデ 床

ロ縁：横ナデ 床胴部： ケズリ → ナデ

ケズリ 床

磨き 覆土

ナデ 床

ロ縁： 磨き•赤彩 床胴部：ハ ケ → ナデ

ハケ→ナデ 床

ハ ケ→ 磨き 床

磨き 床

磨き 床

ハ ケ → 磨き 床

ハケ→ 磨き 床

ナデ→ 磨き 床



番 法量(cm) 遺嘉
号一 器種

ロ径 底径 器高
色調

45号住居址
1 今空 18.4 完 B 

2 甕 20.0 1/3 C 

3 坪； 8.8 4.4 4.6 完 C 
52号住居址

1 甕 23.0 1/8 C 

2 甕 26.0 1/8 C 
58号住居址

1 壺 12.1 5/6 B 

2 甕 15.0 1/4 C 

3 甕 14.1 5.5 19.5 1/3 D 

4 台甕 11. 9 7.2 17.7 3/4 D 

5 甕 6.9 1/4 B 

6 甑 13.3 3.5 6.9 1/2 B 

7 蓋 17.2 8.3 1/3 C 
8 杯 12.3 3.3 6.6 1/3 B ， 高坪 24.6 3/4 B 

10 高坪 25.0 1/2 B 

61号住居址
1 空·ギ 2/3 B 

2 甕 10.9 4.4 10.8 完 C 

3 6.6 1/2 D 

4 高坪 18.0 9.1 13.7 1/3 B 

5 壺 25.1 1/4 B 

6 空。一 1/3 C 
7 空� 7.9 2/3 B 

8 甕 12.0 1/3 C 

， 甕 15.3 1/2 C 

10 甕 4.5 完 C 

11 甕 14.2 1/3 A 

12 甕 18.2 1/6 D 

13 甕 5.8 1/4 C 
14 蓋 16.1 7.1 1/3 B 

15 坪 9.3 5.1 6.9 4/5 C 
16 高杯 30.0 1/3 B 

17 高坪 24.4 1/4 B 

18 高坪 12.2 完 C 
19 器 台 21.8 1/4 B 

67号住居址
1 空ギ 27.4 1/3 C 

表6 出土土器観察表③

成 形 調 整 文 様
外 面

ロ縁：磨き•赤彩 頚部：櫛直線文
ロ縁：櫛波状文3頚部： 2連止め簾状文胴部：櫛波
状文2

磨き・赤彩 底部：磨き・赤彩

ロ縁：櫛波状文4
上

(下→上
）

） 頚部：櫛直線文
胴部：櫛波状文

（
→下

ロ縁：櫛波状文4(下→上） 頚部： 3連止め簾状文

頚部： 2連
磨
止め簾焼状文胴上部．櫛波状文5(上→下）

胴下部：き→ 成後赤彩
ロ縁•櫛（波状文3頚部. 2連止め簾状文胴部：櫛波
状文4上→下）

ロ縁’ 櫛波状文2(（下→上
）
） 頚部. 2連止め簾状文

胴部：櫛波状文3上→下 →磨き
ロ縁•櫛波状文2(（下→上

）
） 

胴部：櫛波状文3上→下
頚部

部
： 2連止め簾状文

脚 ’磨き
磨き
ケズリ→磨き
ハケ→磨き
磨き・赤彩 底部：ケズリ→磨き
磨き ・赤彩 口唇：山形突起4 脚部：三角形透孔4
磨き•赤彩

ロ縁：磨き ・ 赤彩 頚部：櫛直線文
ロ縁：櫛波状

磨
文2 頚部：等間隔止め簾状文胴部：櫛

波状文l→き
胴部．櫛波状文

（
上→下）ハケ→磨き 底部：ケズリ→

ナデ

磨き・赤彩
磨き・赤彩
ロ縁：磨き 頚部：櫛直線文胴部：ハケ→磨き

磨き•赤彩
ロ縁：櫛波状文3(（下→上）

） 
頚部： 2連止め簾状文

胴部：櫛波状文3上→下
ロ縁：櫛波状文2(（下→上）

） 
頚部：等間隔止め簾状文

胴部：櫛波状文2上→下
ロ縁：櫛波状文頚部：多

→
連磨止
き

め簾底部状文
胴部：櫛波状文2 (上→下） ：ケズリ→ナデ

口唇• 面取り→ナデ ロ縁：ナデ 胴部：斜ハケ

ロ縁ナデ 胴部：ハケ？
胴部．櫛波状文ケズリ→磨き 底部．ケズリ→ナデ
ハケ→ナデ
ハケ→ナデ 底部：ナデ
口唇．ナテ゜ 磨き・赤彩 ｀ 

磨き•赤彩 2連止め簾状文
磨き ・赤彩
磨き・赤彩 擬凹線文円形透孔

口緑：磨き•赤彩 頚部．櫛T字文胴部：磨き・赤彩
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内 面
備考

磨き ・赤彩 床

磨き 床

磨き•赤彩 床

ハケ→磨き 床

ハケ→磨き 床

ナデ→磨き 集石上

磨き 集石上

磨き 集石上

胴部：ハケ→磨き 集石上脚部：ハケ→ナデ
ハケ→磨き 集石上
ハケ→磨き 集石上
ハケ→ナデ 集石上
磨き・赤彩 集石上
磨き•赤彩 集石上
磨き・赤彩 集石上

磨き ・赤彩 床

ハケ→磨き 床

ハケ→磨き 床

磨き•赤彩 床

磨き•赤彩 集石上
口縁：磨き・赤彩 集石上
剥落詳細不明 集石上

磨き 集石上

ハケ→磨き 集石上

ハケ→磨き 集石上

ハケ→ナデ 集石上
ハケ→ナデ 集石上
ハケ→ナデ→磨き 集石上
ハケ→ナデ 集石上
ハケ→ナデ 集石上
磨き•赤彩 集石上
磨き•赤彩 集石上
磨き•赤彩 集石上
ナデ 集石上

磨き・赤彩 ハケ 床



番 法屈(cm) 屡 色調号 器種 ロ径 底径 器高
71号住居址

1 甕 17.0 5.3 19.4 3/4 D 

2 甕 21.0 完 D 

3 甕 12.8 4.0 12 2 1/2 D 

4 甕 6.5 3/4 D 
5 高坪 15.8 完 B 

6 高坪 13.6 1/2 B 

7 杯 17.0 5.4 7.7 1/2 B 

77号住居址
1 空ギ 27.1 1/3 B 

2 :s.� :;: 2/3 C 
3 '.sl'. - 9 3 1/3 B 

4 台甕 11.8 3/4 B 

5 蓋 14.0 5.9 2/3 D 

6 高杯 10.0 完 B 

7 高杯 15.2 1/4 B 

84号住居址

1 甕 10.0 2/3 B 

2 坪 18.5 5.3 10.0 完 B 

85号住居址
1 壺 22.5 2/3 B 

2 甕 20.5 1/3 C 

3 台甕 14.8 完 C 

4 台甕 13.4 3/4 C 

5 蓋 10.4 1/3 D 

6 蓋 13.1 1/2 D 
7 高坪 23.3 1/3 B 

87号住居址
1 宇-""- 9.4 1/3 B 

2 壺 1/3 B 

3 罪- 7.0 3/4 D 

4 台甕 9.6 4/5 C 

5 甕 14 .4 1/2 B 

6 蓋 14.4 5.8 1/2 B 

7 甑 22.6 5 3 13.9 1/2 B 
8 甑 12.7 5.0 8.5 3/4 B ， 甑 23.8 4.8 11.2 1/3 B 

10 坪 19.5 1/3 B 

11 坪 9.0 3.8 4.2 完 B 

12 高坪 14.4 1/3 B 

表7 出土土器観察表④

成 形 調 整 文 様
外 面

ロ縁：櫛波状文4 (
（
下→上

）
）

磨
頚部：等間隔止め簾状文

胴部：櫛波状文3 上 →下 → き
口縁’櫛波状文3 (

（
下→上

）
） 頚部：等間隔止め簾状文

胴部：櫛波状文3 上→下 →磨き
ロ緑•櫛波状文3 (上→下） 胴部：櫛波状文3 (上→

下）
胴部：櫛波状文（上→下） 胴部：櫛波状文3 (上→下）

磨き•赤彩

磨き· 赤彩

磨き•赤彩 底部・ケズリ→ナデ

ロ縁’磨き・赤彩 頚部•櫛直線文
ロ縁：磨き•赤彩 頚部：櫛T字文

磨き•赤彩
ロ縁．櫛波状文2

上
(下→上

）
） 頚部： 4連止め簾状文

胴部：櫛波状文（ →下 →磨き
ハケ→磨き
磨き•赤彩 三角形透孔4
磨き•赤彩 三角形透孔

ロ縁：櫛波状文2 f下→上
下

）
）

頚部→ 2連止め簾状文
胴部．櫛波状文2 上→ →磨き

磨き•赤彩 底部：ケズリ→ナデ

ロ縁：磨き・赤彩 頚部•櫛T字文
ロ縁：櫛

櫛
波状文2 (下→上

）
） 頚部. 3連止め簾状文

胴部•波状文（上→下
ロ縁•櫛波状文2

上
(下→上

）
） 頚部： 3連止め簾状文

胴部：櫛波状文（ →下 →磨き
ロ縁：櫛波状文1 頚部： 2連止め簾状文 胴部’ 櫛波
状文2 →磨き

磨き
ハケ→磨き
磨き· 赤彩

磨き•赤彩 底部：ケズリ→ナデ
磨き•赤彩
磨き・赤彩

口縁．櫛波状文
磨

2 (下→上） 頚部：等間隔止め簾状文
胴部：ハケ→ き

磨き
磨き
ハケ→磨き 底部：ケズリ 焼成前穿孔l
磨き 底部．磨き 焼成前穿孔l
ハケ→ケズリ？ 底部：ケズリ 焼成前穿孔1
磨き•赤彩
磨き・赤彩 底部：磨き
磨き•赤彩
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内 面
備考

ロ縁：磨き 床胴部：ハケ→磨き

磨き 床

磨き 床

磨き 床
磨き•赤彩 床
磨き ・ 赤彩 円板充 床壌
磨き ・ 赤彩 床

磨き•赤彩 覆土
磨き・赤彩 ナデ 床
ハケ→ナデ 裂土

磨き 床

ハケ→磨き 床
ナデ 床
ナテ 床

磨き 覆土

磨き•赤彩 貯蔵穴

磨き ・ 赤彩 床

磨き 床

胴部：磨き 床脚部：ハケ→ナテ

磨き 床

ナデ 床
ハケ→磨き 床

磨き•赤彩 柱穴

ハケ→ナデ 狡土
ハケ→ナデ 覆土
ナテ今 覆土

ハケ→磨き 裂土

磨き 覆土
磨き 殺土
ハケ→磨き 覆土
ハケ→磨き 覆土
ハケ→ナテ， 覆土
磨き ・ 赤彩 覆土
磨き• 赤彩 覆土
ハケ→ナテ゜ 覆土



番 法量 ( cm) 逍盈
色調号 器種

ロ 径 底 径 器高
87号住居址

13 高坪 21. 1 1/4 B 

90 号住居址

1 空． 3/4 C 

2 壺 7.0 3/4 C 

3 甕 21.8 1 /2 D 

4 台甕 16.6 1 /3 D 

5 高坪 22.0 12.3 22.3 2/3 D 

100 号住居址

1 空- 26.8 2/3 C 

2 空． 27.2 3/4 B 

3 '.!l2 ． 13.7 1/4 B 

4 :;r.r � 15.6 3/4 C 

5 空- 10 .0 3/4 C 

6 鉢 8. 9 5.2 8.2 1/3 B 

7 高坪 36.8 1 /4 B 

8 高坪 13.7 4/5 B 

10 5号住居址

1 て
:a:;;:
ギ 21.6 完 C 

2 甕 17.8 1/3 C 

l lO 号住居址

1 -
'.'::! 
� 1/3 B 

2 甕 15.4 1/3 B 

3 蓋 1 /3 B 

4 宮． 3/4 C 

5 甕 18 2 6.3 1/2 B 

逍構外 出土弥生土器

1 甕 17.6 1/2 D 

2 脚 付 18.7 1/3 C 鉢

3 甕 16.5 1/10 C 

4 甕 16.2 1/10 C 

5 甕 16.4 1/10 B 

6 壺 17 0 1/10 B 

7 甕 12.4 1/6 D 

8 甕 B 

表 8 出 土土器観察表⑤

成 形 調 整 文 様
外 面

磨き•赤彩

ロ縁：磨き•赤彩 頚部：櫛 T 字文 円形浮文 胴部：
磨き•赤彩

磨き・赤彩 底部：ケズリ

ロ縁：櫛波状文3上(下→
｛
売 り ） 頚部： 2連止め簾状文

胴部：櫛波状文 （ →下

ロ縁．櫛波状文
）

頚部： 3連止め簾状文 胴部：櫛波状
文4 (上→ 下

ロ縁： 山形突起 4 ハケ→磨き ・ 赤彩

ロ 緑 ：磨き•赤彩 頚部： 箆T字文 竹管連続刺突 胴
部：磨き 赤彩

口縁：磨き•赤彩 頚部． 箆切 りT字文

磨き•赤彩

ロ縁：磨き 頚部・櫛 T 字文 胴部：磨き

磨き•赤彩 底部：ケズリ→ ナ デ

磨き•赤彩 底部：ケズリ→ナ デ

磨き • 赤彩

磨き ・ 赤彩

ロ縁：磨き ・ 赤彩 頚部：櫛T字文 胴部：磨き•赤彩

ロ 緑 ： 横ナ デ 胴部：ハケ

磨き 櫛直線文4

ロ縁：櫛波状文3上(下 →上
）

） 頚部： 2連止め簾状文
胴部：櫛波状文 （ →下

磨き

櫛T字文磨き・赤彩

口 緑 ： 擬凹 線文 胴部・ハケ

ロ縁：櫛波状文4 門�→上）
）

頚部： 3連止め簾状文
胴部：櫛波状文4 上 → 下 →磨き

口縁． 擬凹 線文 （櫛 ） 脚部：磨き•赤彩

ロ縁： 擬凹 線文（櫛 ） 胴部・ ナ デ

ロ縁： 擬凹 線文（櫛 ） 胴部： ナ デ

ロ縁． ナ デ 胴部：ケズリo rハケ

磨き•赤彩

口縁： ナ デ 胴部：櫛波状文

ロ縁 ナ デ→櫛 状 工具先端刺 突
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内 面 備考

磨き• 赤彩 殺土

口 緑 · 磨き•赤彩 裂土胴部ハケ→ナ デ

ハケ 裂土

ハケ→ 磨 き 裂土

磨き 裂土

ハケ→磨き•赤彩 裂土

口 緑 ： 磨き・赤彩 床

口 緑 ： 磨き•赤彩 床

磨き•赤彩 ハケ 床

摩耗調整不明 床

ハケ→ナ デ 床

磨き・ 赤彩 床

杯部’磨き• 赤彩
床脚部 ： シ ポ リ → ケ ズ リ

ナ デ 床

磨き•赤彩 ハケ 床

横ナテ・ ハケ 床

磨き• 赤彩 床

ハケ→磨き 床

磨き 床

ノケヽ 床

ロ縁： ナ デ
床胴部：ハケ

磨き S B 15 

鉢 ： 磨き•赤彩
脚部：ケズ リ → ナ デ

ロ 緑 ： ナ デ S B 15 

胴部・ケズ リ S B 15 

胴部：ハケ S B lS 

磨き•赤彩 S B l 5 

胴部： ナ テt

胴部：ハケ S B 15 



番
器種 法麓 (c m) 孟瑣

色調号 ロ径 底径 器高
46 号 住 居址

1 ギ空 13. 4  完 C 

2 柑 11. 8  5.9 3 /4 C 
3 器台 10 .4 2 /3 B 

106 号 住 居址

1 台甕 16 .4 7 .0 3 /4 C 

2 台甕 12 .6 8 .4 19 .8 3 / 4 D 

3 甕 12 .7 1/ 4 D 

4 台甕 7 .2 3 /4 C 
5 甑 13 .8 6 .8 完 C 

5 号住居址

1 甕 16 .0 2 8 .4 4/ 5 D 

2 m,: ． 1 1.0 6 . 1  1 5.4 3 /4 C 

3 宮． 1 1. 5  3 /4 D 

4 甕 16 .0 7 .0 2 9 .1 完 C 

5 甕 13 .7 1/2 D 

6 高杯 1 5.9 完 C 

7 高 坪 14 .8 10 .1 1 1.4 3 /4 C 

8 高坪 18.9 11.8 13 .1 完 C ， 坪 1 5.0 5 . 5  1/2 C 
10 坪 1 5.9 6 4 完 D 

1 1  坪 1 5. 5  5.4 1/2 C 
12 坪 16 .3 6. 1 完 C 
13 器台 3 0 .0 1/6 

12 号住居址

1 g-区 1 5.7 1/3 B 

2 空． 18. 4 1/ 10 C 

3 甕 17 .8 1/3 B 

4 甕 18 . 5  1/4 B 

5 琳 8 .6 7.3 3 /4 B 

6 t廿 9. 4 1/2 C 

7 甑 16.3 4. 8 9. 8 2 /3 C 
8 高坪 14 .8 完 C ， 高 坪 1 7  8 4/ 5 B 

10 高杯 1 5  8 完 C 
11 高 坪 16 .6 4/ 5 B 

12 椀 1 3  2 8. 1 完 B 

13 杯 14 .7 6 .8 完 C 

14 坪 13 .7 完 B 

13 号 住 居址

1 甕 16 2 1/8 C 

2 坪、 14 0 5.9 1/2 D 

3 坪 13 . 5  4. 8 完 D 

表 9 出土土器観察表⑥

成 形 調 整 文 様
外 面

ロ 縁 ：ハケ → 磨き 胴部： 磨き

ロ 縁：ハ ケ → 磨き 胴部：ケズリ→磨き
磨き

口縁：ハケ → ナ デ 胴 部 ・ ハケ →ケ ズ リ 脚部：ナ デ

ロ 縁：ハ ケ →ナデ 胴部：ハ ケ→ケズリ 脚部：ナ デ

ロ 縁：ハテ → ナ デ 胴部 ： ナ デ

ハケ → ナ デ

ロ 縁：ナ デ→ 磨き 底部：ケ ズ リ → 磨き 焼成前穿孔

ロ 縁：ナデ 胴部：ハ ケ 底部：ハケ で丸底化

口 縁： 横ナ デ 胴部：ハケ → ナ デ o r 磨き

ロ 縁：ハ ケ→ナ デ 胴 部：ハケ→ナ デ

ロ 縁 ． ハ ケ → 横ナ テ
°

胴 部：ハ ケ 底部：ナデ

ロ 縁：横ナ デ 胴 部：磨き

横磨き

杯 部：ハケ → 磨き 脚部 ： ハ ケ

杯 部： 磨き ケズリ 脚部：磨き

杯 部： 磨き 底部 ： ハ ケ→ 磨き
坪 部： 磨き 底 部 ．・ ケ ズ リ → 磨き

磨き
坪 部 ： 磨き 屈 曲 部 に 段 を 意識 し た 沈線1

櫛 波状文 平行 タ タ キ→擦 り 消 し 長方形透孔 5

ロ 縁：横ナ デ 胴部：ハ ケ → 磨き

口 唇：面取り→ナデ ロ 縁：横ナ デ

口縁：横ナ デ 胴部：ハ ケ

ロ 縁：横ナデ 胴部 ：ナ デ

ロ 縁：横ナデ 胴部：ハ ケ・ケ ズ リ →ナ テ.

口 縁： 横ナデ 胴部：ナ デ

ロ 縁 ： 折返 し・指 頭押捺 胴部：ケ ズ リ→ナ テ
坪部 ： ナ デ・ハケ → 磨き
坪 部 ： 横ナ デ ・ ハケ→ 磨き
口 唇：面取り → ナ テ 杯部：ハケ→ 磨苓

ナデ → 磨き
口縁 ：ハ ケ→ナ デ 体 部 ． ケズリ→ 磨き

ロ 縁：ナ デ 体 部 ： ケ ズ リ →ナ デ 底部：ケズリ

体 部．磨き 底部：ケズリ → 磨き

口唇：面取り→ナ デ ロ 縁：ハケ → ナ デ 胴部：ハケ

ロ 縁 ． 磨き 体部：ケズリ → 磨き
坪 部 ： 横ナデ →横 磨き 底 部：ケ ズ リ → 磨き
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内 面

ロ 縁： 磨き 胴部：
ナ デ

ハケ→ 磨き
磨き

ロ 縁：ハ ケ → ナ デ

胴 部 ： ハ ケ→ナデ
ロ 縁：ハ ケ → ナ デ

胴 部：ナ テ
疇

ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ナデ

ロ 縁：ヨ コナ テ 胴
部．ハ ケ→ナ デ

ロ 縁：ハ ケ → ナデ
胴部：箆 ナ デ→ ナ デ

ロ 縁 ：ナ デ 胴部：
ケズリ →ナ デ

口 緑：横ナ デ 胴
部：ケ ズ リ→ナ デ

口 縁 ：横ナデ 胴
部：ナデ

放射状の磨き → 黒 色
処理
坪部： 磨き → 黒 色処
理 脚部 ： ナ デ

杯 部： 磨き 脚部：
箆 ナ デ → ナ デ

磨き ？
磨き
磨き →黒 色処理
磨き

回転ナ デ

ロ 縁：ハ ケ → 磨 き
胴部：ハ ケ

ロ 縁：ナ デ 胴部：
ユ ピ オ サ エ
ロ 縁：ハ ケ → ナ デ

胴 部．ハ ケ→ナ デ

ロ 縁 ． 横 ナ デ 胴
部

’ 箆 ナデ → ナデ
ロ 縁 ： 横ナデ 胴
部 ： 箆 ナデ
ロ 縁：横 ナ デ 胴
部 ． ナ デ

箆ナデ →ナ テ
｀

磨ぎ
磨き
磨き
磨き

箆 ナデ → ナデ → 磨き
ロ 縁：

箆
ナ

ナ
デ

デ
→
→

磨
磨
き

体 部 ． き
磨き

口 縁 ： ハ ケ → ナ デ

胴 部 ’ ハケ
磨き
横磨き

備考

穫土

覆土
覆土

床

床

床
床
床

覆土

裂 土

覆土

覆土

覆土

殺 土

殺 土

覆土

覆土
覆土
殺土
投土
狡土

覆土

覆土

狡土

床

床

貯蔵穴

床
貯蔵穴
貯蔵穴
貯蔵穴

床
床

貯蔵穴

貯蔵穴

床

床



番 法量 (cm)
逍存度 色調号 器

種 ロ 径 底 径 器高
13号住居址

4 坪 12 .8 2 /3 B 

5 高坪 17 .5 13.5 12 .2 2 /3 B 

6 高坪 15.5 3/4 B 

7 高坪 17 .0 完 C 

8 高杯 15 6 2 /3 C ， 高坪 16.6 3/4 B 

14 号住居址

1 甕 18.7 1/10 D 

2 柑 7 .1 3.2 6.9 3/4 B 

3 淋 9.3 8.2 3/4 D 

4 対 9.1 8.2 2 /3 C 

5 柑 9.5 6.4 1/3 B 

6 坪、 13.8 7 .0 2 /3 B 

7 坪 14 .0 4 .9 1/2 C 

8 坪 15.6 5.4 1/2 B 

， 杯 15.1 6.9 完 B 

10 坪 16.4 6.6 3/4 B 

11 坪 11 .8 5.9 1/2 B 

12 器台 13.3 11.2 11.6 完 B 

13 高杯 22 .3 15.5 14 .5 完 C 

14 高杯 17 .1 13.1 13.9 3/4 C 

15 高杯 17 .0 完 C 

16 高杯 2 1. l 1/3 B 

17 高坪 2 0.5 元なと C 

18 高杯 2 1.1 1/3 C 

19 高坪 13.2 完 B 

2 0  高杯 16.0 完 C 

2 1  高坪 18.4 1/2 B 

15号住居址

l 甕 17 .2 1/4 B 

2 鉢 15.6 10.1 1/2 C 

3 鉢 12 .3 2 .4 10.4 3/4 C 

4 甑 2 1. 7 14 .0 2 /3 B 

5 高坪 15. 7 完 B 

6 高坪 14 .5 完 B 

7 坪 17 .0 1/3 C 

8 鉢 17 .6 1/3 B ， 坪 15.2 6.5 完 C 

10 坪、 15.1 5.4 3/4 B 

11 坪 15.5 1/3 C 

12 坪 12 .4 5 2 完 C 

表10 出 土土器観察表⑦

成 形 調 整 文 様
外 面

磨き

坪 音じ ： 屈§ き 胆り音11 . li!i き

坪部 ： ハ ケ → 磨 き 脚部 ハ ケ → 磨 き

磨き

坪部’ ハケ→磨き

磨き

口 緑 ． ハ ケ →横 ナ デ ）JI•! 部 ハ ケ

ハケ→ ナ デ o r磨き

ハケ→ ナ デ →磨き

ナ デ 焼成後穿孔1

摩耗調整不明
杯部： 横磨き 底部：ケズリ→磨き

ハケ→ 横磨き

口縁 横ナデ 杯部．磨き

磨き
口縁． 横ナデ 杯部：ケズリ→ナ デ 底部： ハケ

口縁• 横ナ デ →磨き 杯部：ケズリ→横磨き

器受部： ハケ→ ナ デ 脚部： ハケ→ ナ デ

杯部： ハケ→磨き 脚部． ハケ→磨き

杯部：ナデ →磨き 脚部： 磨き

磨き
ハケ→磨き
ハケ→磨き

磨き
ハケ→磨き

磨き
縦磨き

ロ縁： 横ナデ →磨き 胴部： ハケ→磨き

口縁： ハケ→ナデ 胴部： ハケ 底部： ハケ→ケズリ

ロ緑： ハケ→横ナ デ 胴部： ハケ 底部：ケズリ

ロ縁： ナ デ 胴部： ハケ 底部：ケズリ 焼成前穿孔

縦磨き

杯部・ ハケ→磨き 脚部 縦磨き
摩耗調整不明
口 唇 面 取 り 体部：磨耗調整不明
横磨き 底部・ 「 X 」 状 の 箆記 号

磨き 摩耗詳細不明
ロ縁 横磨き 底部： 横磨き

磨き
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内 面

磨き

坪部· 磨き 脚 部 ·
ケズリ→ ナ デ

坪部： ハケ → 磨 き
脚部．ナデ

摩耗調整不明

磨き
ナデ

ロ 縁 ． ハケ→ 横ナデ
胴部：ケズリ
口

音
粕
II
k : ノ ヽ ケ → ナ デ

胴 ナ デ
横ナテ‘→ナ デ
口 和k }� き 胴 部 ·
ナ デ

摩耗調整不明

磨き
横磨き

ロ 縁 ．ナデ → 横磨き
坪部 ． 磨 き
磨 き
ハケ・ 箆ナデ →ナデ

暗文状の磨き
俗ヤ

音
妥

I
ガ
I

邪 ： ／ ヽ ケ →ナ デ
脚 ： シ ポ リ → ナ デ

M、 部 ： 磨き 脚部．
ケズリ→ ナ デ

坪部： 磨き 脚 部 ：
ケズリ→ ナ デ

磨 き
磨き

磨 き

磨 き
ナ デ
ハケ→ 磨き

摩耗調整不明

ロ縁： ナ デ 胴部：
箆ナ デ → ナ デ
ハケ→ ナ テか

ロ 緑 ： ハケ → ナ デ
胴部：ナデ
ハケ→磨き

磨き
ハケ→ 磨き
横磨き
殺土

磨 き → 黒 色処理
磨き 摩耗詳細不明
縦磨き
磨き

備考

床

床

床

床

貯蔵穴

床

殺土

床

床

床

床

床

床

床

殺土

裂土

毅土

床

床

床

裂土

床
床

毅土

床
殺土

床

カ マ ド

床

床

カ マ ド

柱穴

支脚
床

床
カ マ ド

床
貯蔵穴



表11 出 土土 器観察表⑧

番 法最 (cm) i 色調
成 形 調 整 文 様

備考万ロ 器種 ロ径 底径 器高 外 面 内 面
17号住居址

1 甕 2 0  0 2 / 3  C ロ 縁：横ナデ 胴部．ハ ケ→ナデ ロ 縁：ナデ 胴部 ： 覆土ナテ＂

2 高坪 3/4 C 縦磨き シ ポ リ →ナデ 床

3 高 杯 1 6. 4  3/4 C ロ 縁：縦磨き 杯 部 ハ ケ→磨き 磨き 床

2 6号住居址

1 甕 1 8. 0  3/4 C ロ 縁：ハ ケ→横ナデ 胴部：ハ ケ ロ 縁 ． 横 ナ デ 胴 床 直部：ケ ズ リ→ナデ

2 寝 1 9 .2 1 / 3  B ロ 縁 ： ハ ケ→横ナデ 胴部 ．ハ ケ ロ 縁 ． 横 ナ デ 胴 床 直部： ケ ズ リ

3 甕 1 8.1 2 / 3  C ロ 縁 ハ ケ→横ナデ 胴部：ハ ケ ロ 縁： 横 ナ テ 胴 床 直部： ケ ズ リ

4 甕 1 8 .2 2 7.0 完 C ロ 縁 ： 横ナデ 胴部 ． ハ ケ 底部 ．ハ ケ ナ テ ・ ケ ズ リ 床 直

5 高坪1 7. 3  2 / 3  C 縦磨き 斜め 磨き 床 直

6 高杯 1 5. 4  完 B 縦磨き 斜め 磨き 床 直

7 高 杯 1 6  8 1 / 3  C 縦磨き 縦磨き 床 直

8 高坪 17. 0  完 C D  縦磨き 縦磨き 床 直， 高坪 14 .9 完 B C  磨き 磨き 床 直

1 0  高杯 1 /2 B 縦磨き シ ポ リ・ケ ズ リ 床 直

11 高坪 11 8 完 B 縦磨き ケ ズ リ 床直

2 7号住居址

1 甕 17.2 4. 7 2 0 .5 1 /2 D ロ 縁：横ナデ 胴部：ハ ケ 底部： ケ ズ リ →ナデ ロ 縁：横 ナ デ 胴 カ マ ド部：ハ ケ→ナデ

2 '.ill! 中 16. 8 完 B 口 緑：横磨き 胴部：縦磨き 横磨き カ マ ド

3 :;:]! - 8. 0 13. 9  完 B ロ 縁 ． 縦磨き 胴部 ： ハ ケ→磨き 底部 ． 磨き ロ 縁：磨き 胴部 ． 床ナデ

4 甕 16 .3 1 /2 C 口 縁 ： 横ナテ’ 胴 部：ハ ケ ロ 縁：横 ナ デ 胴 床部 ： ケ ズ リ

5 甕 15. 6 1/4 D 口 縁 ． 横ナデ 胴部：ハ ケ ロ 縁 ハ ケ → ナ デ 床胴部 ．ハ ケ

6 甕 12. 7 1 /2 B ロ 縁： 横ナデ 胴部：ケ ズ リ→ナ テや ロ 縁：横 ナ デ 胴 床部 ． ケ ズ リ→ナデ

7 甕 3 .8 2 / 3  D 胴部：横ナ テ 底部 ． ハ ケ→ ケ ズ リ →ナデ ハ ケ→ナデ 床

8 高坪1 6. 8  1 3  0 13.6 2 / 3  C 坪部 ： 縦磨き 脚部：縦磨き 杯 部： 磨き 脚部 ： 柱穴ナデ

， 高杯 1 6.1 12 6 12 . 7 完 C 坪部：縦磨き 脚部：縦磨き 坪部： 磨き 脚部： カ マ ドケ ズ リ→ナデ

1 0  高杯 1 6.2 3/4 B 摩 耗調整不明 摩 耗調整不明 床

11 高坪1 5.2 1/ 3 D ハ ケ→縦磨き ハケ→ 磨き カ マ ド

12 高坪1 6. 5  2 / 3  C ロ 縁：横ナデ→磨き 坪部 ： 斜め 磨き 横磨き 床

13 椀 11.1 2 / 3  C 口 縁 横ナデ 体 部：ハ ケ → 磨き 磨き 柱穴

14 坪、 12. 8 6.8 3/4 D ロ 縁 横ナデ → 磨き 坪部
’

ケ ズ リ → 磨き 磨き→黒 色処理

15 坪 1 3. 0  5.1 1 /2 C ケ ズ リ→磨き 磨き 床

16 坪 12. 7 4. 0 完 B 磨き 醗 カ マ ド

17 坪 8. 4 4. 3 5. 5 1 /2 B ナデ 箆 ナデ→ナデ 覆土

1 8  坪 3.2 3.0 3.1 1 /2 B ナデ ナデ 床

1 9  ミ｀ ニ 3. 7 1 .5 2 .8 2 / 3  C ナデ ナデ 床

2 0  高坪 15.2 1 /8 回転 ナデ →回 転 ケ ズ リ 櫛波状文 回転 ナデ 殺 土

21 甕 2 0. 0  1 /1 0  回 転 ナデ 回転 ナデ 覆土

30 号住居址

1 甕 18 .4 5 .2 2 9 .4 4/5 C 口 縁：横ナデ 胴部 ハ ケ ・ ケ ズ リ→ナデ ロ 縁：ハ ケ → ナ デ 床胴部： ハケ

2 甕 1 7.1 4 .8 2 4. 5  2 / 3  C ロ 縁 ： 横ナデ 胴部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ 底部：凹み底 ロ 縁：ハ ケ → ナ デ 床胴部：ハ ケ→ナデ

3 甕 1 7.1 3/4 B ロ 縁 ’
横ナデ 胴部

’
斜め ケ ズ リ →ナデ ロ 縁：ナデ 胴部： 床ナデ

4 高坪1 7.1 完 B ナデ → 磨き 磨き 床
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番 器種 法量 (cm) 存
度
迫 色調号 口 径 底 径 器高

30号住居址
5 高杯 1 2 . 4  完 C 

6 高杯 1 8. 4  1 5. 2  1 3.9 完 C 

7 椀 1 3.8 1/ 3 B 

8 蓋 1 4 . 6  5.5 完 B 
9 坪 1 2 . 0 3. 4 完 C 
1 0  坪、 1 0. 0  4 . 2  2/ 3 C 
1 1  坪 1 1 . 2  2 . 9  6.1 2/3 C 
1 2  坪、 1 3. 0  5.3 1/2 B 
1 3  坪 14 . 5  5.6 2/ 3 C 
14 坪 1 3. 4  6. 1 完 B 

31 号住居址

1 甕 1 7 . 7  29 . 9  1/2 C 

2 甕 19 . 1  1/ 6 B 

3 甕 1 5.4 1 / 6 C 

4 壺 8. 7 1/4 B 
5 空- 8.0 3/4 C 

6 甕 1 6. 7  1/ 3 C 

7 高坪 1 8. 7  完 C 

8 高杯 1 5. 5  1/2 D ， 台鉢 5.0 1/ 3 D 

1 0  高坪 14 . 9  1 1 .  3 9 . 4  完 C 

1 1  鉢 1 0.0 7 .8 完 C 
12 椀 1 0.1 6. 7 1/2 B 

1 3  坪 14 . 0  1/2 B 

14  坪 1 6. 3  1/4 C 

1 5  坪、 1 3. 4  1/ 3 C 
1 6  坪 1 6. 1  1/4 B 
17 甕 1 8. 8  1/ 8 
1 8  空• 8. 8 8. 1 1/4 
19 氾 9 .0 1/ 8 
2 0  坪 1 0. 6  4 . 7  1/2 

36号住居址

1 四= 1 1 . 8 1 3.7 2/ 3 B 

2 '.s-l!'. 1 6. 0  2/ 3 C 

3 空,� 1 4 . 6 6.5 1 2 . 1  2/ 3 D 

4 椀 1 3.5 7 . 9  元"" C 

5 椀 1 3.5 1 0. 0  完 B 

6 高坪 14 . 1  1 3. 6  1 3. 6  1/2 B 

7 高坪 17 .1 1 1 .  9 1 1 .  4 完 C 

8 高坪 1 6.4 完 B C  ， 高坪 1 8.7 1/ 3 C D  

1 0  甕 2 3. 4  3/4 B 

表12 出 土土器観察表⑨

成 形 調 整 文 様
備考

外 面 内 面

ハケ→ 縦磨き 縦磨 き 床

坪部： 縦磨き 脚部： 縦磨き 坪部：磨き 脚部： 床ハケ・ 箆ナデ →ナデ

ロ縁： 横ナデ 体部： ハケ→ナテ’

部
ロ 緑

： 縦
：

磨
横

き
磨 き 体 床

ロ縁： 横ナデ → 磨き 天井部：ケズリ→磨き ナデ カ マ ド
横磨き 横磨 き 柱穴
ロ縁： 横磨き 底部： ハケ→磨き 磨き 覆土
坪部：磨き 底部：ケズリ→磨き 摩耗調整不明 覆土
口縁： 横ナデ → 横磨き 底部：ケズリ→磨き 横磨き 床
ロ縁：ナデ → 磨き 底部：ケズリ→ 磨き 磨 き 床
体部： 横磨 き 底部：ケズリ→ 磨き 磨 き 床

口 唇 ． 面取 り ロ縁： ハケ→ナデ 胴部： ハケ ロ 縁 ： ハケ → ナ デ 床胴部：ケズリ→ナデ

ロ縁： ハケ→ 横ナデ 胴部・ ハケ 口 緑 ： 横ナ デ 胴 カ マ ド部：ケズリ→ナデ

ロ縁： 横ナデ 胴部： ハ ケ →ナデ 口 緑 • 横ナ デ 胴 柱穴部： 摩耗調整不明
ハケ→ 縦磨き 横磨き 床
磨き ？ （摩耗不明） 横磨き 床

ロ縁： 横ナデ 胴部： ハケ→ナデ ロ 縁 横ナ デ 胴 床部：ケズリ→ナデ

ロ縁： ハケ→ 縦磨き 坪部： ハケ→磨き 脚部：磨き 杯部： ハケ→ 横磨き カ マ ド脚部：ケズリ→ナデ
口 縁 ・ ハケ→ 縦磨き 坪部． ハケ→磨き ハケ→ 縦磨き 床

体部： 縦磨き 脚部： 縦磨き 体部： 斜め磨き 脚 床部：ナデ

坪部．・ 横磨き 脚部： 縦磨き 坪部： 斜め磨き 脚 カ マ ド部： ハケ→ナデ
ロ 縁 • 横磨き 胴部： 横磨き 底部：ケズリ→ 磨き 横磨き → 黒 色処理 床
ロ縁． 横ナデ → 横磨き 胴部： 横磨き 底部：ケズリ 横磨き → 黒 色処理 床

ロ縁． 横ナデ → 横磨き 底部： ハケ→ 横磨き ロ 縁 ：
め
横

磨
磨

き
き 底

部： 斜 床

横磨き 口 緑 ：
磨
横

き
磨 き 体

部 ： 縦 床

ケズリ→ 横磨き 横磨 き 床
摩耗調整不明 磨 き 床
回転ナデ 貼付け突帯 回 転ナデ 床
ロ 縁 ～ 胴部． 回 転ナテ’ 底部： 静止ケズリ 回 転ナテ’

床
回転ナデ 回 転ナデ 床
回転ナデ 回 転ケズリ 回 転ナデ 床

ロ縁．・ 横ナデ → 縦磨き 胴部：ケズリ→磨き ロ 縁 縦 磨 き 胴 柱穴部． ハケ→ナデ

ロ縁： 横ナデ 胴部： ハケ 口 縁 ： ハケ → ナ デ 床胴部：ケズリ→ナデ

ロ縁． ハケ→ 横ナテ‘ 胴部： ハケ 底部：ケズリ ロ 縁 ：ナデ 胴部： 床9 ヽ ヶ

口 唇 ： 面取 り 胴部： 横磨き 底部：ケズリ→ 磨き ロ 縁： 横磨 き 胴 柱穴部： 磨 き

ロ縁： 横ナデ 胴部．・ ハケo rケズ リ →磨き ロ 縁 ： 横ナ デ 胴 柱穴部： ハケ→ナデ

口 唇 • 脚 端部： 面取 り 坪部’磨き 脚部：磨き 坪部．磨き 脚部 床シ ポリ→ナデ

ロ 唇 ： 面取 り 杯部： 指頭押捺 →磨き 脚部．磨き 坪 部： 横 磨 き 脚 床部：ケズリ→ナデ
縦磨き 磨き 床
口 唇 ： 面取 り →ナデ 杯部： 縦磨 き 磨き 床

口 唇 ： 面取 り ロ縁： 横ナデ 胴部：ケズリ→ 磨き 口 緑 •
磨
横

き
磨 き 胴

部 横 集石上
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表 1 3 出 土土器観察表⑩

番 法 批 (cm )

鸞 色調
成 形 調 整 文 様

備考号 器種 ロ 径 底径 器高 外 面 内 面
3 6号住 居址

11  椀 12. 0  8. 5 1 /2 B ナ デ→磨き 楕円形浮 文 1 ロ 縁
ケ
横

→
磨

磨
き 胴

部：ハ き 集石上

12 椀 8. 6 7 .5 1/2 B C  ロ 縁：横磨き 胴部
’ ケズリ→磨き ロ 縁： 横 磨 き 胴

集石上部：ナ デ

13 坪 12. 5 5 .7 完 B ロ 縁：横ナ デ→横磨き 体 部： ケズリ→磨き 磨き→黒 色処理 集石上

1 4  坪、 1 4. 9  6. 4 2 /3 C ロ 縁：横ナ デ→ 横磨き 体部
・

ケズリ→磨き 横磨き 集石上

1 5  坪 1 4 . 8 6.3 完 B ロ 縁：横磨き 体 部 ． ケズリ→横磨き 横磨き→黒 色処理 集石上

1 6  高坪1 4 .0 2 /3 B C  横磨き 横磨き 集石上

1 7  高 杯 12 .4 8. 8 9 .9 3 /4 B C  ロ 緑 横ナ デ→ 横磨き 坪部：横磨き 坪部： 磨き 脚部：
集石上箆 ナ デ→ナ テ

1 8  贔杯 2 0 . 8  3 /4 B 横磨き 縦磨き 集石上

1 9  高坪 15 .7 9 . 8 9 . 8 3 /4 C 杯部：磨き 脚部 · 磨き 杯 部．磨き→黒 色 処
集石上理 脚部 ナ デ

3 7号住 居址

1 甕 1 7. 0  5 6 2 7  4 完 C ロ 縁：ハ ケ→横ナ デ 胴部
＇

ハ ケ ロ 縁 ： ハ ケ→横ナ デ カ マ ド胴部： ケズリ →ナ デ

2 甕 1 6  4 2 /3 B C  ロ 縁 ． ハ ケ→横ナ デ 胴部：ハ ケ→ 磨き ロ 縁 ． 横 ナ デ 胴 カ マ ド部： ケズリ

3 甕 1 6 . 8  完 C D  ロ 縁：ハ ケ→横ナ デ 胴部 ． 斜めハ ケ ロ 縁 ． ハ ケ 胴 部 カ マ ドナ デ

4 蓋 15 . 1  7. 9 2 /3 B 横ナ デ つ ま み 部：指頭押捺→ナ デ ナ デ 床

5 甑 1 7 . 6  13 .9 1 /3 C D  口 唇 面取 り 胴 部 ハ ケ 底部：焼成前穿孔 斜め ハケ→ ケズリ カ マ ド

6 高 杯 1 4 .4 12. 4 13.1 3 /4 B C  坪部：ナ デ ・ ハ ケ→磨き 脚部 ． 縦磨き 坪部： 磨き 脚部： 毅 土ナ デ

7 高 坪 2 0 .3 完 B 坪部 ．ハ ケ→ナ デ→磨き 脚部 縦磨き 坪 部
’ ハ ケ→ 磨 き 支 脚脚部 ： ナ テ

8 高坪1 6. 8  4 /5 C D  坪 部 • 横磨き 磨き 床， 高 杯 1 6 .5 完 B 縦磨き 斜め 磨き カ マ ド

1 0  高坪1 5 .1 完 B C  ナ テ ・ ハ ケ→磨き ハ ケ→磨き カ マ ド

1 1  高 杯 1 7. 7  完 C D  縦磨き 縦磨き 床

12 椀 8.3 6.3 4 /5 B ロ 縁 ． 横ナ デ 脚部
’

ハ ケ → 磨き ナ デ 裂 土

13 坪 12. 8 4 .5 1 /3 C D  口 縁：横ナ テ 体部：ハ ケ→ナ デ 磨き 裂土

1 4  坪 12 .9 4. 0 1 /3 B ロ 縁• 横ナ テ 体部： ハケ 磨き 床

15 耳‘ 12 .4 4. 9 2 /3 D ロ 縁• 横ナ テ→横磨き 体部 磨き 横磨き カ マ ド

1 6  坪、 1 3  4 6.2 4 /5 C D  縦磨き 磨き（摩 耗詳 細 不明 ） 柱穴

1 7  坪、 13 .4 6. 0 1 /3 B ロ 縁：横ナ デ→磨き 体部：ケズリ→磨き 磨き 床

1 8  坪 1 4. 8  5.1 3 /4 B C  体 部 ：横 磨き 底部：ケズリ → 磨き 磨き 毅 土

1 9  坪· 1 0.2 5 .5 3 /4 B ロ 縁：横ナ デ → 磨き 体 部：ハ ケ→磨き 底部： 磨き ハ ケ→横磨き 床

2 0  坪 1 0.2 4.2 4. 6 3 /4 B C  体 部 • 横ナ デ→横磨き 底部 ． 磨き 磨き→黒 色処理 床

21 ミ｀ ニ 3 .7 5 1 完 C D  ユ ビ ナ デ ユ ピ ナ デ 床

3 9 号 住 居址

1 甕 1 6 .5 4. 9 2 0. 8 完 C ロ 縁：ハ ケ→横ナ テ 胴部 ハ ケ→ナ テゞ ロ 縁：ナ デ 胴 部 ：
床ケズリ→ナ デ

2 坪 13.3 6.9 完 C D  ロ 縁： 横ナ デ→横磨き 底 部： ケズリ→ 磨き 横磨き 床

3 坪、 1 4 .0 6. 4 4 /5 C D  ケズリ→磨き 底部：「 x 」状の箆記号 横 磨き 床

4 高 坪 17 .5 完 B C  坪 部
・ ハケ → 磨き ハ ケ→磨き 床

44 号 住 居址

1 坪 1 7. 0  6.1 完 B ロ 縁• 横ナ デ→横磨き 体 部：横磨き ロ 縁：
め

横
磨

磨
き

き 体
部 · 斜 床

2 耳‘ 1 9. 4  6. 7 2 /3 C ロ 縁：ナ デ→ 磨き 体 部 ： ハ ケ→磨き 底部： ケズリ 横 磨き 床

3 財、 1 3  6 6.1 1 /2 B 体部： 横磨き 底部： ケズリ → 磨き 横磨き 柱穴

4 坪、 1 1  6 1 /4 C 体部： 横ナ デ→磨き 底部 ケズリ→ 磨き 筏 ナ デ→磨き 床

5 Jf 1 0. 6 1 /3 B ロ 縁：横ナ デ→磨き 底部：ハ ケ→ 磨き 磨き 床
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番 器種 法量 (cm)
号 口 径 底 径 器高

44 号住居址
6 高杯 17 . 1  
7 ミ｀ ニ 2 . 6  2 . 6  3 . 0  
8 ミ｀ ニ 4 . 8  3 . 4  3 . 1  

50号住居址

1 甕 16 . 7  3 . 2  34 . 0  

2 甕 1 6 . 4  

3 甕 18 . 4  30 . 4  

4 高材 1 5 . 6  
5 椀 8 . 1  1 3 . 9  

51号住居址

l 甕 1 5 . 9  4 . 8  30 . 4  

2 空ギ 8 . 7  12 . 0  

3 甕 1 3 . 5  

4 甕 1 6 . 5  31 . 0  

5 甕 27 . 8  

6 甕 1 6 . 9  

7 甕 19 . 0  

8 甑 23 . 0  ， 甕 1 3 . 3  4 . 2  1 4  . 1  

1 0  甑 19 . 1  3 . 0  1 4  . 1  

1 1  高坪 1 7 . 3  8 . 8  8 . 3  

12 坪 1 4 . 6  
54号住居址

1 壺 2 1 . 6  

2 甕 1 4 . 7  

3 甕 13 6 

4 甕 2 1 . 6  

5 甕 1 8 . 1  

6 甕 1 4 . 0  

7 甕 1 3 . 0  
8 }よ1"し 1 5 . 6  ， 壺

1 0  廿：t 6 . 5  6 . 0  

1 1  井t
12 tit 
13  柑
14  甑 1 5 . 4  3 . 9  8 0 
15  椀 1 7 . 2  8 . 5  
1 6  椀 1 5 . 4  

1 7  杯 1 5 . 0  5 6 

18  坪 13 . 9  6 . 3  

19 坪、 1 3 . 7  5 . 4  

逍
存度 色 調

1/3 B 
完 C 

3/4 C 

3/4 C 

4/5 C D  

3/4 C 

1/3 D 
完 B C  

完 D 

完 B 

2/3 B C  

1/2 C 

1/2 C 

1/2 C 

1 /6 D 

1 /4 C D  

2/3 D 

完 D 

2/3 D 

1/4 B 

2/3 C 

2/3 B 

1 /3 C D  

2/3 C D  

2/3 B 

1 /3 B 

1/3 D 
2/3 D 

4/5 D 

完 C 

2/3 B 

完 C 
1/3 C D  
3/4 D 
4/5 D 
1/6 D 

完 D 

完 D 

1 /2 C D  

表 1 4 出土土器観察表⑪

成 形 調 整 文 様
外 面

縦磨 き
ナ デ
ナ テ

ロ 縁 ： ハ ケ →横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ 底部
’ ケ ズ リ

ロ 縁 ： ハ ケ →横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ 一部 ケ ズ リ

ロ 縁 ： ナ デ 胴部 ． ハ ケ → ケ ズ リ 底部 ． ハ ケ

横 ナ デ→磨 き
磨 き

口 緑 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ： ハ ケ →横ナ デ 胴部 ： ハ ケ → ナ デ

ロ 緑 ： ハ ケ →横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ． ハ ケ 底部 ケ ズ リ

ロ 縁 ： ハ ケ →横磨 き 胴部 ： ハ ケ →磨 き o r ナ デ

ロ 縁 ： ハ ケ → 横 ナ テ
＂

胴部 ： ハ ケ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ

ロ 縁 ： ハ ケ →横ナ デ 胴部 ： ハ ケ

胴部 ハ ケ 底部 ・

ハ ケ → ナ デ

ロ 縁 ： ナ デ 体部 ： ハ ケ 底部 焼成 即 穿孔 l

坪部 ： 横磨 き 脚部 ： 縦磨 き

磨 き （摩耗詳細不明 ）

口 唇 ． 面取 り ロ 縁 ： 磨 き

ロ 縁 ： ナ デ 胴部 摩耗不明

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ → ナ デ

口 緑 ： ハ ケ→縦磨 き 胴部
’

ハ ケ→縦磨 き

ロ 縁 ． ハ ケ → 横 ナ デ 胴部
’

斜めハ ケ

ロ 縁 ： ハ ケ →横 ナ デ 胴部 ． ケ ズ リ →ナ デ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： 斜め ハ ケ → ナ デ
ロ 縁 ： ナ デ 胴部

・

ケ ズ リ → ナ テ
ぐ

ロ 縁 ： 磨 き 胴部 斜め磨 き

ロ 縁 ： ナ デ 胴部 ケ ズ リ →ナ テ

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴部 ： ハ ケ→ ナ デ

磨 き ケ ズ リ → ナ デ
ハ ケ → ナ テ��

ロ 縁 ： 折返 し →指頭押捺 体部 ナ デ o r 磨 き
ロ 縁 • 横ナ デ→磨 き 体部 · 磨 き
ロ 縁 ： 横 ナ デ

ロ 縁 ． 横ナ デ→磨 き 体部
・ ハ ケ →磨 き

ロ 縁 横 ナ デ 体部 ： ハ ケ →磨 き

横磨 き
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内 面

斜め磨 き
ナ デ
ナ デ

ロ 緑音II
・ ハ ケ →横 ナ デ

！胴 ． ケ ズ リ
口 粕K 横 ナ デ 胴
音II ノ ヽ ケ
口 箱K 柏t ナ デ 胴
音じ ． ノ 、 ケ

斜め磨 き
磨 き →黒 色処理

口 給� . 杓汀 ナ デ Ill司
音II , .  ヽ ケ
ロ 絹泳 横 磨 き Ill司
音II ナ デ
口

音
縁

II
． ハ ケ →横 ナ デ

JJl•J . ナ デ
ロ 緑 ： 杓t ナ デ 胴
音JI , ヽ ケ ・ ケ ズ リ ・
ナ デ

明ナ ）デ ？ （摩耗詳細不

ロ 縁 ス横
ゴ

ナ デ Ill司
音II ケ J → ナ デ
ロ 奇:ik . 粕t ナ デ IJl•J
音II : ノ ヽ ケ
ロ 縁 横 ナ デ 111•1
音II : / ヽ ケ
ロ 粕K 横 ナ デ Ill司
部 ： ハ ケ
ハ ケ → ナ デ
杯 行II 磨 き 脚 部 ：
ナ デ
横磨 き →黒 色処理

斜め磨 き
ロ 粕k ' ナ デ Ill司部
｝年耗不明

口 緑
： 箆： 横 ナ デ

ナ
IJJTII 

部 ナ デ→ デ
ロ 縁 ： ス横． ， 靡 き
音II : ケ ）

IJM 

口 緑 ： 杓竹 ナ デ 胴
音II : ハ ケ →ナ デ
口 紐 ： 横 ナ デ ））,,, 
音11 . ケ ズ リ
ハ ケ → ナ デ
ナ デ
ロ 縁 ナ デ 胴部 ：
ナ デ
L I 糸汝 ナ デ 胴 部 ：
ナ デ
ロ 縁 ． ハ ケ → ナ デ
胴部 · 箆ナ デ→ ナ テ

’

箆ナデ→ ナ デ
ハ ケ → ナ デ
ノ ヽ ケ
磨 き
磨 き
口 緑 ． め横閑磨

き
き 体

音11 · 命f
磨 き
口 緑 め横靡邸き

き 体音11 · 斜

備考

柱穴
床
床

床

床

床

カ マ ド

床

柱穴

カ マ ド

柱穴

カ マ ド

裂 土

カ マ ド

カ マ ド

カ マ ド

柱 穴

カ マ ド

床

覆 土

殺土

毅土

裂土

床

床

床

裂土
床

床

床

床

裂 土
殺 土
床

裂土
床

床

床

床



番 器種 法罷 (cm)
号 口 径 底径 器高

54号住居址
20 坪 14 . 0  
2 1  1 5 . 4  
22 ミヽ ニ 6 . 6  4 . 3  
23 器台 1 3 . 4  10 . 9  9 . 3  
24 高杯 1 8 . 8  13 l 13 . 2  

25 高杯 19 . 1  1 3 . 8  1 3 . 3  

26 高坪 19 . 1  13 . 7  1 3 . 8  

27 高坪 20 . 4  1 3 . 7  12 . 6  

28 高杯 1 7 . 5  1 3 . 1 1 1 .  3 

29 嵩杯 1 7 . 3  12 . 7  12 . 0  

30 高坪 1 7 . 5  1 2 . 2  1 1 . 4  

31  高杯 19 . 0  1 3 . 9  1 3 . 2  

32 高杯 1 8 . 7  14 . 3  13 . 0  

33 高杯 1 8 . 2  13 . 7  1 2 . 3  

34 高杯 1 9 . 8  

35 高杯 15 . 2  1 1 .  4 1 3 .  l 

36 高杯 20 . 6  1 4 . 7  14 . 5  

37 高坪 17 . 7  1 3 . 6  13 . 4  

38 高坪 1 6 . 8  13 . 3  1 2 . 9  

39 尚杯 23 . 5  
40 尚杯 1 9 . 4  
4 1  高 坪 1 9 . 2  
42 高杯 1 7 . 9  
43 高坪 19 . 2  
44 高坪 13 . 8  
45 高杯 1 6 . 2  
46 高坪 1 6 . 6  
47 高杯 1 8 . 0  
48 高杯 1 5 . 9  

55号住居址

1 ,:::,: � 1 7 . 2  7 . 1 25 . 0  

2 '.sE ギ 1 5 . 8  7 . 6  27 . 7  

3 症- 18 . 3  6 . 0  37 . 7  

4 亜・ギ 18 . 6  5 . 0  34 . 9  

5 甕 1 7 . 2  25 . 4  

6 甕 1 7 . 3  26 . 6  

7 志,.,. 1 9 . 1 8 . 6  38 . 9  

8 名- 7 5 

， 甕 1 7 . 0  27 . 3  

10 甕 1 8 . 0  29 . 7  

1 1  琥 17 . 0  

12  一'.ill! 7 . 8  

迅
存
度

色調

1/4 B 
1/2 C 
完 D 
完 B 

4/5 D 

2/3 D 

完 C 

3/4 B 

完 C 

完 C 

完 C 

完 C 

4/5 C D  

完 B 

完 C D  

完 C D  

完 C D  

完 C 

3/4 D 

1/2 D 
1/3 C D  
3/4 C D  
1/5 C D  
完 C D  
完 C 

1/3 C D  
1/2 C D  
1/2 B C  
2/3 C 

完 B C  

完 C 

1/3  C 

完 C 

完 C D  

4/5 D 

2/3 B C  

2/3 A C  

2/3 B C  

4/5 C D  

2/3 B C  

4/5 B 

表15 出 土土器観察表⑫

成 形 調 整 文 様

外 面

ロ 縁 ： 横 ナ デ 体部 ： ケ ズ リ →ナ テ
ケ ズ リ → ナ テ←→磨 き
ユ ピ ナ デ
器受 部 ： ナ デ 脚 部 ： ナ デ

口 唇 ： 内 側 に 肥厚 坪部 ： 磨 き 脚部 ： 磨 き

杯部 ： 縦磨 き 脚部 · 縦磨 き 脚端部 ： 横磨 き

坪部 ： 斜め磨 き 脚部 ： 縦磨 き

坪部 ： 斜め磨 き 脚部 ： 縦磨 き 脚端部 ： 斜め磨 き

杯部 ： ハ ケ →磨 き 脚部 縦磨 き

杯部 ： ハ ケ →縦磨 き 脚部 ： ハ ケ→縦磨 き

杯部 ： ナ デ ・ ハ ケ →磨 き 脚部 ： 縦磨 き

坪部 ： 縦磨 き 脚部 ’ 縦磨 き

杯部 ： 横 ナ デ→磨 き 脚部 ： 縦磨 き

坪部 ： ナ デ→磨 き 脚部 ： 縦磨 き 脚端部 ： 横磨 き

杯部 ： 縦磨 き 脚部 ： 縦磨 き

坪部 ． ナ デ ・ ハ ケ→磨 き 脚部 ： 縦磨 き

杯部 ’ ナ デ ・ ハ ケ →磨 き 脚部 ： 磨 き

杯部 • 横 ナ デ→磨 き 脚部 ： 縦磨 き

杯部 横磨 き 脚部 ： 縦磨 き

ハ ケ →斜め磨 き
縦磨 き
縦磨 き
縦磨 き
斜めハ ケ →縦磨 き
ハ ケ → ナ デ
縦磨 き
縦磨 き
縦磨 き 脚端部 ： 面取 り →ナ デ
縦磨 き

ロ 縁 ナ デ→磨 き 胴部 ： 磨 き 底部 ： ケ ズ リ →ナ デ

ロ 縁 ’ ハ ケ→磨 き 胴部 ： ハ ケ →磨 き 底部 ケ ズ リ

口 縁 ． 磨 き 胴部 ： ハ ケ →磨 き 底部 ： 凹 み 底

摩耗調整不明

ロ 縁 ． ナ デ→ ハ ケ 胴部 ： ハ ケ 底部 ： ケ ズ リ → ナ デ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ 底部 ： ケ ズ リ →ナ デ

口 唇 ． 面取 り 胴部 ： ハ ケ →磨 き 底部 · 凹み底

ロ 緑 ： 横 ナ デ 胴部 ． 縦磨 き 底部 ． 凹 み 底

ロ 縁 ’ 横 ナ デ 胴部 ハ ケ → ケ ズ リ 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ・ ハ ケ → ナ デ 底部 ケ ズ リ

ロ 縁 ： 折返 し →指頭押捺→ ナ デ 胴部 ： ハ ケ

ロ 縁 ： 磨 き 胴部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ →磨 き 底部 ． ナ デ
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内 面

ナ デ
磨 き
ユ ピ ナ デ
ナ テ←

音
坪

�
部
: 紺t： 屈横§ き靡 き 脚

杯
音ド部 ． 斜め磨 き 脚

： シ ポ リ → ナ デ

音
坪

E
ヽ 部 ： 横 底

ナ
き 脚

： シ ポ リ → デ

音
杯

JI
部 ： 斜め磨 き 脚
： シ ポ リ →ナ デ

坪 音じ . l'@i き 柑1音じ ·
ナ デ
坪

音
部

B
摩耗調整不明

胆I ・ ン ポ リ → ナ テ←

音
坪

じ 部 横 磨 き 脚
ケ ス・ リ ？

音
坪ド、 音II : 余斗ダ刃発 き 朋I

： ナ デ
杯
脚

部
部

． ナ デ→斜蝦 き
． シ ポ リ → ナ デ

埒 部 ： 横 磨 き 脚
音� : シ ポ リ →ナ デ
杯部 ： 斜め磨 き 脚
部 ： シ ポ リ
坪、音� : 厨呑 き 胴l音� :
シ ポ リ → ナ デ
坪 音JI ・ 歴t き 胴I音� :
シ ポ リ → ナ デ
坪、音11 . 底 き 胴I音11 .
ナ デ
耳、 部 横 磨 き 朋l
部 ハ ケ→ ナ デ
斜め磨 き
縦磨 き
斜め磨 き
斜め磨 き
斜めハ ケ →斜め磨 き
ハ ケ → ナ デ
斜め磨 き
斜め磨 き
ナ テ�
ユ ビ ナ デ→ ナ デ

ロ 縁 ： 摩耗不明 胴
部 ． ナ デ
ロ 縁 ： ナ デ → 磨 き
胴部 箆 ナ デ→ ナ デ
ロ 縁 ： 横 磨 き 胴
部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ
ロ 縁 ： 摩耗不明 胴
部 ： ハ ケ → ナ デ
ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ハ ケ → ナ デ
ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ
口 縁 ： 横 磨 き 胴
部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ
ロ 緑 · 磨 き 胴部 ：
ハ ケ ・ ナ テ．． 

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ
ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ナ デ
ロ 縁 ． ハ ケ → ナ デ
胴部 ・ ハ ケ → ナ デ
ロ 縁 ’ 摩耗不明 胴
部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ

備考

床
殺土

床
床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床
床
床

裂土
殺 土
床
床
床
床
床

床直

床直

床直

床直

床直

床直

床直

床直

床直

床直

床直

床直



番 法最 (cm) 逍盈
号 器

種 ロ 径 底径 器 漑
色 調

55号住居址
1 3  空． 1 8 . 0  7 . 8  40 . 3  3/4 C 

1 4  甕 1 8 . 5  35 . 8  1/3 C 

1 5  甕 1 7 . 2  完 C D  

1 6  甕 1 4 . 4  1 5 . 0  完 B 

1 7  鉢 9 . 7  1/3 D 

18 琲 9 . 4  9 . 9  完 B C  

19 柑 9 . 4  10 . 7  4/5 B C  

20 壺 1 3 . 6  1 2 . 8  1/3 B C  

21  J.'lt 9 . 4  7 8 2/3 D 

22 廿t 8 . 4  2 . 2  6 . 9  完 B C  

23 椀 1 0 . 6  7 . 0  完 C D  

24 坪 12 . 7  6 . 7  6 . 1  2/3 C 

25 坪、 1 2 . 8  6 . 1  完 C 

26 坪、 1 3 . 8  5 . 6  2/3 B 
27 坪、 1 4 . 0  5 . 6  1/2 B 
28 坪 1 2 . 6  3 . 8  4/5 B C  
29 器 台 1 3 . 0  1 1 .  0 9 . 3  完 D 
30 高杯 1 7 . 2  2/3 B 

31 高坪 1 9 . 0  1 4 . 4  13 . 8  2/3 C 

32 高坪 1 7 . 8  1 2 . 5  1 3 . 6  2/3 C D  

33 高杯 1 7 . 8  1 2 . 5  1 1  5 2/3 B 

34 高坪 1 9 . 0  1 3 . 1  1 3 . 5  完 C D  

35 高杯 1 6 . 9  1 3 . 3  1 4 . 0  4/5 C 

36 高坪 1 7 . 4  1 3 . 0  12 . 1  3/4 B 

37 高杯 18 . 2  1 5 . 9  12 . 9  2/3 B 

38 高坪 2 1 . 5  1 5 . 1  1 4 . 9  3/4 B C  

39 高坪 20 . 5  1 1 . 9  1 3 . 3  4/5 C 

40 高坪 19 . l  1 2 . 2  1 1 . 6  2/3 C D  

4 1  高杯 1 7 . 6  9 . 6  1 2 . 9  完 C 

42 裔坪 1 7 . 2  1 0 . 5  1 4 . 2  2/3 B C  

57号住居址

1 幾 18 . 1  33 . 1  4/5 D 

2 甕 1 8 . 4  22 . 7  完 C D  

3 甕 1 5 . 6  22 . 0  完 C 

4 甕 18 . 1  1 7  5 完 B C  

5 甕 15 . 1  完 C D  

6 甕 16 . 1  7 . 2  1 7 . 5  完 D 

7 甕 1 6 . 8  1 /3 C 

8 甑 1 6 . 3  1 0 . 5  完 B C  ， 坪 8 . 8  4 . 2  5 . 5  完 B C  
10 甑 23 . 1  7 . 8  26 . 1  完 C 
1 1  ,:IT - 完 C D  

表16 出土土器観察表⑬

成 形 調 整 文 様
外 面

口 唇 ： 面取 り → ナ デ ロ 緑 ： ナ デ→ 靡 き 胴部 ． 磨 き

口 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴部 ： ハ ケ → ナ デ 底部 ： ケ ズ リ

ロ 緑 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ → ケ ズ リ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴 部 ： 斜めハ ケ 底部 ． ケ ズ リ →ナ デ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴 部 ： ナ デ

ロ 縁 ： 横 ナ デ→横磨 き 底部 ： ケ ズ リ →磨 き

ロ 縁 ： 磨 き 胴部 ： ケ ズ リ →磨 き o r ナ デ

ロ 縁 ： 横 ナ デ→磨 き 胴部 ： ケ ズ リ →磨 き

ロ 縁 ： ナ デ 胴部 ： ハ ケ → ナ デ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ． ナ デ

ロ 縁 ： 横磨 き 体部 ： 横磨 き

ロ 縁 ： 横磨 き 体部 ． 横磨 き 底部 ： ケ ズ リ →磨 き

ロ 縁 : 横 ナ デ 体部 ： ナ デ

口 縁 ： 横磨 き 体部 ： 磨 き
ロ 縁 ： ナ デ→磨 き 体部 ： ケ ズ リ →ハ ケ →磨 き
磨 き
器受部 ： ハ ケ → ナ デ 脚部 ． ナ デ
縦磨 き

坪部 ： ハ ケ→斜め磨 き 脚部 縦磨 き

坪部 ： 磨 き 脚部 ： 縦磨 き

坪部 ： ハ ケ →磨 き 脚部 ： シ ポ リ →ナ デ

杯部 ： 縦磨 き 脚部 ： 縦磨 き

坪部 ． ナ デ ・ ハ ケ →磨 き 脚部 ： ハ ケ→ 縦磨 き

杯部 ： ナ デ ・ ハ ケ→ 磨 き 脚部 ： 縦磨 き

坪部 ： 斜めハ ケ → 縦磨 き 脚部 ： 磨 き

坪部 ： 斜めハ ケ →磨 き 脚部 ： ハ ケ → ナ デ→磨 き

杯部 ： 縦磨 き 脚部 ： 縦磨 き

坪部 ： 縦磨 き 脚部 ： 縦磨 き

杯部 ： ナ デ→磨 き 脚部 ． 縦磨 き

杯部 ： 縦磨 き 脚部 縦磨 き

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ハ ケ 底 部 ケ ズ リ →ナ デ

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴部 ． ハ ケ → ナ デ 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ → ナ デ 底 部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ． ハ ケ → ナ デ 胴部 ： ハ ケ 底部 ： ケ ズ リ → ナ テぃ

ロ 縁 ： 横 ナ デ→ハ ケ 胴部 ’ ハ ケ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴 部 ・ ケ ズ リ 底部 ケ ズ リ

ロ 縁 ： 横 ナ テ’ 胴部 ・ ナ テそ

ロ 縁 ： 横ナデ 胴部 ハ ケ → ナ デ 底部 ： 焼成前穿孔
ロ 縁 ： 横 ナ デ 体部 ． ナ デ 底部 ． ケ ズ リ → ナ テ・

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 縦 ケ ズ リ 底部 ： ケ ズ リ → ナ デ
ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ → 磨 き 底部 ： 磨 き
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内 面

摩耗調整不明

ロ 音緑II
ノ 、 ケ → ナ デ

IJl,J . ノ ヽ ケ → ケ ズ リ
ロ 綽 ：

デ
籾 ナ デ 胴

音ド ナ
ロ 粕汝 ： ， 、 ケ ー� ナ デ
IJ同音B ケ ズ リ →ナ デ
口 紐 ：

デ
横 ナ デ 胴

音B ナ
口 f汝 ： 横＇ 栴 き JJI司
音JS : ナ デ
口 絃 ． 財横iれP

蝦捺 き ）胴音II : f行 ・ ナ デ
口 紺： 窮 き 胴 部
ナ デ
n t,k ナ デ !JI罪） 部 ：
節 ナ デ → ナ テ�
n 絃 ：

ナ
横

デ
ナ ーデ 111'1 

音JI : 箆 ナ テ＊

口 絃 ：
ケ
横ー靡

蛇
き 体

音II : ハ き
n 紐 ．

郎
横

き
靡 き 体

音IS : 耗t
1 1 紺 横 ナ デ 体
惰II : ナ デ→窮 き
磨 き
磨 き
斜め磨 き
ハ ケ → ナ デ
縦磨 き
杯荘II 部 ． 斜めI.ff:

ナ
き 脚

シ ポ リ → デ
身消fl 郎 き 脚 音fl :
ナ デ ・ ケ ズ リ
磨 き
片勺邪 ユ ピ ナ デ ・ ナ
デ
坪 音11 · 汝I] 活不明 脚
音II , ヽ ケ → ナ デ

音
杯

JI部
’

斜め郎 き 脚
． シ ポ リ → ナ デ

音.I-{-JI部 ． 斜め窮 き 脚
． シ ポ� リ →ナ デ

杯 音II 柏ヤ ヽ ケ →磨 き
開I 音II . , ヽ ケ →ナ デ
H、 音II : 的 き ）)111 部 ：
シ ポ リ →ナ デ
杯 部 • 横 靡 き 胴I
音II : シ ポ リ →ナ デ
杯 音II : 靡 き 脚 部 ：
シ ポ リ → ナ デ
杯 音II : 峠 き 脚 部 ：
シ ポ リ → ナ デ

L I 紺汝 横 ナ デ 胴
粁II ハ ケ → ナ デ
1 1 糸汝 横: ナ デ Jll司
音JI . / ヽ ケ →ナ デ
1 1 舟汝 ． 杓t ナ デ l!J,J 
音JI . , ヽ ケ ・ ナ デ
ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ハ ケ → ナ デ
n 絃 ’

横 ナ デ 胴
音II : ハ ケ
L I 緑 ： 横 ナ デ IJl•J
音II : ケ ズ リ ・ 邸 き
1 1 糸水 ： 横 ナ デ 胴
音I\ . ナ デ
ハ ケ →箆ナ デ→ ナ テ゜

ナ デ o r 磨 き
ケ ズ リ → ナ テ’

ナ デ

備考

床直

床直

床直

床 直

床 直

床 直

床 直

指直

床 直

床 直

床 直

床 直

床 直

床直
床直
床 直
床 直
床 直

床直

床直

床 直

床直

床直

床 直

床直

床直

床 直

床直

床直

床 直

カ マ ド

カ マ ド

床

カ マ ド

床

床

カ マ ド

床
床
床
床



番 器種 法最 (c m)
号 口径 底径 器高

57 号住居址

12 空． 11. 9 12 .9 

13 鉢 13. 0 6.0 1 4.2 

14 鉢 15 .5 13.0 

15 高坪 16.7 10.0 10.4 

16 高坪 16.0 1 0.6 10.4 

17 高坪 15 .3 9.8 9.6 

18 高坪 16.0 10.4 9.5 

19 高坪 1 6.8 
2 0  高坪 14.2 
21 蓋 10.8 4.5 
2 3  坪 10.2 5 .1 
2 4  鉢 1 8.2 
25 坪、 16.6 5 . 9 
2 6  椀 14.9 6.3 
27 椀 13.6 
2 8  坪、 15 .4 5 .3 
2 9  坪 14 l 5 .5 
30 坪 1 3  6 
31 坪 14.6 5 .7 
32 坪 15 6 
33 坪 15 7 4.4 

5 9号住居址

1 甕 18 3 

2 坪、 9.6 5 .9 
3 坪、 1 4.3 5 .6 
4 坪 1 4.0 5 .1 

5 -空 12 .4 

6 高坪 1 6.1 11.6 9.1 

66号住居址

1 甕 1 5 .0 7 .1 2 6.4 

2 甕 1 9.0 8.0 2 8.3 

3 甕 15 .1 

4 甕 17 .8 

5 甕 11.8 

6 鉢 32 0 8.4 25 9 

7 高坪 1 6.2 

8 高坪 1 4. 9  12 .3 16.0 

， 高坪 1 3.1 
1 0  高坪 17 .4 
1 1  高坪 16.3 
12 両杯 1 5 .6 

逍
存度 色調

完 B C  

完 C D  

4/5 C D  

完 B 

4/5 C 

4/5 C 

完 B C  

3/ 4 C D  

1/ 4 C D  

完
完
1/ 4 D 

2/ 3 D 

完 B 

1/2 B 

完 B 

完 B C  

2/ 3 D 

1/ 4 C 

1/ 3 C 

1/2 D 

3/ 4 C 

完 C 

3/ 4 C 

3/ 4 D 

完 C 

2/ 3 D 

2/ 3 B C  

完 B C  

完 B C  

元"" C D  

完 C D  

2/ 3 B 

2/ 3 B 

2/ 3 B 

1/2 B C  

完 B C  

2/ 3 B 

完 B 

表 1 7 出 土土器観察表⑭

成 形 調 整 文 様
外 面

ロ縁• 横ナデ 胴部：ナデ ・磨き 底部・ハケ→ナデ

ロ縁． 横ナデ 胴部：ハケ→ 縦磨き 底部：ナデ

ロ縁： 横ナデ 胴部：ナデ 底部，ナデ

杯部： 横磨き 脚部． 縦磨き

坪部： 横磨き 脚部’ 縦磨き

坪部： 横磨き 屈 曲部沈 線 l 脚部： 縦磨き

坪部： 横磨き 脚部： 縦磨き

坪部：磨き 脚部： 長方形 透孔有
杯部：ナデ ・ハケ→磨き
ロ縁： 回転ナデ 天井部’ 回転ケズリ 箆記 号有
ロ縁： 回 転ナテ 底部： 回転ケズリ
ロ縁 横ナテ → 横磨き 体部• 横磨き
横磨き 体部：ケズリ→磨き
ロ縁： 縦ハケ→ 横磨き 底部・ケズリ→ハケ→磨き
ロ縁• 横ナデ 体部． ハケ→磨き
横磨き
ロ縁： 横ナデ → 横磨き 体部： 横磨き
横磨き
口縁’ 横磨き 体部：ケズリ→磨き
横磨き 底部． 「 x 」 状 の 箆 記 号 有
横磨き

ロ縁• 面取 り →ナデ 摩耗詳細不明

ロ縁． 横磨き 体部：ケズリ→ 横磨き
ロ縁： 横ナデ → 横磨き 体部．ケズリ→ 横磨き
ロ縁． 横磨き 体部： 横磨き 屈 曲部に 沈 線 l

ロ縁： 縦磨き 胴部：ハケ→ 斜め磨き

坪部： 斜め磨き 脚部： 縦磨き

ロ縁 横ナデ 胴部：ナデ →磨き 底部：ナデ

ロ縁： 横ナデ 胴部：ナデ 底部：ケズリ

ロ縁： 横ナデ 胴部・ナデ

口縁： 横ナデ 胴部ナデ

ロ縁• 横ナデ 胴部：ナデ

ロ縁： 横ナデ 胴部：ナデ 底部．ナデ

坪部： 縦磨き 脚部． 縦磨き

坪部： 斜め磨き 脚部： 縦磨き

口 唇 ’ 横ナデ 杯部： 縦磨き
口縁 横ナデ → 縦磨き 坪部：ナデ → 縦磨き
坪部 ハケ→ 縦磨き

ナデ →磨き
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内 面

ロ縁： ハケ→ 横ナデ
胴部：ハケ→ナテ
横磨き → 黒 色処理
ロ 縁： 横ナ デ 胴

部· 箆ナデ →ナデ
杯部 ： 横磨

部
き → 黒 色

処理 脚 ： ナ デ
杯部 ： 横磨音B

き → 黒 色
処理 脚 ： ナ デ
坪部 横

脚
磨
部

き → 黒 色
処理 ： ナ デ
杯部 横磨音ド

き →黒 色
処理 脚 ： ナ デ
杯部：ハケ→ 横磨き
横磨き
回転ナデ
回転ナデ
横磨き → 黒 色処理
横磨き → 黒 色処理
横磨き

磨き → 黒 色処理
磨き → 黒 色処理
磨き
磨き → 黒 色処理
磨き → 黒 色処理

横磨き → 黒 色処理
横磨き → 黒 色処理

口縁’ 摩耗不明 胴
部：ハケ→ナデ
横磨き → 黒 色処理
横磨き → 黒 色処理

磨き
ロ 緑： 横磨 き 胴

部：ナデ
杯部’磨き → 黒 色処
理 脚部．ナデ

ロ 縁 横ナ デ 胴
部：ケズリ
ロ 縁： 横ナ デ 胴

部：ナデ
口 縁： 横ナ デ 胴

部：ナテ＾

ロ 縁： 横ナ デ 胴
部：ナデ
ロ 縁’ 横ナ デ 胴

部．ナテ．． 

ロ 縁：
磨

横
き
ナ デ 底

部· 縦
坪部’ ハケ→ 横磨き
脚部ケズリ→ナデ
坪部： 斜め磨き 脚
部：ケズリ・ナデ
杯部． 縦磨き
横ナデ → 横磨き

ハケ→横磨き
斜め磨き

備考

床

床

床

床

床

床

床

床
カ マ ド
覆土

床
床
床
床
床
床
床
床
床
床
床

毅土

覆土
裂土
裂土

柱穴

裂土

床

床

床

床

床

床

カ マ ド

床

床
床

カ マ ド
床



表1 8 出 土土器観察表⑮

番
器種

法量 (cm) 逍盟 色調
成 形 調 整 文 様

備考号 ロ径 底径 器高 外 面 内 面
69 号住居址

1 甕 1 7.8 1 /6 C ロ 縁： ハケ→横ナデ 胴部：斜め ハケ ロ 縁 ： ハテ→横ナデ カ マ ド胴部：箆 ナデ

2 坪 1 4.1 5 .3 2 /3 B 口縁：横磨 き 底部 ' 「 x 」状の箆記号有 横ナデ→横磨 き

3 坪 1 4.3 4.6 完 B 口縁： 横磨 き 体 部 ． ケ ズ リ →磨 き 横磨 き

4 鉢 1 4.1 7. 1 3 / 4 B 摩 耗調整不明 摩 耗調整不明

5 鉢 1 4.2 1 /3 D 体 部 ：横磨 き 底部 ． ケ ズ リ 横磨 き →黒 色処理 支脚

6 坪 11 . 4  5 .0 1 /2 ロ 縁：回 転 ナ テ 底部：回 転 ケ ズ リ 回転 ナテ
＂

7 高杯 18 .2 完 B 坪 部 ：横磨 き 脚部
’

長方形透孔有 磨き→黒 色処理

8 高杯 1 8 .8 完 C 坪 部：磨 き 横磨 き 支脚， 高 杯 1 6 .8 完 B ナデ・ケ ズ リ→磨 き 磨 き

1 0  高杯 1 5 .3 2 /3 C ナデ ・ ハケ→磨 き 斜め 磨き

70 号住居址

1 甕 1 8 .6 4. 4 3 6 . 4  2 /3 C 口縁：横ナデ 胴部 ナデ 底部 ． ナデ ロ 縁：横 ナ デ 胴 床部 ケ ズ リ→ナデ

2 甑 1 8 . 4 8 .3 2 6 . 4 1 /2 B ロ 縁：横ナデ 胴部
’

ケ ズ リ →磨 き 底部： ケ ズ リ 摩耗調整不明 床

3 鉢 1 4.0 5. 4 8 .5 2 /3 D ロ 縁： 横ナデ 体部 ケ ズ リ→ナ テ 底部 ：ケ ズ リ ロ 縁 ． 横 ナ デ 体 床部
’ 箆 ナデ→ナテ

”

4 杯 1 6 .5 5 . 7 3 / 4 C ロ 縁：横磨 き 底部 ケ ズ リ→横磨 き 横磨 き 床

5 坪 1 6 .6 6 .0 4/5 C D  ロ 縁： 横磨 き 体 部： ハケ→横磨 き 横磨 き→黒 色処理 裂土

72 号住居址

ロ 縁：横磨 き 体
1 甑 2 0 .0 5 .8 1 1 .9 完 C D  ロ 縁：ナデ→磨 き 体 部：磨 き 底部： ケ ズ リ→ナデ 部： ケ ズ リ→ナテ- 床

磨 き

2 鉢 13 .5 1 0 . 4  2 /3 D 口縁：横ナデ→磨 き 体 部：ケ ズ リ→磨 き 磨 ぎ→黒 色処理 床

74号住居址

1 甕 1 7 . 4  6 .8 2 7.1 2 /3 C ロ 唇 ： 面取 り ロ 縁 ナデ 胴部：ナデo r磨 き ロ 縁• 横 ナ デ 胴 カ マ ド部：箆 ナデ→ナテ゜

2 空． 1 5 .5 完 C ロ 縁：横磨 き 頚部 縦磨 き 横磨 き 床

3 空． 13 .6 1 /3 B 口縁：横ナデ 胴部 ナデ→磨 き ロ 縁 ナデ→横磨 き 床胴部：箆 ナデ→ナデ

4 甑 1 6 .9 8 .2 2 7 .3 1 /8 B ロ 縁：横ナデ 胴部 · 縦磨 き ロ 縁：横 ナ デ 胴 床部：縦磨 き

5 高 坪 1 5 . 7 12 .5 1 4  3 完 B C  杯 部：横磨 き 脚 部• 縦磨 き 坪 部：横磨 き 脚 床部 ： シ ポ リ→ナテ
←

6 高 坪 1 4.8 完 B C  坪 部： 横ナデ→横磨 き 横磨 き 床

7 高 坪 1 8 .8 2 /3 B 縦磨 き 磨 き 床

8 高杯 1 5 . 4 1/ 4 B C  横磨 き 横 磨き 床 直， 坪ヽ� 11. 8 5 .9 2 /3 D 摩 耗調整不明 摩 耗調整不明 床 直

75号住居址

1 甕 1 6.3 8 .9 33 .2 1 /3 D ロ 縁： ハケ 胴部
’ ハ ケ→磨 き ロ 縁： 横 ナ デ 胴 床部：ハ ケ→ ケ ズ リ

2 甑 1 6 .8 2 .2 11 4 完 B C  ロ 縁： 横ナデ 体 部 ． 縦磨 き 底部： ケ ズ リ → ナデ ハケ→ナデ 床

3 鉢 1 6 .3 3 / 4 C D  ロ 縁： 横磨 き 体部：横磨 き 横磨 き →黒 色処理 覆土

4 高杯 2 0 .2 1 4.0 1 1 .3 1 /3 B 坪 部：縦磨 き 脚 部 ． 縦磨 き 坪 部 ． 斜め磨 き 脚 床部：ハ ケ→ナデ

5 蓋 12 .5 4 .3 完 ロ 縁 ．回転 ナデ 天井 部：静 止 ケ ズ リ→ス リ ケ シ 回転 ナデ 床

6 氾 1/3 櫛波状文 体部：回転 ナデ 底部：指 オ サ エ→ナデ 回転 ナデ 指 オ サエ 覆土

7 甕 1/2 回転 ナデ•平行 タ タ キ 回転 ナデ 床

8 空ー� 1 /3 回 転 ナデ 櫛波状文 回転 ナデ 床

76号住居址

1 氾 1 1 .8 11 . 7 完 B ロ 縁 ． 横磨 き 胴部：横磨 き 円孔l ロ 縁： 横磨 き 胴 床部：ナ テ

2 鉢 1 0 .8 8 .8 1/2 D ロ 縁：横ナデ 胴部： ハケ→磨 き 底部 ． ハケ→磨 き 横磨 き →黒 色処理 床

3 鉢 11 .0 8 .1 完 D ロ 縁：磨 き 胴～ 底部 ． ケ ズ リ→磨 き 口 縁 ． 横磨 き 体 床部：箆 ナデ→ナ テ
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番 器種
法最 (cm)

存J沿!l'. 色調号 口 径 底径 器高
76号住居址

4 鉢 1 2 . 7  9 . 1  3/4 C 

5 坪、 1 2 . 9  5 . 9  2/3 D 
6 坪 1 4 . 4  5 . 5  1 /2 B 
7 坪 14 2 5 . 3  2/3 C 
8 坪、 1 4 . 5  4 . 7  2/3 C ， 坪 1 4 . 3  5 . 2  2/3 C D  
1 0  坪、 1 5 . 0  5 . 2  完 C D  
1 1  坪 1 5 . 7  5 . 1  完 B 
12  坪 1 4 .  2 5 . 4  完 B 

13  高坪 1 4 . 6  1 0 . 1  9 . 0  2/3 C 

1 4  高坪 1 5 . 1  3/4 C 
1 5  坪、 7 . 6  3 . 9  3/4 B 
16  坪 7 . 2  4 . 5  6 . 5  完 B 

80号住居址

1 甕 1 9 . 1  1 /6 B 

2 甑 1 7  . 1  4 . 0  9 . 9  フ
今

し C 
3 高杯 1 5 . 9  完 D 

81 号住居址

甕 1 5 . 5  5 . 3  26 . 7  1/2 D 

2 甕 1 5 . 6  1 3 . 8  2/3 C 

3 甕 12 . 9  3/4 C D  

4 甕 1 6 . 3  8 . 0  3 1 . 7 4/5 B 

5 甕 1 2 . 9  完 D 

6 甑 1 7 . 9  4 . 8  1 4 . 1  完 B 

7 椀 12 . 9  7 . 0  1/4 B 
8 坪 1 3 . 0  6 . 4  1/4 C ， 坪 1 6 . 0  5 . 2  完 C 
1 0  坪 14 . 1  4 . 6  2/3 D 

86号住居址

1 甕 18 . 4  7 . 2  28 . 3  1 /2 D 

2 皿宇 1 0 . 7  1 3 . 4  3/4 B 

3 鉢 1 3 . 7  7 . 1  9 . 4  1/4 C 

4 甕 1 6 . 8  7 . 3  29 . 3  完 D 

5 甑 22 . 3  7 . 0  28 . 6  3/4 C 

6 甑 24 . 6  7 . 1  24 1 4/5 B 

7 甑 1 6 . 2  13 . 7  完 C 
8 坪 9 . 4  5 7 2/3 C ， 坪 1 2 . 6  5 4 3/4 B 
1 0  坪、 1 1 .  7 6 . 2  1 /3 B 
1 1  坪 1 6 . 3  5 . 2  1 /3 B 
1 2  坪 1 3 . 7  5 . 4  完 B 
1 3  坪、 1 2 . 7  4 . 5  完 B 

表19 出 土土器観察表⑮

成 形 調 整 文 様
外 面

ロ 縁 ． 横 ナ テ→横磨 き 胴部 斜め磨 き

横磨 き 底部 ： 「 x 」 状の箆号有
ロ 縁 ～体部 ： 横磨 き 底部 ： ケ ズ リ →磨 き
口 縁 ． 横ナ デ→横磨 き 体部 ケ ズ リ →磨 き
ロ 縁 横磨 き 体部 ： 横 ～ 斜め磨 き
ロ 縁 ： 横磨 き 底部 ’ ケ ズ リ →磨 き
ロ 縁 ： 横磨 き 底部

’

横磨 き
ロ 縁 ： 横磨 き 底部 ： ケ ズ リ →磨 き
口 縁

’

横磨 き 底部 ハ ケ →横磨 き

坪部 磨 き 脚部 ケ ズ リ → ナ デ→磨 き

ケ ズ リ →磨 き
ロ 縁 ： 磨 き 底部 ケ ズ リ → ナ デ o r 磨 き
坪部 · 縦磨 き 底部 ： ケ ズ リ →ナ テゞ

ロ 縁 ． 横 ナ デ 胴部 ． ケ ズ リ → ナ デ ？

口 唇 面取 り → ナ デ 体部 ： ケ ズ リ →ナ デ
摩耗調整不明

ロ縁 ィ ヽ ケ → ナ テ.. 胴部 ： ハ ケ→ ケ ズ リ

ロ 縁 ： ハ ケ → 横 ナ デ 胴部 ハ ケ 底部 ． ハ ケ

ロ 縁 ： ハ ケ →横ナテ｀ 胴部 ． ハ ケ

ロ 縁 ． 横 ナ デ 胴部 ： ケ ズ リ →ナ デ 底部 ケ ズ リ

ロ 縁 • 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ

ロ 縁 ： ハ ケ → 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ → 横磨 き

ロ 縁 ： 横磨 き 底部 ： ケ ズ リ
ロ 縁 ： 横磨 き 体部 ： ケ ズ リ →磨 き
横磨 き
横磨 き

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ →磨 き

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ

ロ 縁 ： 横磨 き 胴部 ： 斜め磨 き 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ．・ 横ナ デ 胴部 ： ハ ケ 底部 ． ケ ズ リ

ロ 縁 ． 横 ハ テ→横磨 き 胴部 ： ハ ケ →磨 き

ロ 縁 ： 横 ナ テ 胴部 ： ハ ケ → ナ デ

ロ 縁 ． ナ デ→ ハ ケ 体部 ： ハ ケ→ ナ デ
ロ 縁 ’

縦ハ ケ → ナ デ 底部 ： ハ ケ → ナ デ
磨 き
横 ナ デ 底部 ． ハ ケ → ナ デ
横磨 き
ロ 縁 ： 横 ナ デ 体部 ： ハ ケ →磨 き
磨 き
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内 面

ロ 縁 ：
デ
横

→
磨
横

き 胴
部 ： ナ 磨 き
横磨 き →黒 色処理
磨 き → 黒 色処理
磨 き → 黒 色処理
横磨 き
横磨 き
磨 き →黒 色処理
摩耗調整不明
斜め磨 き
坪 部 ： 横 磨 き 脚
部 ： 箆 ナ デ→ ナ デ
斜め磨 き
磨 き
ナ テ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ケ ズ リ
箆ナ デ→ ナ デ
磨 き

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ →
ナ デ
ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ
胴部 ： 箆 ナ デ→ ナ デ
ナ テ
口 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ケ ズ リ →ナ デ
ロ 縁 ： ハ ケ →横 ナ デ
胴部 ： ハ ケ
ロ 縁 • 横 ナ デ 胴
部 ： ケ ズ リ ・ ナ デ
横磨 き
横磨 き → 黒 色処理
横磨 き →黒 色処理
横磨 き →黒 色処理

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ →
ナ テ

゜

ロ 縁 • 横 ハ ケ 胴
部 ： ナ テ’

横磨 き
ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ： ハ ケ
口 縁 ． ハ ケ→横ナデ
胴部 ： 縦 ハ ケ
ロ 縁 • 横 ナ テ 胴
部 ： ケ ズ リ → ナ デ
ハ ケ → ナ デ
箆 ナ デ→ナ デ
磨 き
磨 き
横磨 き →黒 色処理
横磨 き →黒 色処理
磨 き

備考

床

床
床
床
床

裂土
床
床
床

床

床
床
床

柱穴

柱穴
柱穴

カ マ ド

床

床

床

床

カ マ ド

柱 穴
床

カ マ ド
床

貯蔵穴

床

殺土

床

床

床

床
裂土
床
床

裂 土
裂土
裂土



番 法量 (cm) 盆逍
色調号 器種 ロ 径 底径 器高

86号住居址
1 4  坪 1 5 . 0  5 . 8  1/2 D 

1 5  裔坪 1 7 . 1  1 1 .  4 1 3 . 0  3/4 C 

1 6  高杯 1 5 . 5  9 8 1 0 . 0  3/4 D 

88号住居址

1 甕 1 5 . 8  4 6 30 . 5  1/2 C 

2 甕 1 3 . 4  1 2 . 1  4/5 D 

3 高坪 1 8 . 4  1 2 . 0  1 3 . 5  完 C D  

4 坪、 1 5 . 5  5 . 2  1 /3 B 
5 坪 12 . 2  5 . 1  2/3 B 

96号住居址
1 坪 1 2 . 6  5 .  5 2/3 B 
2 坪 1 3 . 5  5 4 完 B 

103号住居址

1 甕 16 5 29 . 2  3/4 C 

2 甑 23 . 3  8 . 3  23 4 2/3 D 

3 高坪 10 . 2  完 D 

4 坪 14 . 6  5 . 1 1/2 C 
5 椀 12 . 1  7 . 1 3/4 D 
6 坪 1 5 . 7  5 5 2/3 C 
7 甑 1 5 . 0  6 . 0  1 2 . 5  1/4 C 

7 号土堀

1 ヽ
ギ
-"" "- 1 6 . 0  5 . 9  27 . 9  完 C 

2 壺 1 2 . 6  6 . 2  1 8  4 完 C 

3 甕 1 7 . 3  28 . 8  4/5 D 

4 甕 12 . 9  1 6 . 1  完 D 

5 甕 1 1 . 5  1 5 . 4  1/3 D 

6 甑 1 6 . 5  5 . 6  1 3 . 1  3/4 C 
7 甑 12 . 0  7 7 2/3 C 

8 鉢 1 6 . 5  4 . 6  8 6 完 D 

， 椀 1 1 . 6 1/2 B C  

1 0  鉢 1 1 . 0  5 . 5  9 . 6  完 C 

1 1  椀 12 . 0  7 1 完 C 
12  坪 1 3 . 5  5 . 6  完 B C  
1 3  坪、 1 1 .  4 5 . 4  完 C 
1 4  坪、 12 . 3  6 . 0  2/3 C 
1 5  杯 12 . 9  6 . 3  4/5 D 
16  高坪 14 . 9  完 B 

42号住居址上層 出 土土器

1 甕 1 7 . 0  6 . 2  29 8 完 C D  

2 甕 1 5 . 0  6 . 6  22 2 3/4 C D  

3 甕 1 6 . 0  22 . 6  3/4 C 

4 甕 14 . 2  4 . 5  1 7  9 3/4 B C  

表20 出 土土器観察表⑰

成 形 調 整 文 様
外 面

横磨 き

坪部 ： 横磨 き 脚部 ： 縦磨 き 長方形透孔 4

坪部 ： 磨 き → ケ ズ リ 脚部 ： 縦磨 き

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： ナ テ’ 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ → ナ デ 底部 ： ケ ズ リ

杯部 ： ケ ズ リ →磨 き 脚部 ： 縦磨 き

横磨 き 底部 ： ケ ズ リ →磨 き
ロ 縁 ： 磨 き 底部 ： ケ ズ リ →磨 き

磨 き 底部 「 X 」 状の箆記号有
磨き 底部 ． 「 X 」 状の 箆記号有

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ． ハ ケ 底部 ’
ハ ケ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ． 縦磨 き 底部 ： ケ ズ リ →ナ デ

縦磨 き

ロ 縁 ： 横磨 き 底部 横磨 き
ロ 縁 ： ナ テ 体部 ． ハ ケ → ナ デ 底部 ケ ズ リ → ナ デ
ロ 縁 ： ハ ケ → 横磨 き 底部 ： ハ ケ →横磨 き
ロ 縁 ： 磨 き 胴部 ： ケ ズ リ →磨 き 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ． ハ ケ → ナ デ 底部 ． ケ ズ リ

ロ 縁 ： 磨 き 胴部 ： ハ ケ → 磨 き 底部 ： ケ ズ リ →磨 き

ロ 縁 ： ハ ケ →横 ナ デ 胴部 ： ハ ケ 底部 ． ケ ズ リ

ロ 縁 ： ハ ケ →横ナ デ 胴部 ． ハ ケ 底部 ・ ケ ズ リ

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ テ 胴部 ： ハ ケ → ナ デ 底部 ． ケ ズ リ

ロ 縁 ： ハ ケ →横ナ デ 胴部
’

ハ ケ 底部 ケ ズ リ
体部 ： ハ ケ → ナ デ 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ： 折返 し →ナ デ 体部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ →ナ デ

ロ 縁 ： 横ナデ→横磨 き 体部 ． ハ ケ→ 磨 き

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴部 ハ ケ →縦磨 き 底部 ・ ケ ズ リ

横 ナ テ 底部 ハ ケ
ロ 縁 ． 横 ナ デ 体部 ： ハ ケ →ナデ
ナ デ→磨 き 底部 ハ ケ →磨 き
ロ 縁 横磨 き 体部 ハ ケ → ナ デ
ロ 縁 • 横 ナ デ 体部 ケ ズ リ →ナ デ
磨 き

ロ 縁 ’ ハ ケ → ナ テ 胴部 ： ナ テ 底部 ： ケ ズ リ

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴部 ： ケ ズ リ ・ ハ ケ

口 縁 ． ハ ケ → ナ デ 胴部 ： ハ ケ

ロ 縁 ハ ケ → ナ デ 胴部 ： ハ ケ 底部 ： ケ ズ リ
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内 面

横磨 き →黒 色処理
坪 部 ： 磨

音じ
き → 黒 色処

旦じ 胴J ナ デ
坪(j(;J\ : 靡 き 開I音JI
ート デ

ロ 粕k : '横 ナ デ 111,1
音II : ナ デ
ノ ヽ ケ ・ ケ ズ リ →ナ デ
杯部 磨 き →黒色処
理 脚部 ： ケ ズ リ
横磨 き → 黒 色処理
横磨 き →黒 色処理

横磨 き
横磨 き

口 緑
ス
横令:I ナ デ !JI司

音じ ケ ） →ナ デ
ナ デ ・ 磨 き
坪: n11 · 磨 き 胆1 部 ：
ナ デ
横磨 き
ハ ケ→ナデ→黒色処理
横磨 き →黒 色処理
横磨 き →黒 色処理

ロ 縁 ： 横 ナ デ 胴
部 ・ ケ ズ リ ・ ハ ケ →
ナ デ
口 縁 ： 横 磨 き
部 ： 筏ナデ→ナデ
ロ 縁 ： 横 ナ デ 底
部 ： ケ ズ リ
ロ 縁 ． 横 ナ テ 胴
部 ： ケ ズ リ
ロ 縁 横 ナ デ 胴
部 ． 箆ナ デ ・ ナ テ’

ハ ケ ・ ナ デ
ノ ヽ ケ
ロ 縁 ． ハ ケ → ナ テ
体部 ： ハ ケ ・ ナ デ
口 縁 ’ ハ ケ → 磨 き
体部 ： 磨 き
ロ 縁 ． 磨 き 胴部 ：
箆 ナ デ→ ナ デ
ハ ケ →磨 き
横磨 き
磨 き
横磨 き
摩耗調整不明
磨 き

ロ 縁 • 横 ナ デ 胴
部 ： ケ ズ リ ・ ナ デ
ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ
胴部 ： ケ ズ リ ・ ハ ケ
ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ
胴部 ： ケ ズ リ
ロ 縁 横 ナ デ 胴
部 ： ハ ケ ・ ケ ズ リ

備考

毅土

床

裂土

カ マ ド
カ マ ド

床

床

カ マ ド

カ マ ド
カ マ ド

床

カ マ ド

裂土

カ マ ド
殺土

カ マ ド
床



番
器種

法慨 (cm )
号 口 径 底径 器両

42号住居址上雁

5 甕 1 3 . 4  

6 甑 21 . 5  6 . 8  1 8 . 3  

7 甑 24 . 9  12 . 3  2 1 . 2  

8 高坪 1 3 . 0  

， 高坪 16 . 1 9 . 7  9 . 3  

10 椀 1 5 . 4  

1 1  杯 14 . 1  

12 椀 1 2 . 0  6 . 7  

13 椀 1 1 . 6  6 . 8  

14  杯 1 6 . l 5 . 5  

1 5  坪 1 5 . 5  5 . 3  

1 6  坪 1 5 . 5  5 . 1  

1 7  坪、 1 3 . 8  4 . 4  

18  坪、 1 1 . 1 5 . 9  

逍

盈 色調

3/4 B C  

完 C 

完 B 

完 C 

完 B C  

1 /3 B C  

1 /2 D 

完 C 

完 C D  

完 C D  

完 B 

完 C D  

3/4 B C  

完 B 

表21 出土土器観察表⑱

成 形 調 整 文 様

外 面 内 面
備考

ロ 縁 • 横 ナ デ 胴部 ． ナ デ ロ 縁 • 横 ナ デ 胴
部 ： 箆ナテ→ ナ デ

ロ 縁 ： ハ ケ→横ナ デ 胴部 ： ハ ケ ハ ケ → ナ デ

ロ 緑 ： ハ ケ→横ナ デ 胴部
・ ハ ケ →縦磨 き ロ 縁 ： 横 磨 き 胴

部 ： 縦磨 き

ロ 縁 ： 横ナ デ→横磨 き 坪部 ： ハ ケ→磨 き 横磨 き

坪部 ： ハ ケ →磨 き 脚部 ： ハ ケ→磨 き 坪部 ： 横磨 き →黒色
処理 脚部 ： 縦磨 き

口 縁 ： 横磨 き 体部 • 横磨 き 横磨 き →黒色処理

ロ 縁 ： 横 ナ デ→横磨 き 体部 ： ケ ズ リ →横磨 き 磨 き →黒色処理

ロ 縁 ： 横 ナ デ→横磨 き 体部 ： ハ ケ→磨 き 横磨 き

横 ナ デ→横磨 き 底部 ： 「 x 」 状の箆記号有 横磨 き

口 縁 ： 横磨 き 体部 ． ケ ズ リ →横磨 き 横磨 き →黒色処理

横磨 き 横磨 き →黒色処理

横磨 き 斜め磨 き

ロ 縁 ： 横 ナ デ→横磨 き 底部 ハ ケ→磨 き 横磨 き →黒色処理

横磨 き 磨 き →黒色処理
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第 5 章 考察

1 本村東沖遺跡出土の縄文土器 に つ い て

本 遺跡より 縄文時代の土器が出土して い る が、 遺構に 伴うものは み ら れず 、 い ず れも 検出 面や他の時期の住居

覆 土からの出土である。 総数は40片を数え る。 以下に 類 別して 記述する。

第 1 群土器 （図170 · 1 -29) 

胎土に 繊維を 含 み、 文様や繊維の含有状況 な どにより、 5 類に 分けら れる。

第 1 類 ( 1 ) 器 厚は他のものに 比べ て 薄 い。 口 唇に 斜めに 刻 目を有し、 左斜め上方からの棒状工具による 刺 突

文が 見 ら れる土器である。 刺 突文は半 月状を呈し、 密に 施文されている。

第 2 類 ( 2· 3 ) 口 縁部に 断面三角状の突帯を一 条めぐ らすもの。 2 段の縄文が 横位に 施文されている。 ま た

ロ 縁内面 上端には幅狭 く 縄文が 横位に 施文される。 2と 3は同一個体で、 全 面に 縄文か施文されると 思 わ れる。

胎土には砂粒と 共に 径 2 - 4 mm位の大粒の石 英粒が 多量に 含有されている 。 繊維痕も器 表面で明 瞭で、 多量に 含

有されているのが 看取できる 。

第 3 類 ( 4 -18) 全 面に 縄文が 施文されて い る が、 繊維の含有が器 表面からは明 瞭ではな く、 断面観察によっ

て 繊維土器と わかるもの。 5は薄手で黒褐色を呈し、 2 段の縄文 ( L R) が 横位に 回転施文されている 。 砂粒と

共に石 英の細粒を 胎土に 含む。 6は 口 縁部 片で、 器 表面が あれて い る ため判 然としないが、 2 段の反の縄が 横位

に 施文されて い ると 思 わ れる。 砂粒 • 白 色の軽石 細粒 • 石 英の細粒が 胎土に 目 立つ。 7は 2 段の縄が 縦位に 回転

されている。 赤褐色を呈し、 6と 胎土で近 似し、 白 色の軽石 細粒が 目 立つ。 輪積 み 痕を 両 端に 残す。 9は 2 段の

異種原体 ( R Lと L R) による 羽状縄文が み ら れ、 菱形状の構 成に な ると 思わ れる。 胎土には黒雲母が み ら れる。

10は 2 段の原体による 横位縄文が 見 ら れる。 器 表面は内外面共によく磨かれており、 繊維の痕跡は全 く わから な

い土器である。 1 5は赤褐色を呈し、 2 段の横位縄文が 見 ら れる。 胎土には黒色の角 閃石の細粒を 多量に 含む。

第 4 類 (1 9 -28) 第 3 類に 比し、 繊維の混入が明 瞭で厚手の土器が 多 いもの。 1 9は 0 段 多条の 2 段の異種原体

( R  Lと L R) が 横位に 施文され、 菱形の構 成と な って い る。 20は口 縁部 破片で 2 段の横位縄文が 見 ら れる。 22

と 26は羽状縄文が 見 ら れる が、 22の L R 原体には 0 段 多条の縄が 用 い ら れて い る。 27は羽状の縄文が 見 ら れるが、

2 段の撚 り も どしの原体 （反の縄） によると 思 わ れる。

第 5 類 (2 9) コ プ状貼付文を 有するもので、 1 片の出土である。 2 9は コ プ状貼付文の地に 半戟竹管による 平 行

線文と 爪形文で構 成される 口 縁部 文様で、 胴部は羽状の縄文帯に な る 類である。

第 2 群土器 (30 -34)

半載竹管による 平 行線文で直線的および曲線的な文様が 描出されるもの。

第 1 類 (30-33) 30は内側に 屈 折する 口 縁部 片で、 口 縁に 孔が 一列 器周をめぐ ると 思 わ れ、 孔が 3 個見 ら れる。

穿孔は外側から 棒状工具による 刺 突で行な わ れて い る。 3 1 -33は30より 幅の狭 い 平 行線文が 密に 施文されている。

第 2 類 (34) 平 行線文の上に ソ ウ メ ン 状の貼付が 行 な わ れるもの。 34は カマボ コ状の幅の狭 い 平 行線文の上に

交 差するように ソ ウ メ ン 状の貼付が 行 な わ れる 底部 片である。 胎土には多量の砂粒と石 英の大小の粒が 混入して
い る。

第 3 群土器 (35 -40)

隆帯が 器面に 貼付されるもの。 第 1 群 • 第 2 群に 比し、 胎土 ・ 色調 な どの点で大きく 異 な る。
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第 1 類 ( 35 · 36 ) 縄文の み が 施文されて い るもの。 35は 口 縁部 片で内面は肥厚し、 段に な る。 器面には 2 段の

縄が 横位に 施文されて い る。 砂粒 ・ 軽石 細粒を 多 量に 含む。 36は 2 段の縄が 帯状に 縦位に 施文されて い る。

第 2 類 ( 37 -40) 隆帯が 見 ら れるもの。 37は渦巻状の隆帯が 見 ら れ、 そのわきに 1 段の縄 ( L ) が 横位に 施さ

れて い る。 38は37と 同一個体であ る。 3 9には 2 段の縄 ( R L ) が 横位に 施文されて い る。

以上第 1 群から 第 3 群 までに群 別したが、 各々 を 位置 づ けて いきた い。

第 1 群 第 1 類は、 繊維土 器であ る が、 前期には該 当 す る 類型が な い ため、 早期 末に 比定されるのでは な いかと

思 わ れる。 第 2 類は前期 初頭中 道式と 称される 型 式に 比定される。 浅 川 扇状地遺跡群では浅 川 端 3号土堀に 類例

が 見 ら れる。 中 道式に み ら れる 口 縁肥淳や軸巻き縄文は浅 川 端 遺跡や本 遺跡には見 ら れず 、 縄文の みの施文と な

って い る。 浅 川 端の突帯に 比し、 本 例の突帯は低 く て 小さいものであ る。 ま た 口 縁内面に 縄文が 施文されるのは

特異 な 例と 言 え る。

第 2 類の土器には大粒の石 英が 胎土に 含有されて い る が、 こ れが 大きな 特徴と 言 え る。 こ れは浅 川 端の土器に

つ い ても 同様の ことであ る。 この石 英は両錐型石英で、 長 野盆地では裾花凝灰岩の中に 含有されて い る。

第 2 類土器は、 東部 町 ・ 長門町 ・ 佐久市 な どで出土して い る 資料に 比し、 だ い ぶ顔付きが 異 な って い るように

思わ れる。 中 道式土器の型式構 造の問題と 共に 、 千 曲 川 中 ・ 下流域での類例の増加に期 待した い。

第 3 類 ～ 第 5 類は、 関 山 式に 比定される。 第 2 類とは胎土で異 な り、 砂粒や軽石 細粒を含 み 、 石 英は細粒と な

って 含 まれて い る。 軽石の細粒も 長 野盆地では裾花凝灰岩に 含有されるものであ る。 ま た 、 繊維痕の明 瞭 なもの

と そ うでな いものとに 類 別されたが、 後 者のものは成形後の仕上げとして 化粧土をかけて い る 可能性が 考え ら れ

る。 第 5 類は関 山 式に 通有に 見 ら れる 文様であ る。

第 2 群土器は前期後 半に 属す るもので、 第 1 類は諸磯 b 式、 第 3 類は広義の十三菩提式に 比定される。

第 3 群土器は、 中期後 半の加 曽利 E 系に 比定される。 横位の縄文や帯状の縦位縄文が み ら れる点は、 加 曽利 E

式と い う より、 その影響下に あ り なが ら、 在 地化した 姿相の一 端を み る こと が出 来 る だ ろ う。

（山 口 明 ）
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2 本村東沖遺跡出土の 弥生時代後期 • 北陸系土器に つ い て

今 回の調査においては調査面 積の広大さも あっ てか、 かな り 多量の北陸系土器の出土を み た 。浅 川 扇状地遺跡

群 内においてはその存在は確認されていたものの、 こ れはど 良好 な 資料の出土は予想外であり、 当 該期の研究に

大きな 影響を 与 え るものといえ る 。以下 こ れらの土器に ついて若干の検 討を 試 み、 今後の検 討に 対する 基礎資料

の提示とし たい。

1 15号住居址覆土出土 。壺口 縁部 破片 (1/10残存） 。口 径17.lcm、 残存高3.2cm 。口 唇部は面 取 りされ、 口 縁

部は頚部より 外面に 稜を なし て 鋭 く 屈 曲し て 立 ち上が る 。内外面ともに、 横方 向の箆磨きと 共に 赤彩され、 口 唇

部 も面 取 り後 箆磨き ・ 赤彩される 。胎土は在 地のものである 。

2 検出面 出土 。甕口 縁部 破片 ( 1/4残存） 。口 径12.4cm、 残存高4.5cm 。口 縁部は頚部 より 鋭 く外反し、 中 位で

直に 近 く 立 ち上が る 。口 唇部は丸 みを持っ た方形を呈する 。口 縁部 上半が 強 く 横 ナ デされる ことにより、 屈 曲部

外面には鋭い稜を形 成する 。口 縁部 内面は横ナ デ、 胴部 内面 も 横 ナ デされるが 頚部 付 近は箆 ケ ズ リ が 施されてい

る 可能性も ある 。胴上半に 櫛描波状文が 施文されている 。内外面とも黒茶褐色を呈し、 外面には煤の付着が 認め

ら れる 。胎土は在 地のものである 。

3 6 1号住居址 裂土出土 。甕口 縁部 破片 ( 1/4残存） 。口 径18.6 cm、 残存高4.3cm 。口 縁部は頚部 より くの字状に

屈 曲し て外反し、 端部は強 く 横 ナ デされる ことにより、 外面に 幅広の面を持つ 。端部 上 端は尖 り ぎ みに丸 〈 終 り、

端部 下 端は若干下方に 垂下する 。口 縁部は内外面ともに 強 〈 横ナ デされる 。胴部 外面はナ デ整形される が、 箆 ケ

ズ リ が 成されている 可能性も ある 。胴部 内面は斜めハ ケ後 ナ デ整形される 。色調は淡茶褐色を 呈し、 胎土は在 地

． のものと 考 え ら れる が、 細砂粒の混入が 目 立つ 。

4 41号住居址 出土 。甕、 ほ ぼ完形 。口 径15.7 cm、 頚部 径12.4cm、 胴部 最大径1 9.4cm、 底径6.6 cm 、 器高24.7

cm 。口 縁部は頚部より 緩やかな 〈 の字状に 外反し た後、 中 位付近に 外面に 鋭い稜を形 成し て 立 ち上が る 。口 唇部

は面 取 り ぎ みに丸 〈 終 る 。胴部は胴上位下半に 最大径を有し、 全体 的 なプロ ポー シ ョ ンは倒卵形を呈する 。底部

は平 底である 。口 縁部は内外面ともに 強い横ナ デで仕上げ ら れる 。胴部 外面は在地では 認め ら れない目の細かい

ハ ケ状工具により 、 胴上半を右下 りに ハ ケ整形し た後、 胴下半を左下 りに ハ ケ整形する 。底部周 辺はハ ケ整形後

横箆ケ ズ リし、 さ らに 横ナ デを行 な う 。底面は箆 ケ ズ リで仕上げ ら れる 。口 縁部 内面は横ナ デされるが、 頚部か

らの立 ち上が り部分は箆 ケ ズ リ が なされている 可能性が高い。内面 胴部 上半はハ ケ整形後 頚部 下 まで斜め方 向の

箆 ケ ズ リ が なされ、 胴部 下半は箆 ケ ズ リ 後 ナ デ整形される 。内面 胴中 位以下には煮沸物の焦 げ付きが 認めら れる 。

色調は全体に 淡茶褐色を呈し、 胎土も砂礫の混入が やや顕著ではあるものの、 在 地のものと 考 え ら れる 。北陸地

方に 認め ら れる 有段口 縁甕と 比較し て、 底径の大きさな ら びに 底部形 態が 異質であり、 直接的に 対比し う るか問

題である が、 能登地方の7期 （栃木英道 1 9 91) の主体 的 な 型式であり、 一応7期に 併行するものと 理解し ておき

たい。

5 15号住居址覆土出土 。甕口 縁部 破片 (1/8残存） 。口 径16.4cm、 残存高3.5cm 。口 縁部は頚部 より 緩やかに 外

反し て 立 ち上が り、 受け口 状を なす。口 唇部は面 取 りされ、 丸 みを持 った やや幅広 な 平 坦面を なす。口 縁部 内外

面 な ら びに 頚部 屈 曲部 外面は横ナ デ整形される 。胴部 外面は不明瞭 だが 箆 ケ ズ リ もし くはハ ケ整形の可能性が高

い。頚部 内面 な ら びに 胴部 内面はハ ケ整形される 。色調は明黄燈色を 呈し、 胎土は在 地のものとは異質である 。

6 37号住居址覆土出土 。甕口 縁部 破片 (1/10残存） 。口 径16 .2cm、 残存高3.5cm 。有段口 縁甕であるが 内面に

明瞭 な段を持 た ない。口 縁 端部は丸 く 終 る 。口 縁部 外面には7 本の櫛状工具による 擬凹 線文を 施文する 。外面口

縁部 下 端 な ら びに口 縁部 内面は横ナ デ整形されるの みである 。胴部 内面は箆 ケ ズ リで仕上げ ら れる 。色調は暗茶
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褐色を呈し胎土は在 地のものと 考 え ら れる。

7 15号住居址 裂土出土。 甕 口 縁部 破片 ( 1 /10残存）。 口 径16.5cm 、 残存高4.2cm。 有段 口 縁甕で、 6に比較し

て 内面の段は明 瞭でしっかりしている。 口 縁 端部は丸 く 終 る。 口 縁部 外面は櫛状工具による 擬凹線文を施文する。

外面 口 縁部 下端 な ら びに口 縁部 内面は横ナ デ整形されるの みである。 胴部 内面は不明 瞭である が 、 箆 ケ ズ リで仕

上げ ら れるようである。 色調は淡茶褐色を呈し、 胎土は在 地のものである。

8 37号住居址覆土出土。 甕 口 縁部 破片 ( 1 / 10残存）。 口 径復元 不 能。 残存高2.8cm。 口 縁部は頚部 より 緩やか

に屈 曲して 立 ち上が り、 受け口状を呈する。 端部は内側に肥厚 ぎ みに丸 く 終 る。 口 縁部は内外面とも横ナ デ整形

され、 頚部 内面はハ ケ整形される。 口 縁立 ち上が り部 外面には、 櫛もし〈 はハ ケ状工具先端による 連続剌 突が な

される。 色調は淡黄燈色を呈し、 胎土は在 地のものとはやや異質である。

9 105号住居址 出土。 甕 口 縁部 破片 ( 1 /4残存）。 口 径 17 .8cm、 残存高7 . 3cm。 口 縁部は頚部 より 緩やかに外反

し、 端部は内湾 ぎ みに立 ち上が る。 口 縁部は内外面ともに強い横ナ デ整形が なされる。 胴部 外面は右下 りの斜め

ハ ケ整形が なされ、 内面は頚部 ・ 胴部 が 横ハ ケ整形される。 内面 胴部のハ ケ 原体は、 頚部 な ら びに外面 胴部のハ

ヶ 原体とは異 な る。 色調は暗燈褐色～明 燈褐色を呈し、 胎土は在 地のものとは異質である。

10 6 1号住居址覆土出土。 甕 (1/4残存）。 口 径 14.2cm 、 頚部 径10.6cm、 胴部 最大径12.6cm。 口 縁部は頚部より

くの字状に直線的に外反する形 態を呈する。 胴部 最大径は中 位付近に有する。 口 唇部は面 取 りされ凹 線文状の強

い横ナ デが 加 え ら れ、 口 縁部 も 内外面ともにハ ケ整形後 強 い 横 ナ デ整形が なされる 。 胴部 外面は右下 りの斜めハ

ケ整形、 内面 頚部は横ハ ケ、 胴部は箆 ケ ズ リ整形される。 色調は淡黄燈色を呈し、 胎土は完全に非在 地である。

焼 成は良好である が 、 胎土のせいか器面は軟質である。

, 1 1  41号住居址 出土。 甕 ( 3/4残存）。 底径5.0cm 、 胴部 最大径2 3.3cm 、 残存高18.4cm。 底部は輪 台 技法を使用し

て お り、 ド ー ナ ツ状の凹 み 底を呈する。 外面 胴部 上半は右下 りの斜めハ ケ整形、 胴部 下半は箆 ケ ズ リ 後 ナ デ整形

と 思 われる。 胴部 下半に成形時の接合痕をと どめる。 胴部 内面は全体に縦 ～ 斜め方 向の箆 ケ ズ リで仕上げ ら れる。

器 壁は全体に薄 く仕上げ ら れる。 色調は暗灰黄燈色を呈し、 胎土は完全に非在 地である。

12 検出面 出土。 高坪 ( 1/ 3残存）。 口 径18.7 cm 、 残存高17 .5cm。 坪部 が 有段 口 縁浅 鉢形の高杯である。 口 縁部

は頚部より 鋭 く くの字状に外反した後に立 ち上が る形 態を 取 り、 坪部は中 位が やや強 く 張 り出す。 脚はハの字状

に開いて 単純に終 る形 態が 予想される。 口 縁部 外面には櫛状工具による やや雑 な 擬凹 線文が 施文され、 坪部 内外

面 な ら びに脚部 外面は箆磨き ・ 赤彩される。 脚部 内面は箆状工具による 平 滑化 もし くは箆 ケ ズ リ 後 ナ デ成形され

る。 色調は暗黄燈色を呈し、 胎土は砂粒の混入が やや顕著ではある が 在 地のものと 考え ら れる。

1 3· 14 1 10号住居址 出土。 甕 ( 1/ 3残存）。 1 3·14は接合しないが 同一個体と 考 え ら れる。 口 径18.2cm、 頚部 径

1 3.7 cm、 胴部 最大径18.6cm 、 底径6 . 3cm。 有段 口 縁擬凹線甕である。 口 縁部は頚部 より くの字状に強 く 屈 曲し、 内

面に比較的明 瞭 な 段を形 成する。 口 縁の立 ち 上が りはやや内湾 ぎ みで、 端部は丸 〈 終 る。 胴部 最大径は胴上半に

有し、 全体のプロ ボー シ ョ ンは倒卵形を呈する。 口 縁部 外面は櫛状工具による 擬 凹 線文を施文し、 内面は全体に

強いナ デ整形が なされる。 胴部 外面は右下 りの斜めハ ケ整形が なされ、 底部周 辺はハ ケ後 ナ デ ら れる。 胴部 内面

は全体にハ ケ整形されるが、 ハ ケ 原体は外面の原体とは異 な る。 器 壁は全体に薄 く 仕上げ ら れる。 色 調は淡黄燈

色を呈し胎土は在 地のものとはやや異質である。 胴部 最大径が北陸地方のものに比べ て やや下位にある 点異質で

ある が 、 7 期に併行するものとと ら え ら れる。

15 1 1号住居 址 出土。 高坪脚部 破片 ( 1 /10残存）。 脚径20 . 4cm、 残存高2. 3cm。 脚 台 端部に粘土 帯が 貼 り付けら

れ、 この部分に鈍による 矢羽状の連続刻 み が 施文される。 外面はナ デ整形後 赤彩され、 内面は全体に ていねいな

ナ デ整形で仕上げ ら れる。 円形透孔が若干確認できる。 色調は灰黄燈色を呈し、 胎土は在 地のものとはやや異質
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である。 柱状無段脚の高坪と な る 可能性が 考 え ら れ 、 脚 端部の箆連続刺突はあま り 類例はないものの 、 主体と な

る時期は7期前 半とと ら え ら れ ており 、 7 期のなかで理解できよう。

16 6 1号住居址覆土出土。 高坪杯部 破片 ( 1 / 3残存）。 口 径 30cm 、 坪部 屈 曲部 径22.5cm 、 残存高6 . 1cm。 口 縁部 か

鋭い稜を形 成して 大き く外反する タ イプの高坪で 、 口 縁 端部は幅広の面を持つ。 坪部の口縁部 高と体 部高は 、 ロ

縁部 高が 大きく体部 高を上 回 る。 外面 口 縁 端部 下 端は 、 強 く 横 ナ デされ る ことによって 、 凹線文状に く ぼ み 、 ま

た 屈 曲部 外面には一条の沈線が 施され る。 坪部 内外面ともに箆磨き ・ 赤彩に て仕上げ ら れ る。 色調は明黄燈色を

呈し胎土は在 地のものと 考 え ら れ る。 口 縁 端部の幅広の面 、 口 縁部 下 端の凹 線文状の強い横ナ デ 、 屈 曲部 外面の

沈線な ど比較的忠実に北陸地方の技法を 守 っており 、 7期の中 で理解できる 。

17 100号住居址 出土。 高坪 ( 1 / 3残存）。 口 径36 .8cm 、 坪部 屈 曲部 径27 .8cm 、 残存高27 .2cm。 口 縁部 が 鋭い稜を

なして 大きく外反し、 円 筒状の脚 柱部 ど 有段の脚 台部を持つ タ イプの高坪である。 口 縁 端部は単純面 取 りされ断

面 方形を呈する。 坪中 位の屈 曲部は若干下方に垂下し鋭い稜を形 成する。 杯部の口 縁部 高と体部 高はほぼ等しい。

有段の脚 台の屈 曲部は若干上方に突出し、 こ れも 比較的鋭い稜を形 成する。 坪部は内外面ともにていねいに箆磨

き ・ 赤彩され 、 脚部 外面も 同様である。 脚 柱部 内面はシ ボ リ 後 箆 ケ ズ リされ 、 脚 台部 内面は ていねいにナ デ整形

され る。 色調は明黄燈色を呈し、 胎土は在 地のものと 考 え ら れ る。 口 縁 端部 か単純面取 り で仕上げ ら れ 、 口 縁部

の伸長 も 短い等 やや異質 な 点も ある が 7 期の中で理解できそ うである。

18 55号住居址覆土出土。 高坪脚部 破片 ( 1 /10残存）。 脚径復元 不 能。 残存高2.5cm。 脚 端部に粘土 帯が付加さ

れ有段状を 呈する。 有段部分 中央には一条の箆沈線による 擬凹 線文が 施され る。 外面は箆磨き ・ 赤彩 、 内面は て

いねいな ナ デ整形によって 仕上げ ら れ る。 色調は明黄燈色を呈し、 胎 土は在 地のものと 考 え ら れ る。

1 9  6 1号住居址覆 土出土。 器 台 口 縁部 破片 。 口 径復元不 能。 残存高3.1cm。 口 縁部 外面には櫛状工具による 擬凹

線文が 施文され る。 内外面ともに箆磨き ・ 赤彩に て 仕上げ ら れ る。 色調は明黄燈色を呈し、 胎土は在 地のものと

考 え ら れ る。

20 6 1号住居址覆土出土。 器 台脚部 破片 ( 1 / 3残存）。 脚径2 1.8cm 、 残存高4.9cm。 脚部は粘土帯か付加され有段

と な る。 脚 端部は 2本 一対の箆状工具により 、 幅広の擬凹 線文が 施文され る。 また 円形透孔が 確認され る。 外面

は箆磨き ・ 赤彩 、 内面は ていねいな ナ デ整形によって 仕上げ ら れ る。 色調は淡黄燈色を呈し、 胎土は在 地のもの

と 考 え ら れ る。 比較的忠実に北陸地方の技法を 守 っており 、 7期の中で把握できよう。

以上個 々の土器についての説明を行ない 、 ある 程度明瞭なものについては時期 比定を行 な った。 総体と し て こ

れ らの土器群は 、 栃 木 氏の編年によれば第7期 （加賀地方の法仏式 、 能登地方の柳 田 う わの式） とされ るものに

おおよそ 併行する土器群としてと ら え ら れ る 可能性が ある。

次にこれ らの土器群が 在 地の後期 弥生 式土器のいかな る 段階に共伴し ているかについて若千の検 討を行な って

おきたい。 今 回出土の資料中で比較的 良好な在地の土器と 共伴もしくはそ れに近い状 況にあるものとしては 、 41

号住居址 ·6 1号住居址· 100号住居址 ・ 1 10号住居址 出 土資料が 存在し 、 以下 こ れ らの住居址 出土の在地の土器群

の編年的位置について 検 討する （ なお在 地の土器群について 使用する 段階については千野 1 98 9による ）。

41号住居址 出土土器 （図37)

壷 ・ 甕 • 蓋形土器が出土しているが 、 全形の分かる 資料が な く明確な時期 比定は困難である。 壺 ( 2 )の頚部の

屈 曲度から み て 胴部 上半がかな り 張 り 出す形 態が予想され 、 また頚部の櫛描 T 字文も 2本 一対のT 字文という 比

較的定型化したものである 点より 、 後期 4 段階に併行する 可能性が高い。

6 1号住居址 出土土器 （図52)

土器は床面出土と 、 覆 土内に投棄されたものの 2 群に分 離できるが 、 北陸系土器はすべ て後 者からの出 土であ
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る。 床面出土土器群は壺の頚部 文様が 直線文のみで構 成される点 ( 1 ·6 )を 古い要素とと ら え る な ら ば、 後期 3

段階に 比定される 可能性も ある が 、 ( 1 )の頚部の屈 曲が 鋭い点やや問題を 残す。 ま た 上層に投棄された高坪 (17)

は 口 縁部 が 水 平に 屈 曲する タ イ プで 3 段階と 考 え ら れる点に も 問題が ある。 明確な時期は不明である が 後期 3

- 4 段階の中で理解できよう。

100号住居址 出土土器 （図7 7)

壺 ( 1 ·2 )の頚部 文様が 箆切り T 字文である点 古い要素とと ら え ら れる か、 ( 4)のように櫛描 T 文文が 確立し

ている点、 ( 5)のように 胴下半が 内反 り ぎ みに 底部 へ集約する 箱清水型の壺が存在する点 、 な ら びに 壺 口 縁部 内

外面の範磨き ・ 赤彩手法が 確立している点より後期 3 段階に 併行する 可能性が高い。

1 10号住居址 出土土器 （図82)

壺 ( 1 · 4 )の胴上半がさはど張 り 出さず緩やかに 口 縁部に 移行する点、 な ら びに 甕 (2 )の胴部形 態もさはど球

胴化していない点より 、 後期 3 段階の中で把握しう る 可能性が高い。

以上の検 討よりすれば本 遺跡出土の北陸系土器はおおよそ 当 地に おけ る後期 3 - 4 段階の中のある 時期の土器

群と 共伴する 可能性が 非常に高いものとと ら え ら れる 。 従来より北信濃に おける 箱清水式土器段階での北陸系土

器の流入の可能性は指摘されてきたと こ ろである が、 今 回出 土の資料は まさに その傍証と な ろ う。

ま た 、 かつ て 青木和明 によって 指摘された 当 地域に おけ る後期 型高坪 C 類 （青木和明1 984) の杯部形 態の変遷

を考慮する な ら ば、 少 な 〈 とも 4 段階前 半 までは、 猫橋式から 法仏式前 半に 併行する北陸東北部各地の高坪坪部

形 態の変遷と 軌を一にしている 可能性が高い。 C 類高坪の出 現は 2 段階に までさかのは る 可能性は十分に あるが

現状では 3 段階以降である。 当 地域における 吉 田 式から 箱清水式への移行を 考 え る 上で重要 な時期であり、 箱清

水式土器を特徴付ける 畿 内型高坪の流入経路が北陸地方との関連でと ら え ら れるとする な ら ば、 当 地域におけ後

期 弥生土器様式研究の上で重要 な 視点と な ろ う。 た だし、 加 賀 ・ 能登地方の第 7期も ある 程度の時期 幅を持つよ

うであり、 こ れらの地方との厳密 な ク ロ ス デー テ ィ ン グは富 山 • 新潟地方との関連も考慮しつつさ らに 検 討が 必

要とされる ことは言 う までも ない。

最後に、本 稿を草するに あった ては新潟 県教育庁文化 財行政課 坂井秀弥氏、 石 川 県 立埋蔵文化財セ ン タ ー 栃

木英道 氏、 富 山 県埋蔵文化財 セ ン タ ー 上野 章氏、 福井県埋蔵文化 財 セ ン タ ー 赤沢徳明氏 冨 山 正明氏に ご

教示を頂いた。 記して 感謝 申し上げ たい。 （千野 浩）
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3 本村東沖遺跡に お け る 古墳時代 中 期以降の 土師器編年 に つ い て

今 回 の 調査では、 古墳時代中期 以降の住居址として 確実 なも のでは56軒を 検出 し ている。 善光寺平では古墳時

代 中期 ～後期 初頭にか けて の 集 落 址 の調査例は未だ僅少で、 土器様相 の 変化に ついても 不明瞭 な部分 が 多 い点よ

り す れば 、 今 回出土 の 資料群 の 占める 位置は重要である。 以下、 甕形土器 の形 態変化に 消 目 し、 浅 川扇状地遺跡

群出土 資料を 中心に当該期に おける 暫定的 な 編年的見通しを 立 て ておきたい。

1 甕形土器 の 型 式分 類試案

甕は本 遺跡出土 資料中に おいても普遍的 な 器種で あり、 また 日 常生 活における 煮沸機能を 担 う器種であるため

に、 そ の消耗度の高さか ら 最も敏感に 型式変化を示 す可能性の高い器 種と 指摘されている。 しかし当 該期 の甕は

そ の 法量 ・ 形 態にか な り の 多様性を有し、 資料的制約の ある 現状では各タ イプの 型 式変遷を 追及す る ことは不可

能に 近 い。 よって 小稿では、 各細 別器種 ごとの細か い 型 式変遷を 追及 す る 作業の前段階と し て、 出土土器 の量 的

比率より 見 て、 当 該期に おい て 最も普遍的に煮沸形 態として 使用されていたと 考 え ら れる、 中 型のタ イプに つ い

て の 基本 的 な 型式変遷の過程を概念的に把握 す る ことを試 み る。

本 遺跡出土 の 甕形土器は、 まず形 態面では

A 類 ： 平 底 の も の

B 類 ： 丸 底 のも の （便宜的に丸 底化を意識して い るも のも 含める ）

の 2 者に分 類され、 さ らに 外面 の調整手法を加味す る な ら ば、 外面 ハ ケ 調整を主体と す る A 類より 、 外面 磨き調

整を主体と す る A '類が 析出される。

•••••• ＼ I 1 1 )) - 1 JJ • 
． • • 
． 

A ' 3 類
． 

□I 類

． 

． 

． 

． 

． • 
． 

...... .. \ 霞琴 JJ • し 璽111『 /J - 1 璽ミ\ 11 • 

図172 甕形土器型式変遷概念図
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こ れら各類は、 主と し て 胴部の長 胴化を指標に以下のようにさ らに細別 さ れる。

A類 ： 平 底ハ ケ整形甕

A 類 ： 胴 中 位に最大径を有 し 口 縁部は くの字状に外反 し て 終 る。 底部は若干突 出 気味である。

ふ類 ： 胴中 位に最大径を有 し 口 縁部は くの字状に外反す る が、 A , 類に比べ胴部の球胴化 が 進む。

凡類 ： 胴中 位に最大径を有す る が、 胴部の長 胴化 が 開始す る。

ふ類 ： 胴中 位に最大径を有す る かA 3 類に比 し て さ らに長 胴化 が 進行 し、 口 縁部の屈 曲も 緩やかにな る。

凡類 ： 長 胴化の進行と 共に胴部 最大径が 胴下半に移行す る。

A 類は古墳時代前期 ・ 灰塚 1号住居址段階に確立 し た ハ ケ 調整平 底甕 （青木一 男 1 98 9) の発展形態とと ら え ら

れる か、 A 2類以降の系譜を 直接求めう るかは、 現状では不明 である。 ま た A 2類は胴下半に箆削 り が 行 な わ れ、 技

法的に異系列の可能性が高いが、 将来的課題と し たい。 胴部形 態の変化等より A 1 類→ A s類への型 式変化を 想 定す

る。

B 類 ： 丸 底ハ ケ整形甕

B 類 ： 胴 中位に最大径を有 し 口 縁部は くの字状に外反 し て 終 るもの。

恥類 ： 胴中 位に最大径を有す る か、 胴部の長 胴化 が 開始す る。

恥類 ： 胴 中 位に最大径を有す る が 、 B 3 類に比 し て 長 胴化 が 進行 し、 口 縁部の屈 曲も 緩やかにな る。

B .  類 ： 長 胴化の進行と 共に胴最大径が 胴下半に移行す る。

B 類の系譜は現状では不明 である。 A 類か らの変化とも考え ら れる か、 近 年 出土 例の漸増 し ている 布留 式甕も

し くは布留傾向甕との関連も重視す る 必要が ある。 特に図17 3-5 3は、 形 態上 B 類とは系譜を 異にす る 可能性が高

く、 布留傾向甕の直接的 な 形態変化と し て 考え う る 余地も あろ う。 今後の課題である。 胴部の形 態 変化 より 一 応

B 1 類→ B 頂への変化を想 定 し ておく。

A '類 ： 平 底磨き整形甕

ふ類以降の変化と 基本 的には同一の変化 が予想 さ れ、 A ' 1 類→ A \ 類への変遷を 想 定 し ておく。

2 細分 試案

前 節では当 該期の甕を A·B群に 2 大別 し、 そ れぞれの型式変化の方向性の概念的 な把握を 試 み た。 以下 、 甕

形土器の型式変化を指標に、 他の主要構 成器種の変遷も 考慮に加 え つつ、 単純に時 間を 区切 る 目 安と し ての暫定

的 な 「段階」 設定を行 な っ ておきたい （図17 3·174参照）。

第 1 段階 （篠 ノ 井遺跡群 聖 川 堤防地点 S B - 1 18· S D Z - 10出土土器 ）

甕 凡 類が 盛行す る 段階で、 脚部 が 柱状にのび る 畿 内系高坪 (1 2 -15)の出現 ・ 定着期と 言 え る。 小型器 台の末期

的型式 (10) や 口 縁に最大径を有す る前期 的 な 小 型丸 底土器の最終段階のものが存在 す る。

第 2 段階 （ニ ツ 宮遺跡 F M 5 区 1 3号住居址出土土器 ）

甕 A 1 · ふ類の存在が予想 さ れるが、 B 1 類が存在 す る 可能性も ある。 小型丸 底土器 (26·27)は 「和泉式」 的と

いえ る 壺形の小型丸 底土器が 出現 ・ 定着す る。 高杯 (28)も和泉式に通有の形 態が 定着す る が、 次段階のよう な形

態の多様性は未だ 認めら れない。 器 台の様相は不明 である か、 供献 ・ 祭祀形 態の土器群は、 前期 的 な 様相を ほ ぼ

払拭す る 段階とと ら え ら れようか。

第 3 段階 （本 村東沖遺跡14号 · 54号 ・ 55号住居址出土土器 ）

甕 B 1 類が 確実に出現す る。 A 類は不明 だが A 2類の存在は当 然予想 さ れる。 前段階との大きな 変化は、 多様 な形

態の椀 • 坪 • 高杯 類の出現にある。 椀 • 坪類は半球形を呈 す るものが主体を な し、 A 類 口 縁部 が丸 〈 終 るもの

(47)、 B 類 口 縁部 が 短 く外析 し て 内側に面を持つもの(48) 、 C 類 口 縁部 が 短 く くの字状に外反す るもの(49)の 3
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タ イプが出 現し以後に継続する。 高坪は前 段階同様、 柱状の脚部を持つもの(42 · 43) が主体を 占めるが、 坪部 屈

曲部に明瞭 な 突帯を有し脚部は 「ハ」 の字状の裾広が りの形 態を 取 る タ イ プ(45) や、 杯部 屈 曲部 外面に段を有す

る (44) な どが 新 たに出 現する。小型丸 底土器や器 台も この段階 までは確実に残存する。 ま た、 壺形土器も 比較的

安定して 存在している 点、 次段階とは異 な る。

この段階に比定され る 駒沢祭祀遺跡出土 資料 （笹沢 1 982) な どよりすれば、 この段階に須 恵器の影響下に出 現

する器 種の存在する 可能性も高い。

第 4 段階 （本 村東沖遺跡26号 ・ 27号 ・ 30号 · 3 1号 · 37号·66号、 ニ ツ 宮遺跡 F M l 区 1号住居址 出土土器 ）

甕ふ類·A ' 1 類か出 現し、 B 2類の存在も予想され る。 ま た A 2類も この段階 まで残存する。 カマドが出 現する こ

とによって、 甕胴部の長 胴化 が 開始する 段階といえ る。 浅 川 扇状地遺跡群では須 恵器が 集落より出土しは じめる

段階でも あり、 須 恵器 模 倣の甑 (57) ・ 蓋 (6 0·6 1) ·杯 (6 8) な どが 新 たに出 現する。 ま た 未だ量 的には少 ないもの

の、 内面 黒 色処理され た 椀 (74) ・ 坪 (75) な ども出 現する。 高坪は基本 タ イプに大きな 変化は ないものの、 各タ イ

プとも杯部の内湾傾向が 顕著と な る。 小型丸 底土器および器 台は基本 的に消滅している。 ま た 壺類も その組成比

を減ず る 可能性が高い。

第 5 段階 （本 村東沖遺跡103号住 . 7号土堀、 ニ ツ 宮遺 跡 F M l 区 9号住居址 出土土器 ）

甕 ふ 類 ・ 恥類が 主体を 占める ことが予想され る が、 資料的制約が 多 く 不明な部分 が 多い。 須恵器 模 倣の坪類

( 91 - 9 3) が 量 的に増加し、 ま た 定着する。 高坪は 3 段階以来の基本 タ イプが 残存する が、 形 態 的には形骸化した

感か強い。 須 恵器 無蓋高坪の模 倣 品も出 現する。 椀 • 坪類の内面 黒色処理技法も 定着する。

第6 段階 （本 村東沖遺跡50号 ・ 51号 ・ 57号住居址 出土土器 ）

甕 ふ 類 • ふ類 ・ 恥類 ・ 恥 類等の出 現 ・ 定着段階である。 3 段階以降の和泉式的 な高坪群が 完全に消滅し、 須

恵器の形 態にその系譜を 求め う る 新 た な高杯群 ( 107 - 1 10) が 定培する 段階でも ある。 椀 • 坪類は 3 段階以来の各

タ イプが 残存する が、 後期 的 な形 態への変化を 読 み 取 る こと ができる。 ま た 須 恵器 模 倣坪類も在 地的に発展し、

内面 黒色処理技法も 普遍化する。

今 回 設定した各段階は、 器種構 成の変化とともに他の諸要素の変化をも 合わせ考え ると、 その中にい く つかの

画期を 見出すことができる。 第 1の画期は、 柱状の脚部を有する 畿 内型高杯の出 現とと ら え ら れ、 第 1 段階が 相

当する。 第 2の画期は、 小型丸 底土器の基本 的消滅と 須 恵器 ・ 須恵器 模 倣土師器 • 黒 色土 器の出現であり、 第 4

段階が 相 当する。 浅 川 扇状地遺跡群における カマドの出 現も 現状では この段階と 考 え ら れ る。 第 3の画期は、 和

泉式的高坪が 完全に消滅し、 須恵器 模 倣と 考 え ら れ る 新 た な高坪の出 現 ・ 定殖であり、 第6 段階が 相 当する。 ま

た、 第 3 段階における高杯 ・ 椀 ・ 杯 類の多様 な形 態分 化 も、 「 須 恵器 指向型」 への土器様式変化の一端として 考え

ら れよう。さ らに、 本 遺跡出土の石製模 造 品 類は第 4 段階以降に位罹付けら れ る か、 駒沢新町遺跡祭祀遺構 出土

の臼玉や石製模 造 品類を考慮する な ら ば、 第 3 段階以降祭祀面でも 大きな 変革が 存在した 可能性が 考 え ら れ る。

以上、 甕形土器の形 態 変化と他器種の変遷を考慮に加 え、 当 該期の土器群を6 段階に細分した。 次 ぎに、 こ れ

ら各段階の実年代について 検 討を行 っておきたい。

本 遺跡出土 資料の中で、 須恵器との確実 な 供伴関係が 認め ら れ るものとしては31号住居址と 57号住居址 が ある。

第 4 段階の31号住居址 出土土器はT K208型式と、 第6 段階の57号住居址 出土土器はT K47型式と 供伴している。

他 遺跡出土の須 恵器を み ると、 第 4 段階に併行すると 考 え ら れ る 長野市牟礼バ イ パス B 地点遺跡 3号 ・ 4号 ・ 14

号住居址では I 型 式 2 - 4 段階に併行する 須 恵器が伴出しており （横 山 1 986 )、 5 段階に併行すると 考 え ら れ る 長

野市ニ ッ 宮遺跡 F M l 区 9号住居址からは I 型式 4 段階の須 恵器が出土している （飯 島 1 992)。 ま た 第 3 段階に併

行すると 考 え ら れ る 駒 沢新町遺跡出土の土師器 胞には、 T K7 3 型式古段階と 対応する 箆描線刻文が 描かれ ている
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（青木和明1 987)。

以上の類例よりすれば、 T K7 3型 式の暦年代について 五世紀前 半にさかのぼ ら せ る 白 石氏の説 （ 白 石 1 97 9) に

従 う な ら ば、 第 3 段階は五世紀第 2 四半期に、 第 4 段階は五世紀第 3 四半期に、 第 5 段階は五世紀第 4 四半期に、

第 6 段階は五世紀末～ 六世紀初頭におおよそ 比定する ことが 可能かと 考 え ら れる。 ま た先行する 第 1 段階 • 第 2

段階については 、 そ れぞ れ四恨紀末、 五世紀第 1 四半期との併行関係を 想 定しておきたい。

検 証も 経 ないあいまいな 型 式変遷観をもとに、 推論に推論を 重 ね て きた。 小稿が 今後の研究の叩き台と な れば

幸いである。 最後に本稿を 草するにあた っ ては前 島卓 氏にいろいろと ご教示を得 た。 記して 感謝したい。

（千野 浩）
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4 本村東沖遺跡 出 土の古式須恵器 に つ い て

本 遺 跡から出土した 須恵器は、 そのほと ん どが 和泉陶 邑窯編年 （ 田 辺 1 966 、 他 ） 1期の要素を有す る 古式須恵

器である。 この う ち図示 可能 な 3 1点に ついて 概観し、 近 年類例の増 え ている浅 川 扇状地出土の古式須恵器と 関連

付けなが ら、 その内包す る 問題点に ついて 提起したい。

1 本 村東沖遺 跡出土 須恵器の概要

( 1 ) 蓋坪 （図17 5、 1 - 9 )  

蓋 2点、 身7点が出土した。 蓋 lは天井部に丸 みを持つが 全体 的に 扁平で、 器高のほ ぼ中央に上外方 へ延び る

太 〈 明瞭 な 稜を有している。 2の天井部は口 径に 比して高く丸 みを持 ち、 器高のほ ぼ中央に 回転ナ デにより ツマ

ミ だされた 短い稜を持つ。 身は底部 扁 平で 口 縁部 立 ち上が り が 垂 直に 高く 延 び る もの ( 3 · 4 )と 内傾 す る もの

( 5 · 6 · 7 )、 底部の丸 み が 顕著で、 比較的短い立 ち上が り が 垂直に 延び るもの( 8 · 9 )の大き〈 3 タ イ プが 存

在 す る。 口 縁端部は明瞭 な 段を有す るもの( 3 · 7 · 8 · 9 )と 弱 い沈線を 巡 ら せ るもの ( 4 )、 丸 く仕上げ ら れる

もの( 5 · 6 )とに分 けら れる 。

天井部 ないしは底部 外面の調整は、 稜 ・ 受部 近 く まで回転ヘラケ ズ リを施しているもの( 4 · 6 · 7 )と 天井部 ・

底部の約 1 / 3程度のもの( 2· 3 · 5· 8 · 9 )が あるが、 特に 1は弱 い手持 ち ヘラケ ズ リを施した後 ス リ ケ シ てい

る 可能性も あり 、 古相を呈している。 ま た 稜 ないしは受部の下部に エ具による 沈線を施し、 意識的 な 区画を行 な

っ ているもの( 1· 3 )が ある。 蓋身のセ ッ ト 関係に ついては出土 量が 少 ないため言及できないが、 57号住居址 共

伴の蓋身 ( 2 · 8 )は消 費段階でのセ ッ トとして 該 当 す るであろ う。

5 · 7はそ れぞれ30 · 31号住居址 床面 直上、 6 は1 5号住居址 貯蔵穴より 出土したが、 3はA 4 区検出面で遺構

には伴わ ない。 形 態的特徴から T K2 16 型式 -T K208型式に 併行す る もの( 1 · 3 · 4 )と、 T K208型式-T K 2 3

型式に 併行す るもの( 5· 6 · 7 )、 T K47 型式に 併行す るもの( 2· 8 · 9 )の 3期に分 類できよう。

゜ 10cm 

図175 本村東沖遺跡出土須恵器 （蓋坪） 実測図 (1 : 3 )  
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( 2 )高坪 （図176、 10 · 1 1)

無蓋高坪 2点が出土してい る が、 1 1 は 細 片からの強引 な 復元の

た め、 他器種の可能性が ある。 10の杯部 は 比較 的深 く、 口 縁部 立

ち上が り は外反しなが ら 長 く 延 び ている。 把手 は 稜から 回転ヘラ

ケ ズ リ部 位に付されていた痕跡が 残 る。形 態 的特徴から T K 2 08型

式に 対応するものと 思 わ れる。

( 3 ) 恥 （図177、 12 · 1 3)

ロ 縁部の一部 (12)と体部の一部 (1 3)の破片の みである 。 12の外

反する 口 縁部 は 端部でさ らに上方 へ丸 く ツマミ 上げ ており 、 内側

に 凹 線が 巡 る。 T K208型式併行と 思 わ れる。 1 3 は 小破片で詳細は

不明 。

( 4 ) 壺 ・ 鉢 （図177、 14-20)

全体 が分かるものは 少 な く て 全 て 破片 資料である が、 長頚の直口 壺 5点、 短頚壺 1点、 鉢 1点を図示した。 14

は外面に 退化傾向に ある 凸帯が 巡 り、 その区画帯を粗雑で振幅の小さ な 波状文が 2 条施文される。 15の波状文施

10 

、� �
―—----_ cご...� 

I゚ " ' ,t 
10cm 

I I 

図176 須恵器 （高坪） 実測図 (1 : 3 ) 

文帯に把手 らしき痕跡が 残 る。 16の 口 縁部 は丸 く仕上げ ら れ、 肩 は 張 ら ない。 14- 18 は T K208型式 - T K23型式

併行の要素を持つと 考 え ら れる。 1 9 · 2 0に ついて は 混入の可能性が あり時期 不明 である。
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図177 本村東沖遺跡出土須恵器 （氾 • 壺 ・ 鉢） 実測固 ( 1  : 3 )  
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( 5 ) 器台 （ 図 1 78、 2 1 )

5 号住居址 よ り 出 土 し た も の で

台部破片 の み であ る 。 台 部 は 比較

的浅 く 、 口 縁短部は上方へ丸 く 仕

上げ ら れて い る 。 外面に は 凹 線に

よ っ て 生 じ た 相対的 な 凸帯が 5 本

巡 る 。 外面は平行 タ タ キ 後 ス リ ケ

・シ て い る 。 基部に 残 る ス カ シ切 り

取 り の痕跡か ら 5 方長方形ス カ シ

と 推定 で き る 。 T K 23型式併行 と

考 え ら れ る 。

( 6 ) 甕 （ 図 179、 22 -31 ) 図178 本村東沖遺跡出土須 恵器 （器台） 実測図 ( 1  : 3 )  

ロ 縁部破片 5 点 (22 · 23 · 24 · 25 · 28) と 頚部破片 2 点 (26 · 27) を 図示 し た 。 22 - 24 の 口 縁部 は 穏やか に 外反 し 、

,
＇’

|
 

,．

I
 

ー、

゜ 10cm 

端部が シ ン プルに 角 張 っ て い る が、 23 は 凹 面 を 形成 し て い る 。 こ れ ら は T K216型 式 - T K 208型式に 対応す る も

の と 考 え ら れ る 。 頚部に は粗雑 な 波状文 を 施文す る 26 と 回転ナデのみ の27があ る 。 25は 壺 口 縁部の可能性 も 残 る 。

28は大型 甕 口 縁で、 緩やか に 外反 し な が ら 端部 は 丸 く 仕上げ ら れて い る こ と か ら T K47型式併行 と 見 ら れ る 。 体

部破片 は 75号住居址か ら 出 土 し た 拓影 3 点 を 図示 し た が、 26号住居址か ら も 出 土 し て い る 。 29は平行 タ タ キ 甕肩

部に 凹 線が巡っ て い る 。 30 · 31 は格子状 タ タ キ お よ び内 面 ス リ ケ シ であ る が、 特に31の 内 面 に は 非常 に 細か な青

海波文の あ て具 ら し き 痕跡が残 っ て い る 。 こ れ ら は T K 208型 式 を 下 る こ と は な い であ ろ う 。
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図179 本村東沖遺跡出土須恵器 （甕） 実測図 ・ 拓影 ( 1  : 3 31のみ 原寸）
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2 本村東沖遺跡 出 土須恵器の特質

出土 し た 須 恵器は、 形 態的特徴や製作技法等、 和泉陶 邑窯産 と 近 似 し ている ため、 空 間的 ・ 時間的 ヒ ア タ スは

内包するものの、 と り あえ ず形 態的 な 特徴の みで和泉陶 邑窯編年に 対応させ て その特質を考え て み たい。

出土 し た 須 恵器の胎土は、 肉 眼観察ではある が 基本 的に 全 て 同 じよう な 胎土を持っ ている 。白 色砂粒が 多量 に

含 ま れ緻密である 。焼成はおおむ ね良好 ・ 堅緻である が、 やや軟質の傾向 に ある 。この ことは断面の色調が サ ン

ド イ ッチ状に なっ ている ことか ら も窺え る。 図化 個体の み なが ら 器種組成を み る と 坪蓋 2 . 坪身7 . 高杯 2 . 壺

6 . 氾 2 . 鉢 l ・ 器 台 1 . 甕 10 と な り、 甕が 32.2%、 蓋坪が 2 9.0% と 比重が 大きいことが 看取される 。陶 邑古窯

跡群出土 須 恵器の組成比率では、 開窯期は甕の圧倒的優位が 目 立つものの、 陶 邑窯中 央化の進行に 足並 みを合わ

せ て 蓋杯 生産量の増加傾向が 指摘されている 。本 遺跡においても 図化 し え なかっ た 甕体部 破片の存在か ら、 甕の

組成比率はさ ら に 大き く な るもの と 思 わ れる 。

今 回出土 し た 須 恵器は、 時期 不明なものを除き全 て 陶 邑窯編年 I期の範疇に 入 るもの と 考 え ら れる 。すな わ ち

T K216 型 式か ら T K47 型式 に 限定されるもの と 思料され、 主体はT K 208型式併行 と な ろ う 。T K47 型 式併行以

降 には調査区 近 辺での集落形 成は中 絶するもの と 思わ れる 。ま た、 須 恵器を出土する住居のはと ん ど に カマド が

設置されている 。浅 川 扇状地 における カマドの出 現が、 当 地に T K208型 式併行の須 恵器が出 現する時期を そ う前

後 し ない頃であろ う と 推定される 。

本 遺跡出土 須 恵器の生 産地同定に 関する 興味深 い特徴が 看取できた 。甕 ( 31)体部 内面 には、 丁寧 に ス リ ケ シさ

れてはいるものの青海波文 ら しき痕跡が わ ずか に 認め ら れ、 非常 に 細か な 同心 円 幅の単位を推定できる 。こ れが

木下氏によっ て 指摘された松 ノ 山 窯製 品の 2 種 ある 調整の内の一つ に 近 似する とすれば （木下1 992)、 関連性が 窺

えよう。 た だ し 松 ノ 山窯は、 短期 間操業である と 推測される こと や、 焼成が 軟質で燈褐色を呈 し ている 遺物が、

T K47 型 式か ら M T 15 型 式 に 対応する と 考 え ら れている こと等、 単純に 比定できない現状が ある 。しか し なが ら

善光寺平 における 初期 須 恵器の出土 例増加や 、 その製作技法か ら 初期 須恵器 窯の存在が 推定されており、 本 遺跡

出土 資料も そ れを裏付ける 存在である 可能性を有 し ている 。

3 本村東沖遺跡 出 土古式須恵器の提起 す る 問題

浅 川 扇状地における古式須恵器の類例を関連付けて 考 え て み たい。牟礼バイ パ ス B 地点 遺跡 1 · 3 · 4 · 12·

1 3·14号住居址は、 杯 ・ 壺を中心 とする T K 2 16 型式か ら T K 2 3 型式併行の須 恵器 （図180) を出土 し、 本 遺跡 と

同様に各住居址 に 数点 という状況である （横 山 1 986 ) 。下宇木遺跡 5 号住居址 出土杯 蓋 （図 18 1) はT K208型式に

対応するもの と 考 え ら れる （矢口 他 1 9 91) 。ニツ 宮遺跡 F M l 区 9 号住居址 出土の無蓋高杯 • 大型恥 （図 181) は

王 . Eい 2 三二� 3 �

� 
亡ー 、

8
―-

11 

図180 長野市牟礼バ イ パス B 地点遺跡出土須恵器実測図 ( 1  : 4) 
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図 181 下宇木遺跡 5 号住居址 ( 1 ) 、 ニ ツ 宮遺跡 F M l 区 9 号住居址出 土須恵器実測 図 ( 1  : 4 )  
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図182 地附山古墳群上池 ノ 平 3 号墳出土須恵器実測 図 ( 1  : 4 )  
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図183 地附山古墳群上池 ノ 平 2 号墳出土須恵器実測図 (1 : 4) 

和泉陶 邑窯製品に近 似し、 T K23型式併行と 考 え ら れる。 これら浅 川 扇状地全 域において 複数型式に亘 る 古式須

恵器を数点 所有する 住居址 が 散見される状況は、 どのよう な 政治的背景に起 因するものであろ うか。

地附山古墳群は、 盟主的 な 地 附 山前方 後 円 （方 ） 墳と 上池 ノ 平 1 -6 号 墳から構 成される （青木他1 988)。 眼下

に展開する本 遺跡とは、 約300m もの比高差を有し浅 川 扇状地を眺望する。 この う ち上池 ノ 平 3号 墳はT K23型式

併行の蓋坪 •高坪を主体とする 一群 （図 182) が 遺棄されていた。 2号 墳の土器 埋納坑出土 須 恵器の一群 （図 183)

は、 蓋杯 • 有蓋高坪を主とする T K47 型式併行と 見 ら れる。 しかし上池 ノ 平 古墳群 出土の須恵器群はいず れも T

K208型式から T K47 型式の要素を 含 む型式幅を 有しており、本 村東沖遺跡資料と ほ ぼ合致するもののわずかに後

出する 感が ある。 胎土は白 色砂粒を 多量に含 み、 本 遺跡と 同 じ 可能性も 考 え ら れる。 た だ上池 ノ 平 2 · 3号墳 出

土 須 恵器の胎土分 析によると 「大阪陶 邑産の可能性が高い」 と あり 、 前 述した在 地窯存在に否定的根拠と なって

いる。 以上の ことから 地附 山古墳群と本 遺跡は、 全 く 無関係である 要素は少 ないと 思 わ れる。 古墳に葬 ら れたで

あろ う 中 小首長と 何 らかの関係で結 び付いていた 人 々の生 活域の所在について、 一つの有力 な 候補地として本 遺

跡を挙げ る こと が出 来よう。

古式須恵器の流入あるいは須恵器 生 産の導入に関して、 和 泉陶 邑窯を 掌握していた 畿 内勢力と各地域の政治勢

力との動向は、 きわめて 密接 な つ なが りを持っている ことは既に先学の成果によると ころである。 ともすれば、

陶 邑窯産製品 的 な形 態 的特徴を 有する浅 川 扇状地における古式須恵器の存在が、 当 地一帯を 支配 していた中 小首

長の政治的卓越を仮想する 一助にな りはしないか。

善光寺 平 全 域に目を 向けて みよう。 善光寺 平 北部 中 野市域では最 近 長 野県埋蔵文化 財 セ ン タ ーによる 県道 パ イ

パ ス 造成に伴う 栗林遺跡の発 掘調査で古手の須 恵器が出土しているという。 詳細は正式報告を待ち たいが 初期 須

恵器と 見 ら れており、 付近に存在する T K2 16 型 式併行の無蓋高坪 ・ 肥を出土した 七瀬古墳群 第 5号 墳との な ん ら

かの関連が 考 え ら れる。 古墳出土 例では このほか金鎧 山 古墳、 紫岩古墳が ある。 善光寺 平 南部 千曲 川 右岸では森

2号 墳、 古墳 以外の可能性が ある 四 ツ 屋祭祀 （古墳 ） 遺跡 、 城の内遺跡が 挙げ ら れる。 これら 出土 須恵器 （陶質
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図184 湯谷古墳群第 1 号墳出土須恵器実測図 (1 : 4 12· 13の み 1 : 8 )  

土 器） の詳細につ い ては既に木下氏の論考が ある （木下前掲） 。上記 2 地域には若干後 出する 問題が 残 るものの、

浅 川 扇状地を含めた 3 地域が いかな る 政治的情勢の中にあったのか輿味は尽きな い 。

この他大きな 問題点として、 調査区 周 辺ではT K47型 式以降集落形 成が 中 絶するであろ う ことは前 述したが、

本 遺跡の北方 約800mに所在した 湯 谷古墳群 第 1号墳からは、 T KlO型式新段階から T K43型式併行およびそ れ以

降の須恵器の一群 （図184) が 出土して い る （矢 口 他 1 98 1) 。この半世紀以上の空 白、 さ らに本 遺跡で次代に集落

が 営 まれる 奈良 • 平 安時代 までの間隔を どのようにと ら え る べきであろ うか。

以上思 い つ く ま ま問題点を列挙したに過 ぎ な いが、 詳細は今後 事例 の蓄積を待つより 他は な い 。浅 川 扇状地の

み な ら ず 、 善光寺平での初期 須恵器の在 り方につ い て、 内在する 問題点は 多 い。

（飯 島 哲也）
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「 第6 章和泉陶 邑窯出土 遺物の時期 編年」 『陶 邑III』 大阪府教委

「須恵器生 産の諸段階 地方 窯成立に関する 一試考」 「考古学雑誌』 第67巻第 1号

「信濃国で須 恵 器が 用 い ら れ始めた 頃」 『信濃』 第40巻 第 4号

『湯 谷古墳群 • 長 礼 山 古墳群 • 駒 沢新町遺跡』 長 野市教委

『地附 山 古墳群 』 長 野市教委

『 栗 田 城 址 • 下宇木遺跡 ・ 三輪遺跡 ( 2 ) 」 長 野市教委

「 1 古墳 時代中 期須恵器につ い て 」 『浅 川 扇状地遺跡群 牟礼バ イ パ ス B - D 地点 』

長 野市教委
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5 本村東沖 遺 跡 出 土の祭祀遺物

( 1 )  36号住居址 出土の石 製 模 造 品について

36号住居址からは石 製模 造 品が 125点出土している。 すべ て 滑石 製の未製品である。 そして 125点いず れにも 両

面に擦痕が み ら れている が 、 穿孔されたものは 1 例も な く、 石 製 模 造品 製作工程の う ちの研磨段階に位置する 未

製 品と 理解でき る。 未製品である ため、 その器種の区 別は容易では ないが、 管 見によれば 1 - 98 までは剣形 品、

9 9 -120 までが 勾玉、 そして 121 - 125 までは有孔 円板のそ れぞれ未製品では ないかと 考 え ら れる。 剣形 品に含めた

う ち6 2は有孔 円 板の可能性も あろ うか。 いず れにせよ剣形 品、 勾玉、 有孔 円板の 3 種が 認めら れているのである。

この う ちで最も数が 卓越しているのは剣形 品であるが、 剣形 品については 『神坂峠』において 椙 山 林継氏が A 類 ・

B 類·C 類の 3 種に分 類している 四 つ ま り 両面に鏑を有するものを A 類、 片面に鏑を有し、 他面は水平であるも

のを B 類、 両面と も 鏑が な く て 水 平であり 板状を呈するものを C 類と分 類した わけである が 、 本 址の例はいず れ

も C 類に該 当し、 しかも ほと ん ど柄部 が 失 わ れて 剣 身部の みしか認め ら れない。 長さや幅には個体 差が み ら れる

ものの、 厚さは研磨段階にある せいなのか、 0 . 2 - 0 . 4mmと ほ ぼ均ーである。 ま た 勾玉についてもすべ て 扁 平 円板

状を呈するものである。 有孔 円 板については、 そも そも 有孔 円 板 自体 が 「 円形が 比較的 多いが時には楕 円形 や、

不整多角形、 方形、 長方形等が あっ て、 そ れらを一括して 有孔 円板と 呼ぶのは些か不 当である 」 (2)との大場磐雄氏

の指摘にも あるように、 その形状の多様性の ため、 と り わけ未製品の識 別は難しく、 本 址の場合も剣形 品である

可能性も残されていよう。

さ て、 本 址は石 製 模 造 品の未製 品が 多量に出土している こと、 ま たおそ ら く研磨作業に用いら れたと 思われる

砥石 が 共伴している ことから 、 石 製 模 造品の製作工房 址としての性格が 色濃い。

寺村光晴氏によれば、 石 製模 造品の製作遺跡には、 石 製 模 造品の みを 製作している 遺跡 （以下、 これを石 製模

造 品 製作A 類型遺跡と 呼ぶ） と、 碧玉質玉類とともに石 製 模 造品も 製作している 遺跡 （以下、 これを石 製模 造品

製作 B 類型 遺跡と 呼ぶ）の 2 つの類 型に大 別でき るという (3)。 そして石 製 模 造品製作B 類型遺跡では、 単位集団内

の時期を 同 じ くする 竪穴のはと ん どすべ てが 生 産に関係し、 工房 址 群として把握されているのにたいして 、 石 製

模 造品 製作A 類型遺跡は、 単位集 団 内のいく つかの特定竪穴 内においての み 製作が 実施されている 場合が 多いこ

とを指摘する。 本 遺跡は石 製模 造 品 製作A 類型遺跡として 理解でき、 そして 工房 址として 認めら れるのは36号住

居址の みである。

しかしなが ら本 址には他の石 製模 造 品 製作遺跡とは異 な る点が み ら れるのも事実である。 寺村氏は石 製 模 造品

の製作工房 址には次のよう な 特徴が あげ ら れるという。

①工房 址は大 きさ、 形 態 な どにおいて、 当 該期の竪穴 住居と な ん ら 異 な ると ころが ない。

② 壁 玉質玉類製作のエ房 址において 検出されている 工作用ピッ トのよう な 顕著さを示さ ないものの、 同様 な 意

義を有するであろ うと 推定される 大型ピッ ト が 存在する。

③石 製 模 造 品 製作 A 類型遺跡においては、 一般には剣形 品 、 有孔 円 板、 臼玉の 3 種および これに勾玉を 加 え た

4 種が 製作されている。

な どである。 本 住居址では平面プランが 7.30X 7 .50mと やや大型では ある が ①についてははは当 ては ま っ ている。

しかしなが ら ②については 間仕切り溝によっ て 区画された 高さ10cm ほ どのベ ッ ド 状部分は検出されているものの、

工作用ピッ トは見 当 た ら ない。 ま た エ房 址にはつ きものの原石、 剥片 、 屑片 な ども ま っ た く 検出されていない。

一方、 石 製 模 造 品の組成に関しては、 剣形 品を中心として 有孔 円板、 勾 玉が 見 ら れるものの、 臼玉の出土は 認め

ら れていない。
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以上のように本 址からは、 ( 1 ) 原石 や剥片等が 認められないこと、 ( 2 ) 工作用ピッ ト も 検出されていないこと、

な どが 指摘できる わけだが 、 これは本 址では荒割および形 割作業は行わ れていなか った ことを示すものであろ う。

しかしながら本 址には砥石の出 土 が 確認されている。 砥石 および未穿孔の石 製 模 造品と いう 二者の存在は、 つ ま

り本 址に おいては石 製 模 造品 製作工程の う ち研磨作業が 行わ れていた ことを想 定させ る。 とする ならば本 址では

研磨作業の みを行 っていた ものと 理解する こと ができないだ ろ うか。 いう な れば研磨作業工房 址とでもいうべき

住居址であろ うか。 研磨作業の後 、 引き続いて本 址で穿孔作業が 行わ れたのか ど うかは不明である が 、 125点が 全

く 同 じ 作業段階に ある ことは、 穿孔作業は ま た 別 な 場所で行わ れていた可能性 も 十分に 考えられる。 さらに 推測

を 重 ね れば、 本 遺跡に おいては 各工程段階 ごとに 異 な った 工房 址で作業が 行わ れたのでは ないかという仮説 も 立

てられよう。 も ち ろ ん、 そ も そ も本 址を 工房 址としてとら え る ことに 無理が あるのか もしれない。 しかしながら

穿孔以前の多数の未製 品が出土している こと、 ま た 砥石 も 伴出している こと な どを 踏 ま え れば、 その規模の大小

はと も あれ工房 址として 理解するのが 自 然であり、 石 製模 造品の製作にはある 種の分 業が 行わ れたという こと も

看過できない可能性として 考慮すべき問題では ないだ ろ うか。

したが って、 筆者は本 址を石 製 模 造 品 製作工房 址として 理解したい。 しか も ここでは研磨段階の み が 確認され

る ものであり、 本 遺跡に おける石 製 模 造 品 製作にはある 種の分 業が 存在していたのでは ないかという仮説を提出

しておきたい。 最後に 剣形 品に ついて 考察して み たい。 本 址では剣形 品の出 土 が きわめて 多い。 寺村氏によれば、

石 製模 造 品 製作 B 類型 遺跡では、 剣形 品の出 土を み ないと いう。 ま た 佐々 木幹雄氏は、 剣形 品が 有孔 円板とと も

に 長野 県 以東か つ太平 洋岸に 密集している ことを指摘する 叫 寺沢知子 氏は千葉県を例に あげ ながら、 有孔 円板と

剣形 品は 「盛行期は和泉期に 認めら れ、 遺跡の動態から み て も、 和泉期の集落形 成開始に 特にかか わ った、 歴史

的意義を 見いだしう る 祭祀具であった可能性 」を想 定している (5
)。 このように 剣形 品には他の石 製模 造品と 比べ て

その生 産 及 び分 布 • 動態に 特徴が 見られる。 現在の筆者にはその持つ意味を論ず る ことはできないが、 本 址 が そ

の剣形 品を中心に 生 産していた ことを踏 ま え れば、 本 址の性格を理解する上で も 興味深 い視点である ことを示唆

しておきたい。

以上、 36号住居址から出 土した石 製 模 造 品の考察を行 ってきた。 本 址は 5 世紀第 III 四 半期から第 IV四半期に 比

定される わけだが、 同 じ浅 川 扇状地遺跡群ではT K216 型式および T K 208型 式段階の牟礼バ イ パ ス B 地点 遺跡 な

どで石 製 模 造 品の出 土を み る。 善光寺平は県 内で も石 製 模 造 品を出土する 集落遺跡が 多 く みられる 地域である。

生 産遺跡としての本 遺跡が 調査された ことにより、 今後はより 有機的 な 研究が期 待される。 本 遺跡はその大きな

鍵を握 る 遺跡として、 きわめて 重要 な 位置を 占める ことに な る だ ろ う。
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( 2 ) 大場磐雄 1 96 2  

( 3 ) 寺村光晴 1 980 

( 4 ) 佐々 木幹雄 1 985 

( 5 ) 寺沢知子 1 990 

（桜井 秀雄）

「 第三章神坂峠出土 遺物の研究 第一節石 製 模 造 品 」 『神坂峠』 阿智 村教委

［武蔵伊興J 國學院大学考古学研究報告第 2 冊

『古代 玉作形 成 史の研究J 吉 川 弘文館 以下寺村氏の引 用は これによる

「子持勾玉私考」 「古代 探叢J II  

「石 製 模 造 品の出 現」 『古代 j 90 

- 1 96 -



表22 石製模造品未製品計測表①

番 号 器 種 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 材 質 重 さ (g )

1 剣 3 . 7  2 . 3  0 .2 滑 石 4.0 

2 剣 2.1 1 .  7 0.2 滑 石 1 . 4 

3 剣 3 .2 1.8 0.3 滑 石 3.0 

4 剣 1. 9 1 .  7 0.2 滑 石 1. 3 

5 剣 3 .0 2 . 5  0.2 滑 石 3.6 

6 剣 2.2 1 .  5 0.3 滑 石 1 .  5 

7 剣 2.8 2.2 0.3 滑 石 2 . 8  

8 剣 2.0 2.0 0.3 滑 石 2.3 

， 剣 3 . 9  2 . 4  0.3 滑 石 4.6 

10 剣 3 . 8  1 .  7 0.3 滑 石 3 .6 

1 1  剣 2 . 8  2 . 0  0.2 滑 石 2 .3 

12 剣 2 .6 1 .  7 0.2 滑 石 1. 8 

13 剣 2.7 2.0 0.3 滑 石 2 . 5  

14 剣 2 .2 1 .  7 0.3 滑 石 1 .  7 

15 剣 1 . 5  1 .  6 0.3 滑 石 1.0 

16 剣 2.1 1 .  4 0.3 滑 石 1. 2 

17 剣 1 . 8  1 .  7 0.3 滑 石 1.2 

18 剣 2 .0 0.9 0.3 滑 石 1.0 

19 剣 2 .2  1.3 0.3 滑 石 1.1 

20 剣 2 .2  1 .  5 0.2 滑 石 1. 3 

21 剣 1 .  3 1 .  7 0.2 滑 石 0 . 8  

22 剣 2 . 4  1 .  6 0.3 滑 石 1. 7 

23 剣 1 .  9 1 .2 0.3 滑 石 1.2 

24 剣 2 . 2  1. 5 0 .2 滑 石 1 .  4 

25 剣 2 .3 1 .  7 0 .2 滑 石 l. 7 

26 剣 1 .  7 1 .  2 0 .3 滑 石 0 . 5  

27 剣 2.2 1 . 4  0 .3 滑 石 0 . 9  

28 剣 2.0 1.3 0.3 滑 石 1.1 

29 剣 2.2 1.4 0.3 滑 石 1.0 

30 剣 1 .  3 1 .  2 0.3 滑 石 0.5 

31 剣 1. 7 1 .0 0.3 滑 石 0 .6 

32 剣 1. 6 1.6 0.2 滑 石 1.0 

33 剣 2.3 1 .  4 0.2 滑 石 1 . 0 

34 剣 2.1 1. 3 0 .3 滑 石 1.4 
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表23 石製模造品未製品計測表②

番 号 器 種 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 材 質 重 さ ( g )

35 剣 2 . 1  1 . 4  0 . 2  滑 石 1 . 4  

36 剣 1 .  7 1 . 3  0 . 2  滑 石 1 . 0  

37 剣 2 . 2  1 . 5 0 . 3  滑 石 1 . 1  

38 剣 2 . 0  1 . 4  0 . 3  滑 石 1 .  4 

39 剣 1 . 8  1 .  7 0 . 2  滑 石 1 . 3  

40 剣 2 . 7  2 . 2  0 . 3  滑 石 2 . 3  

4 1  剣 1 .  7 1 . 4  0 . 3  滑 石 0 . 8  

42 剣 1 . 4 1 . 5  0 . 2  滑 石 0 . 8  

43 剣 2 . 2  1 . 3  0 . 2  滑 石 1 . 2  

44 剣 2 . 1  1 .  7 0 . 3  滑 石 1 . 6  

45 剣 1 .  5 1 . 0  0 . 2  滑 石 0 . 6  

46 剣 1 . 9 1 . ·4 0 . 3  滑 石 1 . 3  

47 剣 2 . 3  1 .  7 0 . 4  滑 石 1 . 3 

48 剣 2 . 0  1 . 4  0 . 4  滑 石 1 . 1  

49 剣 1 . 6 1 . 0  0 . 2 滑 石 0 . 8  

50 剣 2 . 0  1 . 6  0 . 3  滑 石 0 . 9  

51 剣 1 . 8  1 . 6  0 . 3  滑 石 1 . 5  

52 剣 1 .  3 1 . 4  0 . 3  滑 石 0 . 5  

53 剣 1 . 8  1 .  3 0 . 2  滑 石 0 . 9  

54 剣 1 .  9 1 . 1  0 . 2  滑 石 0 . 9  

55 剣 1 . 4  1 . 4  0 . 2  滑 石 0 . 2  

56 剣 1 . 0  1 . 1  0 . 2  滑 石 0 . 5  

57 剣 0 . 9  0 . 9  0 . 2  滑 石 1 .  7 

58 剣 2 . 6  1 .  4 0 . 3  滑 石 1 . 0  

59 剣 2 . 2  1 . 2 0 . 3  滑 石 1 . 0  

60 剣 1 .  7 1 . 4  0 . 3  滑 石 0 . 9  

61 剣 1 . 8  1 . 5  0 . 3  滑 石 1 . 1  

62 剣 1 . 8  1 .  7 0 . 3  滑 石 0 . 6  

63 剣 2 . 2  0 . 6  0 . 3  滑 石 1 .  4 

64 剣 2 . 1  1 . 6 0 . 3  滑 石 1 .  2 

65 剣 1 .  7 1 . 6  0 . 3  . 滑 石 1 . 4  

66 剣 2 . 2  1 .  7 0 . 3  滑 石 1 . 5  

67 剣 2 . 3  1 . 3  0 . 3  滑 石 0 . 7  

68 剣 1 .  7 1 . 2 0 . 2  滑 石 1 . 4  
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表24 石製模造品未製品計測表③

番 号 器 種 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 材 質 重 さ (g)

69 剣 2.6 1.8 0.3 滑 石 2 .2 

70 剣 2 .1  1 .1 0.2 滑 石 0.7 

71 剣 1 .  7 0.9 0 .3 滑 石 0.4 

72 剣 1.8 0.8 0.3 滑 石 0 . 4  

73 剣 2.7 1.4 0.3 滑 石 1.8 

74 剣 1. 6 1 .  5 0 .3 滑 石 1 . 0  

75 剣 2.3 2.6 0.4 滑 石 2 . 7  

76 剣 1.1 1.0 0.3 滑 石 0 . 4  

77 剣 1. 7 1.5 0 . 4  滑 石 1.0 

78 剣 2.0 1. 3 0.3 滑 石 0.8 

79 剣 2.1 1.5 0.3 滑 石 1.3 

80 剣 1. 3 1.2 0.3 滑 石 0.6 

81 剣 2.3 0.9 0.3 滑 石 1.0 

82 剣 2.3 1.1 0.3 滑 石 1.0 

83 剣 1 . 8  1 .3 0.3 滑 石 1.2 

84 剣 1 .  9 1.3 0.4 滑 石 1.9 

85 剣 1. 9 1.1 0.2 滑 石 0.8 

86 剣 2.2 1. 4 0 .3 滑 石 1.3 

87 剣 2 . 4  1.1 0.2 滑 石 0.9 

88 剣 1. 9 0.9 0.2 滑 石 0.4 

89 剣 1 .  9 0.7 0.2 滑 石 0.6 

90 剣 1.8 1. 3 0.2 滑 石 0.9 

91 剣 1. 7 1 . 0  0.2 滑 石 0.5 

92 剣 1.8 0.9 0.2 滑 石 0.6 

93 剣 1. 5 1.5 0.3 滑 石 0.9 

94 剣 1 .  6 1 .  4 0 .2 滑 石 0.7 

95 剣 1. 5 1.1 0.3 滑 石 0.7 

96 剣 1. 6 1.0 0.2 滑 石 0.5 

97 剣 1. 5 0.8 0.2 滑 石 0.3 

98 剣 1 .  4 0.9 0.2 滑 石 0.3 

99 勾 玉 4. 0 1 .  5 0.2 滑 石 3.5 

100 勾 玉 3.8 2.0 0.2 滑 石 4.2 

101 勾 玉 3.1 1. 6 0.2 滑 石 2.8 

102 勾 玉 2.7 2.1 0.2 滑 石 1.5 
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表25 石製模造品未製 品 計測表④

番 号 器 種 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 材 質 重 さ ( g )

103 勾 玉 3 . 1  1 .  9 0 . 2  滑 石 3 . 4  

104 勾 玉 2 . 2  2 . 0  0 . 2  滑 石 1 .  5 

105 勾 玉 2 . 7  1 .  7 0 . 2  滑 石 2 . 1  

106 勾 玉 3 . 2  1 .  7 0 . 3  滑 石 2 . 9  

107 勾 玉 2 . 5  1 . 1  0 . 2  滑 石 1 . 4 

108 勾 玉 3 . 0  1 . 3  0 . 3  滑 石 1 . 8  

109 勾 玉 3 . 3  1 .  7 0 . 3  滑 石 3 . 1  

l lO  勾 玉 2 . 2  1 . 4  0 . 3  滑 石 1 . 0 

1 1 1  勾 玉 2 . 3  1 . 3  0 . 3  滑 石 1 . 0  

1 12  勾 玉 2 . 6  1 . 4  0 . 3  滑 石 1 . 5  

113  勾 玉 2 . 4  1 . 4  0 . 3  滑 石 1 . 1  

1 1 4  勾 玉 1 .  7 1 . 1  0 . 2  滑 石 0 . 6  

1 15 勾 玉 1 .  9 1 . 5  0 . 2  滑 石 0 . 9  

116 勾 玉 1 . 6  1 . 0 0 . 2  滑 石 0 . 6  

1 17  勾 玉 2 . 7  1 . 5 0 . 3  滑 石 2 . 5  

118  勾 玉 1 . 6  2 . 3  0 . 3  滑 石 1 . 4  

1 19 勾 玉 3 . 0  1 . 6  0 . 4  滑 石 2 . 2  

120 勾 玉 1 .  7 0 . 9  0 . 2  滑 石 0 . 5  

121  有孔円板 1 .  7 2 . 3  0 . 3  滑 石 1 . 8 

122 有孔円板 2 . 3  2 . 0  0 . 3  滑 石 2 . 3  

123 有孔円板 2 . 3  2 . 0  0 . 3  滑 石 2 . 1  

124 有孔円板 2 . 9  1 .  7 0 . 3  滑 石 3 . 0  

125 有孔円板 2 . 0  1 . 5  0 . 3  滑 石 1 . 3  
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( 2 ) 子持勾玉

31号住居址から 滑石 製の子持勾玉が 1点出土している 。

10c m ’’’’’’ ' '  

こ れは頭 • 尾部の両 端 が 尖 り 全体 的にバナ ナ状を呈して

おり 、 断面形 は 円形に近 い楕 円形である 。背部に4 個、

両側面に 3 個づつ、 腹部に 1 個の突起を 有している 。突

起部分 は破損を受けているものが 多いが 、 突起は そ れぞ

れ独立している ことが分かる 。しかし背部 や側面部の突

起は完全 な 小勾玉状には仕上げ ら れて はいない。背部 、

側面部の突起は長さ1.5-1. 7cm 、 高さ0.2-0.4c m 、 厚さ

0.5-0. 7cmである 。腹部の突起は 長さ2.4c m 、 高さ1.8cm 、

厚さ0.8cmと なっ ている 。全長 は6.9cm 、 各突起部を含め

た幅は 3.2cm 、 厚さ1.6cmを測 る 。穿孔 は 両面から なされ、

孔径は 0.5cmである 。重さは5 9. 3 gを測 る 。全体 的に丁寧 図 188 31号住居址出土子持勾玉実測図

な つ く りと なっ ている 。佐野大和 氏の分 類によれば a 類に該 当すると 思 わ れ、 古い段階に属するものである 叫 倉

林箕砂斗氏によると 日本 海側 地域にこのタ イ プの子持勾玉が 比較的 多 く分 布しているという ことである が 、 こ れ

は地域的にも興味深 い指摘である (2\

と こ ろで子持勾玉の年 代 観 は佐野大和氏による形 態分 類に基づ くものが 代 表的 だが 、 近 年では 佐々 木幹雄氏(3)

や大平 茂氏叫こよっ て 編年が 進め ら れており 、 子持勾玉の出 現は 5 世紀中 葉に位置付けら れ、 6 世紀 代に盛行し、

そして 7 世紀代 まで認 め ら れる ことでほ ぼ見解は 一致して き ている 。本 例 は T K208型式の須恵器と 伴出している

ことから 5 世紀後 半に比定でき る だ ろ う 。

子持勾玉論の現状

①出土状況について

佐々 木幹雄氏によれば1 985年段階において 全国で300余点の出土が 確 認されるという 。従来、 子持勾玉は 単独出

土が 大半であったため、 「考古学上のス フ ィ ン ク ス 」 (SJとも 呼ばれる ほ ど その性格が つかめ ない遺物であったが 、

近 年になっ て 子持勾玉の出土 例が 増加するに伴い、 多様 な出 土状況を示すことが明 らかと なっ て きた 。そ れらを

単独出土や神社境内出土の例を除いて 簡単に整理すると 、

A 古墳

B 祭祀遺 跡

C 豪族居館

D 住居址

E 溝

F 井戸

大阪府 カ ト ン ボ 山古墳 、 な ど

福 岡 県 沖 ノ 島祭祀遺跡 ( 4 号 . 8 号・21 号 ） 、 な ど

群 馬 県 三 ツ 寺 I 遺 跡、 群馬 県 原之城遺跡、 な ど

佐 賀 県 下石 動遺 跡 S B 24、 群馬 県伊勢崎・東流通団地1-1 1-5号住 、 な ど

大阪府深 田 遺 跡、 群 馬 県上滝遺跡、 な ど

奈良県藤原宮 S E 1 300、 な ど

と分 類でき る 。この こと は 豪族層から 民衆層にいた る まで階層を越 え て 、 様々 な 祭祀行為において 用いら れてい

た祭祀遺物である ことを示している 。つ ま り 子持勾玉は特定の階層 や特定の祭祀に用いら れたのでは ないことが

理解できよう 。そして この出土状況 はいみ じ くも石 製 模 造 品の場合と ほ ぼ同 じ 様相を呈しているのである 。した

がっ て 、 本 例のよう な住居址 出土例 は数はいま だ少 ないが 例外的 な 存在と はいえ ず、 そ こに意義を 見出さね ば な

ら ないのである 。長 野県内を み て み ると その大半が 単独出土であるが 、 住居址 出土として は 、 後 世の投げ込みで
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ある 可能性も ある が 塩尻市平 出 遺跡42 号住居址の例、 ま た最 近では長 野市榎 田 遺跡でも 認めら れている 。

②分 布について

佐々 木幹雄氏は子持勾玉は 「五 • 六世紀代においていわ ゆ る 大和 政権の何かし らの影響下にあった 地域ではは

と ん ど出土 が 認め ら れ」、 さ らに分 布にはいく つかの密集地が存在 す る ことを指摘す る 。そ れによれば ( 1 ) 茨城県

南部と 千葉県北部、 ( 2 )群 馬 県東南部、 ( 3 ) 長 野県中 南部、 ( 4 ) 奈良盆地東部 と 大阪府南部、 ( 5 ) 鳥取県と 島根

県東部、 (6 ) 広 島 県東南部、 (7 )北九州地域 な どであるというが、 筆者は こ れに本 遺跡を含む善光寺平 も 加 え る

べきだと 考 え る 。な ぜ な ら こ こでは単独出土ではある が、 長 野市西寺尾から 3点 、 長 野市下横 田 1点 、 長 野市平

林から 1点が 認めら れ、 本 例と あわせ て 6点が 出土している 。ま た 榎 田 遺跡から も出土が 確認されている 。さ ら

に参考資料ではある が 長 野市玉依比売命神社所蔵 品として 9点が 認め ら れる ことも 見逃すわけにはいかない。

佐々 木氏は ま た、 こ うした 子持勾玉の分 布は石 製模 造 品 製作遺跡の分 布ともよく 似 ている ことも論 じ ているが、

こ れも本 遺跡が石 製 模 造 品製作遺跡として 理解できる ことから も 注 目 すべき事象であろ う 。

③祭祀小考

さ て 「考古学上のス フ ィ ン ク ス 」 ともいわ れる 子持勾玉の祭祀の実態をつかむ ことは容易では な 〈 、 籠者の能

力を超 え ている が、 こ こでは簡単に研究史を振 り 返 り、 私見を述 べ たい。

子持勾玉については、 梅原末治氏のように魚類の豊富を期 待す る ために魚の形を シ ン ボライ ズせしめたと す る

魚形起源説、 その形状が 蚕に似 ている ことから 養蚕に関 わ る 祭祀遺物と 考 え た 近 藤喜博氏の蚕起源説、 銅鐸にそ

の起源を 求める 直良信夫氏の説 な ども 見 ら れる が、 今 日に至 る までも っとも大きな 影響を 与 え ているのは大場磐

雄氏の説である 。大場氏は子持勾玉はあく までも 勾玉形を基本と す るものであると 理解し、 「子持勾玉の発生は、

古墳時代中期に滑石 製遺物の一群中から、 祭祀用 品が分 離したと き、 勾 玉に対す る 呪力を強化して 同形の子を付

着させ たものが その発想であった 」 とい う (6) 。大場氏の この、 い う な れば 「勾玉呪力 強化 説」は寺村光晴氏や佐野

大和氏 らによっても継承されてい る が、 近 年佐々 木幹雄氏は 「子持勾玉とは古墳時代中期にみ ら れた祭祀形 態の

変化に伴い、 呪力 あるものと 考 え ら れた 勾玉にさ らに呪力 ある 子勾玉を付け、 単に呪力の倍化 だけでは な く 、 全

く 新しい観念、 つ ま り 呪力の生 成 ・ 化 成 • 増殖、 転 じ て 多産 • 豊穣 ・ 増福 な どの意義をも たせ、 つ く り 出された

もの」 とさ らに論を発 展させ ている 。

筆者も 基本 的には 「勾玉呪力 強化 説」 を支持したい。子持勾玉を理解す る ためにまず考 え な く てはいけないこ

とは佐野大和 氏によっても指摘されているように、 子持勾玉が 「滑石 製品」 であるという ことである 。つ ま り石

製模 造 品とは切 り 放し て 理解できないのである 。子持勾玉の密集地と石 製 模 造 品 製作遺跡の分 布が 非常に近 似し

ているとい う 佐 々 木氏の指摘や、 ま た その出土状況 が石 製 模 造品の場合と きわめて 類似している ことから も推し

測れる だ ろ う 。ま た 子持勾玉の分 布が 大和政権の影響と 大きく 関係す ると 考 え ら れる ことも石 製 模 造品の場合と

同様である 。このことは子持勾玉が 全 く 異 な った 祭祀遺物 なのでは な く 、 石 製模 造 品と深い関連性を有している

ものである ことを 認 識させ る 。ごのよう な 関連性から 考 え て み るに、 子持勾玉はやは り 勾玉を 原形にしていると

理解すべきであり、 と す る な ら ばやは り 「勾玉呪力 強化 説」 がも っとも妥当であろ う 。しかも石 製 模 造品祭祀と

つ なが りの深いものである ことを指摘できる 。桐原健氏は玉依比売命神社での児玉石 神事に 「三ツ石 」 といわ れ

る 3点の子持勾玉をは じめとして、 9点が 重要 な 役割を果 たしてい る ことから、 子持勾玉には豊穣と 関連す る 性

格が存在している ことを論 じ ている が (7)、 こ れな ども 「勾玉呪力 強化 説」 とも 関連した 大変興味深い見解である 。

しかしなが ら、 そ れでは なぜ勾玉の持つ呪力を 強化 ・ 倍化させねば な ら なかったのか、 その理由はいまだは っき

りしない。ま た 近 年 その出土 数が 増 え ているとはいえ、 300余個とい う 僅少さは一体 な ぜ なのか、 さ らに石 製 模 造

品祭祀とはど こが 違 うのか、 は たしていかな る 祭祀集団によって 営 ま れたのか、 な ど その祭祀がいかな るもので
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あったのか実態はい まだ霧の中にある と い えよう。 しかし なが ら本 例はその解明のための一 資料 と な る ことは 間

違いな いのである。

（桜井 秀雄）

引 用 参考文献

( 1 ) 佐野大和 1 97 2  「子持勾玉」 『神道 考古学講座』 第三巻 雄 山 閣 以下佐野の引 用は これによる

( 2 ) 倉林慎砂斗 1 984 「IV 付篇 子持勾玉」 『横滝 山廃寺跡発掘調査概報 第 3 次調査』 寺泊町教委

( 3 ) 佐 々 木幹雄 1 985 「子持勾玉私考」 『古代 探叢』 II 以下佐々 木の引 用は こ れによる

( 4 ) 大平 茂 1 98 9  「子持勾玉年代 考」 『古文化 談叢』 第21集

( 5 ) 佐野大和 ( 1 ) 文献

( 6 ) 大場磐雄 1 962 『武蔵伊興』 圃學院大学考古学研究報告第 2 冊

(7 ) 桐原 健 1 988 「古墳時代の信仰 と 葬制」 「長野県史』 考古資料編 ( 4 ) 遺構 ・ 遺物

( 3 ) その他の祭祀関連遺物

土 製勾玉

49号住居跡より出土 した。 長さ2 . 9cm 、 幅1.7 cm 、 厚さ2.1cm、 孔径0.15 -0.45cm、 重さ3.7 gを測る。 丸 みはあ

る が 全体 と し て 粗造品である。

土 鈴

2 点出土 し て い る。 土 製 模 造 品の一種である が出土 例は少 な い。 小野真一 氏による と、 「球形の本体の上部に紐

をつけ、 下部に切込の口を開けて ある 」 ( I )ものか一般的 という こ とである が、 本 遺跡出土例は大分 その形態が 異 な

って い る。 15号住居跡から 出土 したものは、 「釣鐘」 状を呈 し、 器高4 . 6cm、 底部 径 3.8cm、 重さ58.1 gを測る。 47

号住居址からの出土 品は球形が 2 個 あり、 あたかも 「鉄ア レ イ 」 のよう な 形状を呈 し ている 。 器高は2.7 -2.9cm 、

長さ7 .0cm、 重さ45 _ 3 gを測る。 丸子については切込口が ないため正確な 数量は不明であるが、 い ず れも数点 と 推

測される。 また本 2 例が ともに一部に平 坦面を持 っており、 定置出 来 るものである ことはその性格を 考 え る 上で

も輿味深 い。

亀井正道 氏によれば、土 鈴は伴出 遺物から 年代を決定できるものは少 ないと い うが (2)、本 2 例はいず れも住居址

か ら 検出されたものである。 なお、 管見では長野市牟礼バ イ パス B 地点遺跡 4号住居址、 飯 山 市 田 草 川 尻遺跡 ( 2

次調査） H 5号住居址から そ れぞれ1 点づつ出土 し て い る。

石 製 模 造品

29号住居址 と 36号住居址より出土 し て い る。 2 9号住居址の覆土からは有孔 円板が出土 し て い る。 長さ2.1cm、 幅

2 . 3cm、 厚さ0.2cm、 重さ2 _ 3 gを測る。 二孔が 穿たれて い るいわ ゆ る 双孔 円板である。 口 径は0 . 15cmを測る。 一部

に破損が み ら れるがおおむ ね丁 寧 な つ く り と な っている。
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図189 そ の他の祭祀関連遺物実測図 ( 1  : 2 )  

管玉

管玉は 2点いず れも 住居址か ら 出土 している。 37 号住居址か ら 出土した ものは グ リ ー ン タ フ 製で 、 長さ2.5cm 、

径0.7 cm 、 孔径0.3cm 、 重さ2.o gを測る。 穿孔は両方か ら なされている。 覆土か らの出土である。6 1号住居址か ら

の出土 品は径0 . 3cm 、 孔径0.2cm 、 重さ0.1 gを測る が 、 長さは欠損 しているため、 不明 である。 現存部分で1.2cm

を測る。 グ リ ー ン タ フ 製 と 思 わ れる。

（桜井 秀雄）

引 用 参考文献

( 1 ) 小野真一 1 982 『祭祀遺跡j ニ ュ ー サ イ ニン ス社

( 2 ) 亀井正道 1 966 『建鉾 山』 吉 川 弘文館
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調査地周辺の地形

-205 -



41号住居址出土土器

54号住居址出 土土器
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54号住居址出士土器
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55号住居址出土土器
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55号住居址出土土器
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口

55号住居址出土土器
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57号住居址出土土器
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57号住居址出土土器
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Cコ
30号住居址出土土器

37号住居址出土土器
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42号住居址上層 出 土土器
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42号住居址上層 出 土土器

子持勾玉 (31号住） 土鈴 (47号住）
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